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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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～プロローグ～

第一回転「自称盗賊とスロットガチャ」

第二回転「なんちゃってプリーストとの墓場掃除」

第三回転「近距離系魔術師と迷宮探索」

第四回転「家探しと下水掃除の大逃走」

第五回転「奇妙な仲間と悪魔退治」

～エピローグ～




　あとがき








～プロローグ～









　ガチャというものを知っているだろうか？

　正式名めい称しようはカプセルトイといい、基本は百円硬こう貨かを一枚、もしくは数枚入れてダイヤルを捻ひねると景品が出てくるという機械のことだ。ダイヤルを捻る時にガチャガチャと音が鳴るからガチャ、ガチャガチャ、もしくはガチャポンと呼ばれ、今でも多くの子供（一部の大人）の心を鷲わし摑づかみにして放すことはない。

　幼少の頃ころ、銀色に輝かがやく百円硬貨を握にぎりしめてスーパーマーケットのガチャコーナーに通った時の興奮は今でも覚えている。小こ遣づかいが一日十円だったあの時代、十日貯ためて、百円硬貨に替かえてもらってガチャコーナーに行くのが、月に三度の楽しみだった。

　将来、大きくなってお小遣いが増えたらいっぱいガチャをしたい。そう思っていたが、小学校高学年になると、自然とガチャから遠ざかっていった。それには、まぁ、家庭の事情もあるのだが。だが、高校生になったその時、まさか再度ガチャにハマるとは思わなかった。




　ただし、普ふ通つうのガチャではない。




「せめてＳＳＲ出てくれ」

　自宅のマンションから徒歩五分の場所にあるコンビニでjTunesカードを買った帰り、俺は謙けん虚きよ気味に言った。

　ＳＳＲ＋プラスよ出ろとは言わない。せめてＳＳＲくらい出てくれ。

　もう二日分のバイト代、一万円が屑くずカードになって消える勢いだ。

　俺が今遊んでいるのは、あるＳＮＳ上で展開されているゲームアプリ、ソシャゲと呼ばれる部類に入るスマホゲームだ。基本プレイ料金は無料で、一部サービスを利用するのに現金が必要なスマホ向けのゲームだ。クレジットカードを持っていない俺は、現金を一度電子マネーに交こう換かんし、それを使ってゲーム用のお金に交換する必要がある。この作業を課金するといい、俺も行っている。五万円課金するまでは細かくチェックしていたが、十万円、二十万円と、その課金額が増えるにつれ、計算するのが怖こわくなってしまい、今はもう考えないようにしている。

　このゲームはカードを集めてそれを戦わせるＲＰＧのようなゲームだ。その中で、ランダムにゲーム内のカードが手に入るサービスをガチャといい、このゲームでは低ランクのガチャはゲーム内で得られるポイントを貯めることで、高ランクのガチャは毎日ログインすることで週に一度だけ無料で回すことができるのだが、それ以上に高ランクガチャを回すには課金をする必要がある。

　一回三百円分、十一回ならば三百円割引で三千円分の電子マネーが必要になる。

　ちなみに、高ランクのガチャの場合、レアカード以上が確定し、無課金のガチャではほとんどがノーマルカードだったりする。

　課金してもＳＳＲ＋の出る確率なんて、〇・一パーセント、ＳＳＲでも一パーセントしか排はい出しゆつされないということは公表されているが、ＳＳＲ＋のアイテムにも複数のカードがあり、その中でも一番人気のカードは、本当に天文学的な確率でしか手に入らない。

　いつか手に入れたいとは思っているが、ともかく、今、俺が欲ほつしているのはＳＳＲ以上のカードだ。確率的には三万円課金してようやくＳＳＲが一枚手に入る計算になり、今月はもう六万円課金しているので、統計学的にはＳＳＲは二枚出ないといけない。にもかかわらず、ＳＳＲ＋は〇枚、ＳＳＲは一枚と、非常に運気は落ち込んでいる。

　ということは、運気の波を考えると、そろそろＳＳＲが出るはず！　もっとも、この理論は、ルーレットでずっと黒が出たから次は赤が出るはず、という心理と同じで、根こん拠きよもなにもないものなのだが。

　だが、さっき十一連ガチャをして、残金的に四百円しかない。つまり、一回しかガチャができない。買ったjTunesカードはすでにコンビニの前で使ってしまったので、正しよう真しん正しよう銘めい、これが最後の一回、泣きの一回だ。

　その前に信号を確かく認にんし、前の歩行者用信号が青なのを確認し、横断歩道を渡わたりながら、指先に全神経を集中させスマホをタップした。

　すると、画面の中のガチャマシンが虹にじ色いろに光り輝かがやきだす。

「おっ！　おぉ、この光は！　ＳＲ以上確定！　こい！　こい！」

　熱ねつ狂きようしていた、その時だった。




　けたたましいクラクションが夜の交差点に鳴り響ひびいた。




　スマホのＳＲ以上確定の光とは違ちがう、さらに眩まばゆいヘッドライトの光が俺の全身を包み込んだのだ。

　俺が最後に見たのは、交差点をまったくスピードを緩ゆるめずに曲がってきた巨きよ大だいなトラックだった。そして、何か嫌いやな音が聞こえた……ような気がした。




　　　　※※※




　気が付けば、俺は真っ白な空間の中にいた。うん、白い。白いがそれより──

「結果っ！」

　俺は思わず叫さけび、スマホの画面を確認する。が……




『サーバーに接続できませんでした』




「なんじゃそりゃぁぁぁっ！」

　いきなり叫ぶ俺。傍はたから見たら危ない人だが、なりふりかまっていられなかった。

　いや、でもさっきの光はＳＲ以上確定。某ぼう巨きよ大だい掲けい示じ板ばんの未確認情報ではＳＳＲの確率は二割を超こえる。すぐに何が出たか確認したい。

　くそっ、なんで圏けん外がいなんだよ！

　スマホを振ふっても圏外表示は直らない。

「すみませんすみませんすみませんすみません」

　変な声が聞こえてきたが、無視して手を頭上に伸のばして電波を探す。近くにワックないかな、ワクドナルド。電波が来なくてもＷｉ[image: ]Ｆｉにさえ繫つながればいいんだよ。あぁ、なんで日本はこれだけスマホが普ふ及きゆうしているのにＷｉ[image: ]Ｆｉ環かん境きように関しては後進国なんだよ。

「すみませんすみませんすみませんすみません」

　白い空間の中を俺は電波を求めてさ迷い歩いた。ＭＡＰ機能を使って近くにＷｉ[image: ]Ｆｉスポットがないか確かめようとするが、そもそも圏外なので位置情報機能が全く使えない。スマホの調子が悪いのかもと思い、とりあえず再起動させてみた。

「すみません、あなたは……あの……」

　スマホの終しゆう了りよう音が聞こえてきた時、俺はようやくその謎なぞの声が本当の意味で耳に届いた。




「来くる宮みや廻まわるさん、あなたは死んでしまったんです」




「…………え？」

　俺の名前を呼ばれたこと、さらにその俺の死を告げられ、俺はようやく先さき程ほどから聞こえていた声の主を見て、固まった。

　スマホの起動音が何もない空間に広がり、吸い込まれるように消えていった。

　そして、俺は彼女と目が合った。と同時に彼女は頭を何度も下げた。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　ここまで心の籠こもった激しい謝罪を、俺は生まれて初めて見た気がする。だが、益ます々ます事情がわからない。

　赤いストレートヘアの女性だということはわかるが、地面──何もない白い床ゆかに頭をこすりつけていて顔まではわからない。

　え？　俺が死んだ？　どういうこと？




　……この人、誰だれ？




　すると、彼女は顔を上げた。目に涙なみだを浮うかべて。

「私は女め神がみです……ごめんなさい。生まれてきてすみません。地球を作ってすみません。生まれ変わったらダニさんになりますから許してください。いえ、そんなこと言ったらダニさんに失礼ですね。生まれ変わったら空気になります。空気になって空気を読める娘こになります」

　卑ひ屈くつすぎるっ!!　ダニにまで謝罪する人を俺は生まれて初めて見た。って、え？　女神様？

　意味がわからないが、ひとつわかることは、一番混乱しているのは俺のはずなのに、彼女の方が混乱しているように見えるということだ。

　ていうか、女神ってなに？　死んだってなに？

「俺、死んだの？」

　否定されることを願って俺は尋たずねた。

　だが、女神を自じ称しようする彼女は土下座の姿勢のまま続けた。

「すみません。はい、廻さんはトラックに撥はねられて見るも無残なぐっちゃぐちゃの状態に……すみません。混乱しますよね」

　そう言って、自称女神様は顔を上げた。

　……赤い髪かみのその女性は、俺が今まで見たこともない美人だった。

　土下座の姿勢なのではっきりとはわからないが、赤い髪なのに西洋的な美しさというよりかは東洋的な、神秘的な美しさを持つ女性だ。立てば芍しやく薬やく座れば牡ぼ丹たん歩く姿は百合ゆりの花、けれども土下座をすれば関係ない。という新たな慣用句が誕生してしまうのではないかというくらい、いくら美人でも土下座をしていると様にならない。

　ただし、その土下座を除けば──確かに彼女の美しさは常じよう軌きを逸いつしている。彼女が女神と言われたら──いや、土下座をしている女性を女神なんて言われても信じられない。

　だから、俺はもう一度尋ねた。

「……えっと、俺、死んだの？」

「はい、廻さんはトラックに──」

「いや……そのくだりはいい……え？　あ……え？」

　俺はスマホに視線を落とす。

　死んだという実感はわかない。俺は視線をゆっくりと再起動したスマホに落とし、彼女が女神かどうかはあとで考えることにした。

　それよりも、俺には重要なことがある。

「あの、ここ電波入らないんですけどなんとかなりませんか？」

「え？　電波？」

「大だい丈じよう夫ぶです……えっと、女神様の写真を撮とってＳＮＳにアップしたりしませんから……ちょっとガチャの結果を確認しようと思って。女神様なら電波くらい作れるでしょ？」

「……すみません、それはできないんです」




「うがぁぁぁぁぁぁぁっ!!」




　俺は思わず叫んだ。何かが壊こわれた。

「なんだよ、死んだって！　なんで俺が、俺、まだ高校生だぞ!?　そりゃ多少……というかかなりガチャ廃はい人じんだけど、そりゃ友達にお金借りてガチャを回すようなクズだけど、それでも他人に迷めい惑わくをかけないように生きていたのに……あ……」

　俺の足あし下もとで、頭を抱かかえて何度も「すみません、すみません、すみません」と謝る女神様を見て、俺は心を落ち着けた。

　悪いのは彼女ではない。信号を無視して突つっ込んできたトラックと、なにより歩きスマホをしていた俺自身だ。

「……こっちこそすみません、女神様。俺が悪かったです。女神様は何も悪くないのに、怒おこっちゃって」

「……廻さん、ありがとうございます。あ、あの、それで廻さんにはこれからの人生を決めてもらいたいのですが……」

「人生を？」

「はい。廻さんにはこれから天国に行っていただきます。最後に歩きスマホで昇しよう天てんしたのは大おお幅はば減点ですが、あれもトラックの整備不良によるブレーキの故障と速度オーバーが大本の原因ですし、地じ獄ごく落ちになるほどではありません」

　天国と地獄って得点方式だったのか。まぁ、天国に行けるのならば問題はないな。

「ちなみに、天国って電波は……」

「すみません、入りません。携けい帯たいの基地局がありませんから」

「……却きやつ下か！　地獄に電波は？」

「ビリビリ処しよ刑けい装置ならありますが」

「それは電波じゃなくて電気だ！　じゃあ、転てん生せいさせてくれ！　輪りん廻ね転生！」

「転生ですか？　えっと、現在転生先に空きがある中でお勧すすめは、サンショウウオとイモリとカエルとカメですね。どれになさいますか？」

「全部両生類じゃないか！」

「ひぃぃ、すみませんすみませんすみませんすみません！　あ、あの、でもカメは両生類ではなく爬は虫ちゆう類るいです」

　そうだったっけ。思わぬところで俺の生物の成績が悪いことが露ろ呈ていしてしまった。

　って、そんなことはどうでもいい。

「人間に転生はできないのか？　できれば日本人、金持ちの家で！」

「人間への転生は、人種、性別などをおまかせにしたフリープランで現在三千年待ちです」

　な……なんてこった。

　つまり、俺は三千年間ガチャができないということなのか。

　ん？　ちょっと待てよ。俺が少し考えていると、隣となりから女神様が「あ、そうだ、デンキウナギなんてどうですか？　あれなら待ち時間なく転生できますよ。今なら寿じゆ命みよう三年保証付きですよ」と意味のわからない勧かん誘ゆうをしてくる。さっきも言ったが、電気と電波は違ちがう。

「三千年あれば人間に転生できるのか？」

「はい、そうなります」

「三千年、どこで待っていればいいんだ？」

「三さん途ずの川の畔ほとりで待っていらっしゃる方が多いですね。廻さんが望まれるならすぐに案内できますよ」

「それって、俺が望まなければ、ずっとここにいてもいいってことか？」

「え……あぁ、でもここって結構うるさいですよ。一日三十人くらい死んだ人が来ますから」

　死んだ人が全員ここに来るわけではないのか。地区限定なのかな？

「むしろ、それこそ好都合。じゃあ、俺はここにいて、適当に死んだ人間をスカウトさせてもらって、ここに人間の町を築けばいいんだ！　何、死んだって何も持っていないわけじゃない。俺だってここに残高の残っていないjTunesカードがあるように、中にはノートパソコンや工具、それこそ交通事故で死んだら車ごとここに現れる人間だっているはず！　そういう人の中から転生したい人からは荷物を貰もらって、転生したくない人にはここに住んでもらって町を作ればいい！」

「え？　あ、あの、廻さん、もしかして一生ここにいるつもりですか？」

「一生じゃない。町ができて、ガチャができて、飽あきたら転生する。なに、千年もあればきっと町ができて、五千年もすれば飽きるから」

「えぇぇぇぇっ！　こ、困りますよ。他の死者の魂たましいまで勧誘されたら、先せん輩ぱい女神に折せつ檻かんされちゃいます。せめて三途の川で……ってあそこでやっても怒られちゃいます！」

「それはそっちの理り屈くつだろ？　決めた、俺は新世界の神になる！」

「ごめんなさいごめんなさい、やめてください、ここは新世界じゃなくて神世界ですし、神は私ですし！　わ、わかりました！　なんとか、なんとかしますから！　廻さんがガチャをできるようになんとかしますから！」

　女神様は涙目でそう言うと、俺のスマホを奪うばい取るように持っていき、ものすごい速度でスマホ操作を行っている。かなり慣れているようだ。

　彼女はスマホ操作をしながら、俺に説明をする。

「廻さん、私がひとりで管理している世界があるのですが、その世界に廻さんに転生してもらいます。とりあえず交通事故の前の肉体のままで。廻さんにはガチャというものを沢たく山さんできるようにします。ですから、その世界に転生してください」

「本当ですか!?　では、それでお願いします！」

　そう言うと、女神様は俺にスマホを返してくれた。今の間に何かしたのだろうか？

「かしこまりました。では、これから転生の儀ぎを行います。願わくは、廻さんに幸さちがあらんことを──」

　女神様は笑え顔がおで俺の両頰ほおに手を添そえた。顔が近く、彼女の吐と息いきが俺まで届きそうだ。

「先に謝っておきます、すみません、廻さんの初めてを貰ってしまって」

　先にも何も、ずっと謝っていた彼女は、




　──俺の唇くちびるに自分の唇を押し付け──




　気が付いたら俺は平原の真ん中に立ち尽つくしていた。

　自分の人差し指を自分の唇に当てる。先さき程ほどの女神様の唇の感かん触しよくが脳のう裏りにリプレイされた。

「柔やわらかかったな」

　ぽつりとつぶやいた感想は、足下の水たまりの中に映し出された自分の唇に向かって消えていった。








第一回転「自じ称しよう盗とう賊ぞくとスロットガチャ」









　ここが地球とは別の世界か。

　草の感触とか、空気とか、地球とは変わらないんだなぁ。いや、もちろん自然が多く排はい気きガスはないので、空気は日本のそれよりも美味おいしいと思える。でも、それ以外は日本と変わらない。

　風は優やさしく頰を撫なでるし。太陽も今のところ一つだけだし。白い雲はゆっくりと流れているし。ラ○ュタは浮ういているし…………ってえ？

（城が空に浮いている！）

　遠すぎて霞かすみがかかっており、正確な大きさはわからない。だが、それでもかなり大きいと思う。バ〇スと唱えたら滅ほろびてしまうのではないだろうか？　それとも、あれか？　巨きよ大だいな竜りゆうが住んでいるのか？　天空の城に住む巨大な竜に乗って魔ま王おう城に行くのか？

「はぁ……ここって本当に地球じゃないんだなぁ」

　ある程度覚かく悟ごはしていたが、空想のような光景に、俺は圧あつ倒とうされていた。

　しばし俺は遥はるか遠くに見える空飛ぶ城を眺ながめていると、その城は霞の向こうに消えていった。

【ピロリロリン】

　変な音が聞こえた。スマホからだ。

　設定した覚えのない着信音を訝いぶかしみながらも、スマホの画面を見た。春の七十一日。朝の十時。俺がコンビニに出かけたのは夜の八時くらいだったので、おそらくはこの世界の時間なのだろう。春の七十一日というのは今日の日付らしい。

　メールが着信していた。

　ってあれ？　アプリが極きよく端たんに減っている。

【スロットガチャ】【通話】【メール】【マップ】【電でん卓たく】【カメラ】【動画】【アラーム】

　の八個だけだ。そして、メールのアイコンに【受信一件】と表示されていた。

　俺が毎日のように時間を作っては遊んでいたゲームアプリまでもがアンインストールされてる。

　まぁ、電波の入らないここでなら意味はないし、今後転生したところで、きっと記き憶おくは失っているだろうから（というか三千年後ならサービスも終しゆう了りようしているから）意味はないか。

　そして、電波が入らないにもかかわらず、メールを受信しているのでメールアプリを起動させてみる。

　俺が今まで受信ＢＯＸにためていたメールは全すべて消去されており、新着の一件だけがある状態だった。その新着メッセージのタイトルを見て、

【タイトル：すみませんすみませんすみません。差出人：セリーア】

　……あの女め神がみ様からだと思った。メールでも変わらぬ謝りっぷりだな。

　メールのタイトルだけで誰だれからの受信かわかるとは……

　あの女神様、セリーアって名前なのか。

【急なメール、すみません。先程の神です。

　廻まわるさんが今いる場所は、ガイナック王国の南部です。比ひ較かく的てき治安のいい国です。

　北に半日ほど歩くとビナギの町があります。まずはそこを目指したらいいと思います。

　別の世界に転移する人に、女神は好きな力を与あたえることができます。

　廻さんにぴったりの力を送っておきました。すみません】

　最後の謝罪の意味はわからないが、とりあえず、ありがとうございます、と返信メールを送った。

　果たして神様のところにメールは届いたのだろうか。

　俺は再度スマホを確かく認にんした。なんだ、この俺の琴きん線せんを刺し激げきする安直なタイトルのアプリは。

　スロットガチャ、これが俺の手に入れた能力なのか。

【ガチャを選ぶ・説明・ガチャ図ず鑑かん・倉庫】

　とあった。説明をタップしてみる。

　いろいろ書かれていたが、簡単に説明するとこんな感じだ。




　・善い行いをすると徳ポイントが貯たまっていく。

　・徳ポイントを消費し、スロットガチャを回すといろいろなものが手に入る。

　・徳ポイントを１００消費することで一度回すことができる。

　・徳ポイントを１０００消費することで十一連続で回すことができる。

　・一日一回はポイントを消費せずにガチャを回すことができる。




　というのが基本ルール。

　そして、ガチャというのは、スロットマシンのように数字のついたドラムが回転し、０００～９９９の数字が停止。

　その数字に応じて景品が貰もらえる。

　ＳＳＲ以上：７７７

　ＳＲ＋：７以外のゾロ目

　ＳＲ：９８６～９９８

　Ｒ＋：９５１～９８５

　Ｒ：８８９～９５０

　Ｎ＋：５００～８８７（ゾロ目以外）

　Ｎ：０１１～４９９（ゾロ目以外）

　Ｂ：００１～０１０

　シンプルだなぁとは思う。ゾロ目以外は、数字が大きいほどいいってことか。

　ただ、Ｂが何かわからない。Ｂ級ランチ？

　ちなみに、景品一覧として、一例が表示されるらしく、それを確認した。

　まずは、Ｎからだ。

【長なが靴ぐつ（片方）・ポケットティッシュ・タワシ・うんまい棒一本・味み噌そ・醬しよう油ゆ……etc.】

　いわゆる使えるがハズレと呼ばれるものだな。長靴（片方）なんて、ほとんどゴミじゃないか。いや、両方揃そろったら使えるか。味噌とか醬油とかになると、そうだな、商店街のガラガラ抽ちゆう選せんの当たりレベルになるのか。

　次にＮ＋を確認する。

【最下級スキル・ポーション・マナポーション・たこ焼き一カ月分……etc.】

　最下級スキル。Ｎ＋でもうスキルが身につくのか。

　それに、そこそこ使えるアイテムが多い。

　これなら、Ｒはかなりいいものが貰えるんじゃないか？

【魔ま道どう具ぐ・下級魔法・下級スキル・ポーション一年分・マナポーション一年分……etc.】

　説明にもあったが、魔法とスキルか。まるでファンタジーみたいだな。いや、空を飛ぶ陸もあったし、ここはもうファンタジー世界なのだろうが。

　Ｒ＋になると、

【魔道具・中級魔法・中級スキル】

　となる。ＳＲ以上はお楽しみらしく、何も表示されない。そういえば、Ｂも何が貰えるか書いていないな。




　そして、現在１５００の徳ポイントがある。

　……つまり十一連ガチャが一回、普ふ通つうのガチャが五回できるわけだ。

「……なんて……」

　ポツリと呟つぶやく。




「なんて素す晴ばらしいんだぁぁぁぁぁぁっ！」




　つまり、良いことをしたらポイントが貯まって、それでガチャができると、そういうわけだな。

　アプリの再インストールはできないかもしれないから、リセマラはできないな。

　とりあえず、今日の分が一回無料でできるらしい。試ためしてみるか。

　スロットマシンのようなガチャマシンのレバーの部分をタッチし、スライドさせる。

　数字が回転しはじめた。

　最初に停止した一の位はまさかの７だった。

　ここでＳＳＲの出る確率が〇・一パーセントから一パーセントに上じよう昇しようした。

　まさか、いきなり来るのか？

　と思ったら、十の位では７を通り過ぎ、８で停止。一気に熱が冷める。

　そして、百の位に５が止まった。

【５８７（Ｎ＋）：おにぎり弁当五人前】

　……ハズレ……かな。まぁ、ちょうど腹も減っていたところだし、ちょうどいいか。

　アイテムの取り出し方は、倉庫ボタンをクリックして、アイテム名と数をクリックしたらいいらしい。

　倉庫の中にはおにぎり弁当しか入っていなかったので、それをひとつ選せん択たく。

　すると、頭上一メートルあたりの場所から、プラ容器に入ったお弁当箱が落ちてきた。

　中にはおにぎり二個と玉子焼き、赤ウインナーが入っていた。

　……割りばしはついていない。

　まぁ、おにぎり弁当でよかったと思っておこう。これがハンバーグ弁当ならば素手で食べるのはきつかったな。

　おにぎりを一口食べる。うん、具は鮭さけか。鮭の塩味がいい具合に効いているし、お米が立っている。日本人にとって異世界でも米が食べられるというのは、かなり美味しい話だ。二つの意味で。

　草地の上にあぐらをかいて座り、スマホを膝ひざの上に置いて左手操作する。右手にはご飯はん粒つぶがついているからな。

　とりあえずお試しは終わりだ。

　十一連ガチャをすることに。

　でもその前に──

「女神様──セリーア様、俺に力をお与えください！」

　天にいるはずの女神様に祈いのりを捧ささげた。

　いきなりＳＲやＳＳＲは難しいかもしれない。だが、十一回も回すんだ。せめて、Ｒをふたつくらいは手に入れたい。

　全てはボタンを押した時に決まる。その後の演出はあくまでも盛り上げるためのものだからな。

　俺は右手の人差し指の指先に意識を集中させ、「十一連スロットガチャを回す」をタップした。

　すると、スロットマシンが十一個に分ぶん裂れつし、全てが同時に回転をはじめた。

　……ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ。

　まさかの十一連続（Ｎ）と（Ｎ＋）だった。

　ちなみに、結果は以下の通り。




【０１２（Ｎ）：割りばし二十本】

【０２２（Ｎ）：爪つま楊よう枝じ百本】

【１３９（Ｎ）：ビスケット三枚】

【２３４（Ｎ）：タオル】

【３３８（Ｎ）：石せつ鹼けん】

【３３９（Ｎ）：石鹼】

【４１２（Ｎ）：布】

【５０１（Ｎ＋）：たこ焼き一カ月分】

【５９３（Ｎ＋）：解げ毒どく薬十本】

【６４５（Ｎ＋）：スキル「芋いも皮かわ剝むき」・スキル「芋皮剝き」を覚えた】

【６４６（Ｎ＋）：スキル「雑ぞう巾きんがけ」・スキル「雑巾がけ」を覚えた】




　……クズアイテムばかりだ。スキルが芋の皮剝きと雑巾がけって。

　なんで九回に一回出るはずのＲ以上が一個も出ないんだ。

　おかしい、確率が崩ほう壊かいしている。確率表示に偽いつわりがあるのではないだろうか？

　うーん、徳ポイントはあと５００ポイント。つまり五回スロットガチャをすることができる。

　本当なら十一連ガチャをするためにあと５００ポイントを貯めてから回すべきなのだろうが、今、俺は十一回連続ＮとＮ＋を引いている。さっき、女め神がみ様の下もとでこの世界に転生できる権利を貰って運を使い切ったという可能性もある。

　となれば、やはりここは暫しばらく様子見でいるべきだ……と思いながらも俺の理性とは相反し、手が勝手に動いていた。

　スロットのドラムが回転をはじめる。しまった、俺の本能が暴走した！

【７９９（Ｎ＋）：ポーション五本】

　ポーションか。やっぱりファンタジーでは定番の薬だが、この世界でどこまで効果があるのかはさっぱりわからない。

　さっきは、つい本能でガチャを回してしまったが、やはり人間は理性的な生き物だ。本能に身を任せてはいけない。

　使ってしまったものは仕方がないので、これからは理性的に、残り四回を回そう。

【５００（Ｎ＋）：たこ焼き一カ月分】

　まさかのたこ焼き被かぶり。だが、ここでぴったり半分の数字が出た。

　この分だとゾロ目が出るのも近いのでは？

【６４２（Ｎ＋）：スキル「土下座補正」・スキル「土下座補正」を覚えた】

　……意味がわからない。なんでこんなスキルが存在するんだ？

　だが、数字は着実に増えている。とするなら、次こそ、次こそＲが出るのでは？

　ガチャの深みにはまっていることを自覚しながらも、俺はもう一度ガチャを回した。

　すると、数字は８９５、そう、レアだ。

　レアが出たのだ！　と俺は感激した。

【８９５（Ｒ）：たこ焼き一年分】

　……っておい！

　なんだよ、たこ焼き一年分って。もうこっちは既すでにたこ焼き二カ月分先にＧＥＴしてるんだよ。

　……いや、でも明らかに数字は増えている。今度こそ、今度こそ何か凄すごいものが出る予感がする。

【６４２（Ｎ＋）：スキル「土下座補正」・スキル「土下座補正」がスキル「土下座補正＋」になった】

　どれだけ俺に謝罪させたいんだっ！

　……そして、俺は思い出した。ガチャを引く前にセリーア様に祈ったこと。

　そう、謝罪の神に祈ってしまったんだ……そりゃ土下座補正が身に付くわ。

　数分前の自分を呪のろい、俺は項うな垂だれたのだった。勿もち論ろん、俺の祈りにそこまでの力がないのはわかっているのだが。




　さっきのハズレのなかに割りばしがあったことを思い出し、倉庫から割りばしを取り出し、おにぎり弁当の残りを食べ終えた俺は立ち上がって、軽く背せ伸のびをした。

　ハズレは多かったが、たこ焼きがこれだけ手に入ったというのなら、当分飢うえて死ぬことはないことに安あん堵どしつつ、徳ポイントをこれから貯ためないとガチャが回せないことに落ち込んだ。

　そういえば、徳の貯め方という項こう目もくがあったのを思い出す。

　それを調べてみると、徳の貯め方がいろいろあった。

【早起き（四時～五時：５Ｐｔ・五時～六時：３Ｐｔ・六時～七時：１Ｐｔ）】といった低いポイントのものから、【世界を滅めつ亡ぼうの危機から救う：１兆ポイント】みたいな絶対実現できないが超ちよう高こうポイントのものまである。

　あと、魔ま物ものを倒たおせばポイントが増えるともあった。この世界に魔物がいるらしい。

【ベビースライム：１Ｐｔ】が一番低く、その項目は果てしなく続く。一応魔物の検けん索さくもできるらしく、試しにドラゴンと検索を入れたら、百種類のドラゴンが表示され、【魔王竜：３００万Ｐｔ～】というものが一番高かった。

「とりあえず、女神様が教えてくれた北を目指すか……北ってどっちだ？」

　太陽の位置を見て？

　それとも切り株の年輪の幅はばを見て？

　そもそも、ここが北半球なのか南半球なのかもわからないのに、どっちが北かがわかるはずがない。このまま時間を待って、太陽が沈しずむ方向を見たらいいのか？

　流石さすがに西から太陽が昇のぼって東に沈む、というようなバカ○ンのパパのようなことになったら諦あきらめるけれど、できることなら夜に歩きたくない。

　そこまで思った時、そう言えば地図のアプリが無事に残っていたことを思い出す。

　試しに起動させてみたところ、日本ではないどこかの地図──かなり大おお雑ざつ把ぱなものが表示された。

　そして、現在位置が表示されていて、俺が今向いている方向と、どちらが北かも表示されていた。

　これで町に行くには問題ない。人も住んでいるだろう。

「言葉通じるのかな」

　最初の不安はそこだった。

　次に金の問題だ。

　仕事を探さないといけない。

　チート能力を貰もらった転生者とかなら、だいたいは冒ぼう険けん者しやギルドに入って魔物を狩かって金を稼かせげばいいのだろうが、今の俺にはそんな力はない。

　何しろ、戦せん闘とう系スキルは何も持っていないんだ。

　そもそも、この世界の人間は友好的なのだろうか？

　もしかしたら、町に入ったと同時に串くし刺ざしにとかならないよな？

　ガチャでＳＳＲを出すまでは死んでも死ねないぞ。

「見つけた！　ついに見つけたわ！」

　歓かん喜きに打ち震ふるえるような女の言葉──どうやらこの世界の言葉らしいがしっかり理解できた──に俺は振ふり返った。

　そこにいたのは一人の俺と同い年くらいの少女だった。

　茶色いショートヘアの可愛かわいい少女だ。皮の鎧よろいに黒い肌はだ着ぎを着ている。俺を探していたのか？

　もしかして、女神様が用意してくれた案内人？　うわ、それは嬉うれしいな。可愛い女の子だからなお嬉しい。

　俺は手を上げて、

「私は盗とう賊ぞくよっ！」

　彼女の宣言に、そのまま固まった。

　盗賊!?　ウソだろ、このタイミングで盗賊!?

　腰こしに差しているのは短たん剣けんだろう。あんなので刺されたら間ま違ちがいなく二度目の死を迎むかえる。

　こうなったら、奥の手を使うしかない！




　──スキル発動！




　俺は手をつき、頭を地面にこすりつけた。

　これぞキングオブ土下座姿勢。

　俺はこの時、覚えたばかりの土下座補正スキルを使いこなしていた。

「こ、これは東国に伝わるという伝説の謝罪ポーズ、ＤＯＧＥＺＡ!?　別に怒おこっていないのに許してあげたくなるわ！」

　盗賊の少女のリアクションを聞く限り、かなり効果的なようだ。これなら命だけは助けてもらえるか？

「ゆ、許してあげたいけど、でもこっちも命がかかってるのよ！　一度しか言わないからよく聞きなさい！」

　ぐっ、土下座の力をもってしても……これは万ばん策さく尽つきた。一策しかなかったけど。

「私を町まで案内しなさい！　あと食べ物ちょうだい！　お金は払はらうからお願いします！」

　土下座ではないが、背筋を九十度曲げて綺き麗れいなお願いをする自じ称しよう盗賊を見て、

「……は？」

　と俺は声を出して尋たずねた。同時に、彼女の腹の虫が盛せい大だいに鳴る。

「もう一週間、道に迷って……お願い……私を町に連れていって」

「……いや、ちょっと待て！　盗賊だ！　と勇んで登場しておいて、迷子さんを自称して泣きついてくるのか、お前は」

　こっちの世界の言葉で話そうと思ったら不思議とすんなり話すことができた。女神様の加護だろうか。

「迷子じゃないわ！　道がわからないだけよ！」

「迷子という字を辞書で調べて出直せ……まぁ、出直せないから困ってるんだよな」
















　俺の中でこいつへの警けい戒かい心しんは消え去っていた。どうせなら、最初から盗賊だと名乗らずに町に連れていってと頼たのんでくれたらいいものを。涙なみだ目めを浮うかべて俺に助けを求める彼女を見て、小さく嘆たん息そくを漏もらす。

「ちょっと後ろを向いてろ。飯を出してやるから」

「逃にげないわよね？　逃げたら泣いて追いかけるからね」

「逃げない逃げない」

「本当ね？　うそつきは泥どろ棒ぼうのはじまりよ！」

　それを盗賊のお前が言うなよ。彼女が後ろを向いたので、倉庫からたこ焼きを選せん択たく。千二百七十五人前とある。

　一日一人前を三食、一カ月で九十人前。それが三百六十五日と二カ月分だから千二百七十五人前か。そう思うと凄い量だな。

　一人前を選択すると、空からたこ焼きが降ってきた。俺は慌あわてて地面に落ちていたおにぎり弁当のプラ容器で受け止めた。

　……なんとか全部受け止めることができた。ちなみに、一人前十五個の計算らしい。

「ほら、食べ物だ。熱いから気を付けろよ」

「……ありがとう」

　彼女はそう言うと袋ふくろの中のたこ焼きを訝いぶかしむことなく鷲わし摑づかみにして口の中に放ほうり込み、あまりの熱さに悶もだえたあと、さらにもう何個か食べる。

「はひほへ（なにこれ）！　ほいひいははい（おいしいじゃない）！」

　食べるか喋しやべるかどっちかにしろ。

　彼女は水だけは持っていたようで、皮製の水すい筒とうの水を飲みながら残りのたこ焼きを食べていった。

　おかわりを二度要求され、たこやきを合計三人前、四十五個平らげた。

「はぁ、おいしかった。これ、約束のお金よ。三〇〇〇マネー。大事に使いなさい！」

　さっきまで泣いていた少女と同一人物とは思えないくらいの尊大な態度で、百円玉くらいの大きさの銀貨を三枚俺に渡わたした。

　銀貨には「千」とこの世界の文字で書かれている。

　……あれ？　この世界の文字も普ふ通つうに読めるんだな。女め神がみ様の加護だろうか？

　金を貰っても人助けをしたことになるのかな？　とスマホで徳ポイントを見てみる。

　さっきまで１ポイントもなかったはずなのに、１０２まで徳ポイントが増えていた。

　命を助けたにしては少ない気もするが、対価を貰っているからこんなものなのか。それとも助けた相手が盗賊だったのがいけなかったのか？

　金を返したらもっと徳に繫つながったりするのだろうか？　お金を突つき返そうかと思ったが、

「入町税くらいにはなるでしょ？」

「町に入るのに金が要いるのか!?」

「え？　そんなことも知らなかったの？」

「い、いや勿もち論ろん知ってたさ」

　俺は冷ひや汗あせを流して、笑いながら言った。

　もしもこいつに出会わなかったら俺はどうなってたんだ？

　ガチャでお金って出るのかな？

「私はエミナ！　将来の大盗賊よ！　サインが欲ほしいなら今のうちにしてあげるわ」

「盗賊のサインなんて持っているのが見つかれば仲間だと思われるだろうが。俺はクルミヤ・マワルだ」

「変わった名前ね。クルミでいい？」

「女の子みたいだから困る。普通に名前で呼んでくれ」

「えぇ……いいと思うんだけどな、クルミ。じゃあ、ルミヤで。これならいいでしょ？」

「変なところを抜ぬき取るな！　頼むからマワルにしてくれ……それよりビナギの町にそろそろ行くぞ」

「あぁ、はじまりの町ね。ここから近いの？」

「地図を見ると近いが……はじまりの町？」

「勇者テイルーンが生まれた町として有名なのよ。だから、伝説がはじまった町ってわけ……そっか、中々町に着かないと思ったらまさかそんなところまで来てたの……」

　こいつはどこから道に迷っていたのだろうか？

「まぁいいわ。じゃあそこまで連れていきなさい！」

　歯に青のりをつけて、エミナは偉えらそうに俺に命令をした。

　このまま置いていこうとも思ったが、この世界についてあまり知らない俺としては、情報収集をする必要もあるから。結局エミナを連れていくことにした。

「それにしてもマワルって変わった格好ね。やっぱり東の国の衣い装しようなの？」

「ん？　あぁ……やっぱりこっちの基準では変わってるように見えるのか」

　フード付きの灰色のトレーナーと黒色のジャージズボン、そして黒の運うん動どう靴ぐつ。

　近所のコンビニに買い物に行くだけだったからこんなラフな格好だ。

　異世界に行くことを想定して服装をコーディネートするなんてことは絶対にないだろう。まぁ、サバイバル用の迷めい彩さい服なんてものを用意して異世界に来ていたら、それはそれでかなり浮いていただろうが。

　幸い、エミナは俺が別の国の人間だと思い込んでいるようなので、世間知らずの旅人という設定でいろいろと質問をすることにした。

「この国の宿って相場はどのくらいなんだ？」

「そうねぇ。素す泊どまりだけならだいたい三〇〇〇マネー、朝食夕食込みだと四〇〇〇マネーくらいじゃないかな？」

　相場がわからない。高いのか？　それとも安いのか？

「例えば、その短剣はいくらなんだ？」

「……マワル、もしかして私の短剣を狙ねらってるの？　盗賊から物を盗ぬすむつもり？」

「いや……カッコいい短剣だから俺も買いたいなぁって思って」

　俺がそう言うと、エミナは自じ慢まんげに短剣を鞘さやから出した。

　とても丁てい寧ねいに手入れがされているらしく、刃はが光り輝かがやいている。

「ふふん、いいでしょ、盗賊の頭かしらをやってる、私のお父さんから貰もらったの！　お祖父じいちゃんがどこかから盗んできたそうよ」

　祖父、父ともに盗賊なのかよ。ひどい家系だな。

「ま、お父さんもあっさり捕つかまっちゃって、盗賊団は壊かい滅めつ。今は私一人でなんとかしないといけないんだけどね」

「へぇ……お前も大変なんだな」

「大変なのよ。お父さんが残してくれたお金も盗賊団の残った人たちが全部持っていっちゃって、残ったのは三万マネーぽっち。とりあえず町に行って仕事でも見つけてお父さんが出所した時に、大好きな麦酒ビールでも飲ませてあげたいじゃない。この短剣は私の誓ちかいの短剣でもあるのよ」

　本当に大変そうだ。会ったばかりの俺についつい身の上話をするくらい大変なんだろうなぁ。

「ねぇ、マワル。私の盗とう賊ぞく団に入らない？　今なら新しい団員が入るまで副団長の地位を約束するわ」

「入らねぇし、二人しかいない盗賊団の副団長って当たり前じゃないか」

　そう言った時、

「…………っ！」

　エミナの顔つきが変わった。鋭するどい眼まな差ざしが茂しげみを見み詰つめている。

　お腹なかでも痛くなったのか？　と聞こうと思ったら、エミナが口を開いた。

「魔ま物ものの気配がするわ」

「魔物!?」

　魔に生きる物。人を襲おそい、人を糧かてとし生きる物。悪魔の眷けん属ぞく。魔王の僕しもべ。

　どれを取るにしても、等しく言えるのは危険な物。

　成長したら魔物を狩かって徳ポイントを稼かせぎたいと思っていたが、このタイミングで現れるとは。

（音を立てたらダメよ、じっとして、マワル）

　エミナが短たん剣けんを握にぎる。

　戦うつもりのようだ。

　こうなったら俺も腹をくくるしかない。

　拳こぶしに力が入る。安心しろ、エミナ。応おう援えんはきっちりしてやるからな！

　あと、お前が負けたら、お前が食べられている間にきっちり逃げてやるからな。

　……自分で考えていながら、最低な人間だなぁと思う。徳以前の問題だ。

　僅わずかな良心の呵か責しやくに心を痛めている。いや、そこまでではない、心を擽くすぐられている程度か。ともかく、その時、草むらが揺ゆれた。

　背の高い草だが、敵は思ったより小さいのか？

　いや、蛇へび程度なら草に隠かくれることができる……油断したら危険だ。

　そして、俺が油断する前に、そいつは草からゆっくり出てきた。

　青い肌はだ、ぷよぷよの体、何を考えているのか全くわからない顔──青色のスライムだった。青色のスライムはのんびり動いている。

　目も口も鼻もない、陸上を動くクラゲみたいな軟なん体たい生物のような姿をしている。

　……ちょっと可愛かわいかった。

　エミナが誓いの短剣とやらを投げナイフのように投げた。

　そして、それは一直線を描えがき飛んでいき、スライムに命中し、動かなくなる。

「ふぅ、終わったわね。ふふん、どう？　私の投げナイフの腕うで前まえは？　凄すごいでしょ」

「……大切な短剣を躊躇ためらいなく投げたが、大事なものじゃなかったのか？　にしてもえらく簡単に倒たおせたな」

「大切な短剣でも使わなかったら宝の持ち腐ぐされでしょ。それに、スライムっていえば雑魚ざこ中の雑魚じゃない」

「じゃあ、なんであんな緊きん張ちよう感を醸かもし出してたんだ？　なんか油断したら殺されるような雰ふん囲い気きだったぞ？」

「はぁ……本当にマワルはなにも知らないのね。いい？　スライムは──」

　エミナが言った時、先さき程ほどの草むらが動いた。

　そこから現れたのはもう一匹ぴきのスライム。エミナが別のナイフをどこからともなく取り出して投げるモーションをしたが、一いつ瞬しゆんのうちにスライムは消え去った。いや、遠くに走り去っていた。──物もの凄すごいスピードで逃にげ出したのだ。

「あぁ、いなくなっちゃった……スライムは逃げ足が異常に速いのよね」

　なるほど、この世界のスライムの逃げ足は、俺の知っているメタルなあれと同レベルの逃げ足の魔物だったというわけか。

　エミナはスライムの死し骸がいを皮袋ぶくろに入れた。スライムの体は一度熱を与あたえることで粘ねん着ちやく性が増し、様々な用よう途とに使うことができる。そのため、一匹四〇〇〇マネーで売ることができるんだとか。

　あれだけの手間で宿一いつ泊ぱく二日分のお金が貰えるんだとしたら、緊張感が出るのも無理ないかもな。

　そんなに簡単に倒せるなら、俺が倒して徳ポイントを稼げばよかったなと後こう悔かいしつつ、スマホをチェックした。

「あれ？」

　徳ポイントが１０２から１５２まで増えていた。エミナが倒しても徳が増えた？

　もしかしたら、仲間が倒してもポイントが増えるのか？　これは今後、検証しなくてはいけないが、いい発見だ。

　一回スロットガチャを回すことができるが、ここは我が慢まんする。１０００ポイントを貯ためて十一連ガチャをするために。

　……うん、我慢する。

　いや、でもどうなんだ？　さっき十一連ガチャをしてハズレだらけだった。

　実は単発ガチャのほうがＲが出る確率は高いんじゃないか？

　実戦経験でいえば、十一連ガチャの場合、０/11で、単発ガチャの場合１/５だ。

「じゃあ、行きましょ！」

「ちょっと待て」

　俺はスマホを凝ぎよう視しする。今するべきか、せざるべきか。




　よし、我慢しよう！　今度から！




　スロットガチャを起動させて回した。

【８１１（Ｎ＋）：スキル「三桁けた暗算」】

　……ええと、８１１×８１１＝６５７[image: ]７２１。

　ぱっと答えが出てきた。答えが合っているかはわからないが、きっと合っているんだろうな。

「もう、マワル、置いていくわよ！」

「あぁ……悪い……ところで、エミナ、町は反対方向だぞ」

　エミナの方向音おん痴ちは相当のようだな。恥はずかしいのか、顔を伏ふせて小走りに戻もどってくる彼女を見て、俺はそう思った。




　あの丘おかを越こえると町が見えてくるはずだ。地図を見て再確かく認にんした。

　それと、スロットガチャのアプリを起動して、徳ポイントを確認。

　あの後三匹のスライムと遭そう遇ぐうし、エミナが投げたナイフによって二匹を仕留めた。その結果、徳ポイントが再度１５２ポイントにまで戻っていた。

　魔物を倒すと徳ポイントが上がるようだ。

「さっきから、何をニヤニヤしてるの？　気持ち悪いんだけど」

「ニヤニヤって……」

　まぁ、ニヤニヤしていたのは本当だろうが。スマホってエミナにとっては未知の道具だからな、なんて説明したらいいんだろうか？

　俺がスマホの画面を見ながら思案に暮れていると、エミナが妙みような事を言ってきた。

「手のひらなんて見てそんなに楽しいの？」

　手のひら？　今の俺は誰だれがどう見てもスマホを弄いじっている。スマホの概がい念ねんは知らなくても、手のひらを見ているとは思わないはずだ。

　もしかして──

「なぁ、エミナ。お前、これが見えないのか？」

　俺はスマホをかざす。だが、

「マワルの手なんて別に見たくもないわよ」

　本当にスマホが見えないような言い草だ。

　俺はエミナに見えないように、ビスケット三枚を倉庫から取り出し、手のひらにのせ、その上にスマホをのせた。

「エミナ、ビスケット食べるか？」

「ビスケット？　なにそれ？」

「甘いお菓か子しだよ」

「甘い？　貰っていいの？」

「あぁ、構わんぞ。一枚だけな」

　俺が言うと、エミナは俺の手のひらのスマホに手を伸のばした。彼女の手はスマホを通り抜ぬけて、その向こう側にあるビスケットを摘つまんだ。

　エミナの指が、そしてビスケットがスマホをすり抜けるのを俺はこの目で見た。

（俺以外の人間にはこのスマホは見えないし触さわれないのか？）

　エミナは口にビスケットを一枚放ほうり込み、

「美味おいしい！　こんなに甘いの、果物以外で食べるの初めてだわ！　ねぇ、マワル、もう一枚貰もらっていい？　っていうか貰うわよ！」

「ん？　あぁ、いいぞ。俺も一枚貰うかな」

　そう言ってスマホをポケットにしまいこみ、残ってるはずのビスケットを食べようとし、一枚も残っていないことに気付いた。

　いつの間にかエミナが全部食べていたのだ。

「いつの間に!?」

「ふふん、盗賊の前にお宝をぶら下げておくほうが悪いのよ。ごちそうさあいたたたた──」

　俺はコメカミに怒いかりマークをつけながら、エミナの口を引っ張って抗こう議ぎした。

　結果、エミナからさらに一〇〇マネーを没ぼつ収しゆうすることに成功したのだった。




　　　　※※※




「でっかい壁かべだなぁ」

　町全体を覆おおう、高さ七メートルはあるだろう壁に、俺は思わずそう呟つぶやいていた。

　その言葉を聞き逃のがさず、エミナは不思議そうに俺に尋たずねた。

「そう？　街がい壁へきってこんなものでしょ？　マワルの国は違ちがったの？」

　現代日本では町を壁で覆うなんてなかったからな。ヨーロッパでは普ふ通つうなんだろうが、生あい憎にく、俺は海外に行ったことはない。

「俺の国は岩があまり取れないからな、町の周りに堀ほりを築いていたんだ」

　適当すぎる噓うそを並べたてた。それに対してエミナは納なつ得とくするように頷うなずいた。どうやら噓だとばれていないようだ。

　丘を下っていき、俺たちは正門の前にたどり着いた。

　正門の扉とびらの高さは五メートルあり、どこの巨きよ人じんが通るんだよ、と思ってしまう。

　さらにその上の街壁の上には、見張りの兵もいた。警備は厳重とまではいかなくても、曲くせ者ものは簡単に通らせない雰囲気はある。いや、まぁ曲者は俺の隣となりにいるんだけど。

　と、隣にいる自じ称しよう盗とう賊ぞくのエミナを見て思った。

「守衛さん、こんにちは！　私たち旅人なの！　しばらくこの町にいるので滞たい在ざい許可をください」

　エミナは守衛をしている男にそう声をかけた。

「あぁ、いいよ。一応、犯罪歴と職業だけチェックさせてもらうからね」

「はい、わかりました」

　わかりましたって、お前、盗賊だろ！　そんなのチェックされたらやばいんじゃないか？

「じゃあ、マイカードを出してくれないか？」

「はい、わかりました。『マイカードサモン』！」

　彼女が手を前に出して、そう唱えたら、彼女の手の中に一枚のカードが現れた。

　え？　なにあれ、魔ま法ほう？

　……俺、あんなのできないぞ？

　守衛の男は虫メガネのようなものを使ってそのカードを見て、

「うん、確かに犯罪歴はない。職業欄らんは空白になってると……じゃあ入町税二〇〇〇マネーね」

　と言った。

「はい、ありがとうございます」

　エミナは頭を下げて、銀貨を二枚、守衛さんに渡わたし、返してもらったカードを自分の胸へと押し付ける。すると、カードは胸の中へと入っていった。まるで手品だ。

　そして、次は俺の番になった。

「君も旅人だね。マイカードを出して」

　彼は当然のように俺にもマイカードを要求してくる。

　……そうだ、俺ももうこの世界の住人だ。

　きっとこの世界に住んでいたら、誰でも使える魔法なんだろうな。

「わ、わかりました！　『マイカードサモン』！」

　手に力を込こめて、カードが手の中から出てくるイメージを思い浮うかべ、そう叫さけんだ。

　返事がない、ただの失敗のようだ。

「……えっと、出ません」

　そう言いながら、冷ひや汗あせがダラダラ流れる。これ、不味まずいんじゃないか？　下手したら犯罪者扱あつかいされて投とう獄ごく？　いや、全人類が今のカードを出せるのだとしたら、俺は唯ゆい一いつカードを出せない貴重なサンプルとして実験材料になってしまうのでは？

　最悪な想像が次々と浮かんでは積み重なっていった。

　もしかして、死し刑けい？

　と思っていたら、守衛の男は、

「やれやれ、カードを無くしたのか？　カードの再発行手数料は一〇〇〇マネーだよ。あと、討とう伐ばつ記録はリセットされているからね」

　と、まるでよくあることかのようにそう言って、ポケットから一枚のカードを出して俺の胸に押し付けた。

　すると、カードは服をすり抜け、痛みどころかなんの感かん触しよくもなく俺の胸の中に入っていった。

「はい、もう一度やってみて」

「わかりました。『マイカードサモン』！」

　すると、今度は手のひらからカードが出てきた。

（うぉぉぉ！　カード出てきたっ！）

　はじめての魔法（？）に歓かん喜きした。叫びたいが、流石さすがにそれは怪あやしまれるのでしない。

　だが、カードには何も書かれていない。

　失敗か？　と思ったら、門番の男は虫メガネのようなものでそのカードを見て、

「うん、犯罪歴はなし、職業は空白と。旅人は気楽でいいね。はい、手数料込みで三○○○マネー」

「わかりました」

　エミナから貰った銀貨を三枚渡して俺も無事に町の中に入れた。

　残金は一〇〇マネーにまで減ってしまった。

「ぷぷっ、カードを無くすなんてドジね。ちゃんとカードは出したら入れておきなさい」

「次からはそうするよ」

　マイカードを胸の中に押し込み、俺たちは町の中へと入っていった。

「でも、なんでお前の職業が空欄なんだ？　盗賊じゃないのかよ？　それとも盗賊って職業はないのか？」

　俺がそう尋ねると、エミナは慌あわてて手で俺の口を塞ふさいだ。

「バカ、誰かに聞かれたらどうするのよ。いい？　私は盗賊にはなるけれど、まだ一度も盗賊行こう為いはしていないの。だから盗賊落ちはしていないの！」

　俺は口を塞がれているので頷いて返事した。俺からビスケットを盗ぬすんだことは盗賊行為にはならないのかという疑問は脇わきに置き、つまり、この世界で盗賊とは犯罪を犯おかした人間がレッテルとして貼はられるようなものなんだろうと解かい釈しやくした。

　町の中は多くの人が行き交かう大通り。果物や野菜、肉や魚、パンなどを売る商店。暫しばらくはこの町で暮らすことになるんだが、治安はそれほど悪いようには見えない。

「それで、マワルはこれからどうするの？」

「とりあえず、仕事をしないと今夜寝ねるところもない。できれば住み込み、賄まかない付きで働ける場所を探したいな。どこかいいところ知らないか？」

「そんないい仕事あったら私がしてるわよ。そうだ、職業斡あつ旋せん所じよに行きましょ。私もちょうどそこに用があるから案内するわ」

　やけに親切だな、と思ったら、エミナはちらちらと守衛の方を見ていた。俺が守衛に密告するのを恐おそれたのだろう。

　でも、盗賊が用のある職業斡旋所？

（職業斡旋所って、まさか盗賊ギルドじゃないだろうな？）

　エミナに小声で尋ねてみた。危ない場所には行きたくない。

（違うわよ。そんなギルド聞いたことないし）

　そうか、この世界には盗賊ギルドはないのか。ゲームとかだと結構定番なんだが。そういう裏ギルドって。

　もしかしたらエミナが知らないだけかもしれないが。こいつ、なんちゃって盗賊だし。

　職業斡旋所は冒ぼう険けん者しやと呼ばれる戦いを生なり業わいとした人たちや、それこそハローワークのように仕事を斡旋してもらいたい人が多く集まる町の重要機関だそうで、目立つ場所、しかも町の入り口のすぐ近くにあるらしい。

　大通りを真まっ直すぐ進むとすぐに目的の場所が──見つからなかった。

　三十分大通りを歩いている。なんか、このあたりさっきも通ったような気がするんだが。

「あれ？　こっちだったっけ？　それともあっちだったっけ？　ねぇ、マワル、どっちだっけ？」

　エミナは盛せい大だいに道に迷っていたようだ。普通なら、あれだけ見み栄えを張って案内すると言っていながらいきなり迷子になった彼女にツッコミのひとつやふたつ入れるべきなのだろうが、もうここまで来るとこっちも慣れたものだ。

「なぁ、建物に何か特とく徴ちようはないのか？　赤い屋根だとか、看板があるとか」

「えっと、職業斡旋所はルーペ……ルーペって知ってる？　レンズっていう歪わい曲きよくしたガラスを取り付けた──」

「ルーペくらい知ってるよ。それってここじゃないのか？」

　俺は自分の頭上にある看板を指さした。

　門番の人が持っていた虫メガネと同じものが描えがかれた大きな建物だ。

「それよっ！　よくやったわ、マワル！　私のサインをあげるわ」

「要いらないって言ってるだろ」

「じゃあ盗賊団副団長の地位を」

「気持ちすら要らない。そもそも、ここ三回くらい通り過ぎてるんだが」

　げんなりした口調で俺は言ったものの、まぁ、なんとかたどり着いたわけか。

　三段ある階段を上り、扉を開いた。

　中には十人くらいの先客がいた。

　そのうち三人は壁に貼られたチラシのようなものを見ていた。

【職員募ぼ集しゆう：ポーション作成手伝い。要・調合スキルか素材鑑かん定ていスキル。一日六時間八〇〇〇マネー～。経験者優ゆう遇ぐう】

【アイテム求む：マンドラゴラの根。適正価格の五割増しで買い取りします】

【パーティー募集：十四歳のプリーストの女の子です。同年代の前衛職募集】

【掃そう除じのお手伝いスタッフ募集：墓所の掃除ボランティア募集。現物支給】

【緊きん急きゆう依い頼らい：ゴブリン退治。東の大草原に現れたゴブリンの群れの退治を願う。一匹ぴきにつき一〇〇〇マネー】

　普通の求人情報から、冒険者ギルドの依頼みたいなものまでいろいろあるな。

　うちのワンちゃん探しています、みたいな貼り紙まである。懸けん賞しよう金きんは三万マネーか。

「マワル、仕事を探すならこっちよ！　私が案内してあげるわ！」

　エミナに促うながされ、俺は彼女のいる窓口へと向かった。

　窓口には、一人の女の子が座っていた。小学校低学年くらいの見た目の女の子だ。

　だが、普通の女の子ではない。

　金色の御お団だん子ご髪がみ、赤い眼鏡をしているまでは普ふ通つうの女の子だ。だが、耳が普通と違ちがった。

　耳の上が尖とがっていた。髪型を見ると、わざと耳を目立つようにしている節がある。

「いらっしゃいませ。本日はどのような御ご用ようでしょうか？」

「えっと……なんで子供が？」

「私は見ての通りエルフですから、これでもお客様より年上だと思いますよ」

　思わず呟つぶやいてしまったが、彼女は怒おこる様子もなく、自分の耳をアピールしてきた。あ……そっか、ここは異世界だからそういうこともあるんだった。小学生の職業体験じゃなくてほっとした。

　エルフというのは、俺の世界でもよく聞く種族だ。数百年生きるとか、不老不死だとか言われている。見た目と実際の年ねん齢れいは異なるのだろう。

「暫くこの町に住むことにしたので仕事を探しにきたんです。あと、魔ま物ものの討伐報ほう酬しゆうを受け取りたいです」

　猫ねこを被かぶったエミナはそう言い、手を前に出して、「マイカードサモン」と言った。彼女の手の中にマイカードが現れる。

「では確かく認にんしますね」

　彼女はそう言ってマイカードを何かカードリーダーのような機械に入れた。

「まず、討伐報酬ですが、ブルースライム七匹ひき、ビッグピッグ二匹ですね。素材の買い取りは必要ないですか？」

「はい、売るところは決めているので」

「そうですか。では、報酬は締しめて一三〇〇マネーになります」

　そう言って受付の女の子がエミナに渡わたしたのは、銀貨一枚と銅貨三枚だった。

「では、ステータスを確認しますね」

　と言ってエミナのステータスを見る。どんなステータスなんだ？

「これは凄すごいですね！　器用さがＳランクです。他のステータスも平均以上ですし、スキルもとても多いですね開かい錠じよう、索さく敵てき、忍しのび足、投とう擲てき、縄なわ術、罠わな解除、結界破は壊かい。斥せつ候こうやトレジャーハンター向きですね。あとは盗とう賊ぞくにも向いていますが、盗賊にはならないでくださいね」

　俺は受付の女の子に言ってやりたい。こんな方向音おん痴ちの女を迷めい宮きゆうや秘境などに置いたら、間違いなく二度と生きて帰れないぞと。

「いえ、暫く危険なことはするつもりはないので、町の中でできる仕事にしてほしいです」

「それでしたら、細工職人が現在職員を募集しています。研修期間中の日当は八〇〇〇マネー、研修終しゆう了りよう後九〇〇〇マネー。細工スキル保有者ならスキル手当が付きますが、エミナ様の器用さでしたらスキルが無くてもすぐに昇しよう給きゆうなさると思います。何しろＳランクの器用さの持ち主ですから」

「じゃあ、それでお願いします」

　エミナはニコっと笑ってマイカードを返してもらった。

　本当に盗賊としてではなく普通に働くようだ。

　次は俺の番か。

「俺も彼女と同じで就職をお願いします。マイカードサモン！」

　今度はちゃんとマイカードが現れた。受付のお姉さんは、流れ作業のようにカードを受け取り、それをカードリーダーのような機械に差し込んだ。

「……あぁ」

　何故なぜか憐あわれみの視線でこちらを見てきた。

「器用さがＦで残り全すべてＧですか……これだと戦いは無理ですね」

　Ｆ？　Ｇ？　何それ？

　なんて思わない。ゲーマーな俺にはある程度予想はつく。だが、予想したくない。

　それでも説明を聞いてみると、なんでもステータスには大きくＳＳからＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇとランク分けされている。

　ＳＳランクは神クラス。Ｓは超ちよう人じん、Ａ、Ｂはエリート、Ｃ、Ｄは玄人くろうと、Ｅ、Ｆが一いつ般ぱん人じんレベルで、Ｇはそれより劣おとるというランク分けだそうだ。

　ステータスには、体力、魔力、筋力、知力、反射速度、器用さの五種類があるそうだ。

　つまり器用さが一般人レベルでその他はへっぽこだということか。

　泣けてくる。

「あはははは、え？　マワルって器用さ以外全部Ｇなの？　うそ、本当に？　よく今まで生きてこれたわね」

　エミナがお腹なかを抱かかえて笑っている。悔くやしいが一度死んでいるだけに何も言い返せない。

「でも、スキルの数はそこそこ……あ」

　スキルの数の多さで彼女は俺のことをフォローしようとしたのだろう。だが……

「芋いもの皮かわ剝むき、雑ぞう巾きんがけ……それに、土下座補正＋……こんなスキルはじめてみました」

　すみません、バカなスキルばかりで本当にすみません。

「あ、この三桁けた暗算のスキルなら簡単な会計ならできるかしら……」

「低賃金でも構わないので、住み込みで賄いが出るお店の中で条件のいい店をお願いします」

　役に立たないと思っていた三桁暗算スキルも就職には役立つようだ。日本でいうところの英検一級くらいの価値はあるのかもしれない。

「その条件でしたら、うちで働きませんか？」

「職業斡旋所で？」

「はい、午後四時から翌日の午前一時まで、斡旋所に併へい設せつされた酒場で下ごしらえの業務を。給きゆう与よは日当で九〇〇〇マネー、賄いも出ますし、宿は冒険者用の仮か眠みん室に空きがありますから、そこを無料で使えるように手配できると思います」

　おぉ、思ったよりも好待たい遇ぐうの仕事きた！

　二つ返事で頭を下げると、

「それでは、所長に確認を取ってきますから、少々お待ちください」

　受付のエルフ耳の彼女はそう言って去っていった。その姿はどこからどう見ても小学校低学年の女の子だが、その背中はとても頼たのもしい。そして、俺は横にまだいたエミナに勝ち誇ほこった目で言った。

「エミナ、お前の日当は八〇〇〇マネーだったよな。それでよく俺のことを笑えたな」

「何それ、いきなり勝ったつもり？　ステータスオールＧのくせに。私だって研修が終われば九〇〇〇マネーよ！」

「オールＧじゃねぇ！　器用さはＦあるわ」

「私なんて器用さはＳよ。エリートの血筋よ。反射速度もＢだし、力だってＣはあるわ。夜道に気を付けることね。後ろからひざかっくんされても知らないわよ」

「忍び足スキルの無む駄だ遣づかい半はん端ぱないな！」

「それだけじゃないわ。私にかかればマワルがゴミ出しのために部屋を出たその隙すきに、家に鍵かぎを掛かけてあげるわ！」

「ゴミ出しをするために俺は鍵を持って家を出ないといけないのかっ！　そんなことをするのなら、俺はお前が盗賊だって世間にバラすぞ」

「卑ひ怯きようよ！　そんなことをするって言うのなら、マワルの財さい布ふから毎日一マネーだけを抜ぬき取ってやるわ。気付かれないようにね」

「技術が高度すぎるのに、やることがせこすぎるだろ！」

　俺とエミナが言い争っていると、受付嬢じようさんが戻もどってきた。

「すみません、お待たせしました、マワルさん。所長の許可が出ました。とりあえず研修期間は七五〇〇マネー、それが終われば九〇〇〇マネーになるそうです。わからないことがあったら……あの、どうかしました？」

　エミナが俺をニヤニヤと笑って見てきた。

「研修七五〇〇マネーの下したっ端ぱ料理人風ふ情ぜいが、偉えらそうなことを言ってくれたわね。ふふん」

　俺は拳こぶしを握にぎりしめながらもこうべを垂れた。




　エミナは地図を受け取り、働くために工こう房ぼうに向かった。初めてこの世界で出会った人間だったが、別れてしまえばどうということはない。まぁ、あいつも仕事に慣れたら酒場に顔を出すって言っていたし、永久の別れというわけでもないだろう。

　俺は、受付のエルフの女の子──アロエさんに案内してもらうことになった。

　冒ぼう険けん者しや用の仮眠室は、斡あつ旋せん所じよの裏にある三階建てとこの町でも高層といってもいい構造の建物だった。

　なんでも、ここに六十部屋あり、現在五十部屋が埋うまっているのだとか。ちなみに、利用料は本来なら一いつ泊ぱく五〇〇マネーと激安だ。

　この建物の一階の一番奥が俺の部屋だと言われた。廊ろう下かを挟はさんで左右に広がるのは壁かべではなく、左右十ずつある扉とびら。

　宿泊費は無料でいいと言われたが、部屋の中は畳たたみを二枚縦に並べた程度の細長い、ウナギの寝ね床どこのような部屋にそまつなベッドがあるだけの、本当に寝ねるためにのみ存在するような部屋だ。馬小屋で寝ることなどと比べたらまだマシだろうが、壁もかなり薄うすいらしく、隣となりの部屋からいびきが聞こえてきた。

　こんな狭せまい部屋だと私物もほとんど置けないな。体の大きな人など、横向きにならないと寝られないのではないだろうか？

　天てん井じようもそんなに高くないし。ともかく、ここでは気は休まらない。

　その後、俺とアロエさんは食事と俺の料理の腕うでを見るために、斡旋所の横の酒場へと向かった。

　営業は夕方からだが、下ごしらえはそろそろ始める時間らしい。

　酒場の裏口から入ると、茶色い髪の恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんが掃そう除じをしていた。

「おや、アロエ。その子が例の新人かい？」

「ええ、マワルくんっていいます。ほら、マワルくん」

　挨あい拶さつを促うながされて俺は頭を下げた。

「マワルと申します。本日からここに配属されて働くことに──」

「あぁ、そう堅かた苦くるしい挨拶は必要ないよ。それより、芋の皮剝きスキルを持っているんだよね？　まずは手を洗ってそこの芋の皮を剝いておくれ」

　そう言って、おばちゃんはバケツいっぱいのジャガイモを指さして俺に言った。

「あぁ、それと制服だけどね。本当は斡旋所の職員は全員同じ制服なんだけど、生あい憎にく予備がなくてね、悪いけど、マワルは去年の制服を着てくれるかい？　アロエ、持ってきてやんな。彼ならＭサイズでいけるだろ」

「わかりました」

　アロエさんは恭うやうやしくおばちゃんに頭を下げて、予備の制服をとりにいった。

　その間に、俺は井い戸どから桶おけに水を汲くんできて、そこで手と一いつ緒しよに芋を洗う。

「マワルくん、着き替がえを──」

「しっ、黙だまって見ていな」

　アロエさんとおばちゃんの声が聞こえたが、俺は集中し、手を動かした。

　僅わずか五分。三十個の芋を五分で綺き麗れいに剝き終えた。一個あたり十秒の早はや業わざだ。

　一個につき十秒という早業に自分でも驚おどろきを隠かくせない。

　これが芋の皮剝きスキルか。しかも皮は透すき通るように薄く、芽の部分などは丁てい寧ねいにえぐり取られている。

　土下座の時はいまいち効果がわからなかったし、暗算能力も答えが合っているのかどうかわからなかったが、これはたしかに凄い。これがスキルの力なのか。

「……いいね、中々の手て際ぎわだよ。じゃあ、マワル、悪いけど次は、アロエの持ってきた制服に着替えて、これを持って休きゆう憩けいと買い出しに行っておいで？　市場は酒場の裏口を出て西に真まっ直すぐいけばつくからね。四時の鐘かねが鳴るまでには帰ってくるんだよ」

「わかりました。何を買えばいいですか？」

　俺は買ってくる物のリストを書いたメモを貰もらい、銀貨と銅貨の詰つまった皮袋ぶくろと、荷物を入れるための布の買い物袋を受け取った。




　アロエさんから受け取った制服は、青と白を基調とした服だった。学生服に近いかな。

　町の中は、中世ヨーロッパをイメージしているみたいだ。

　途と中ちゆうで公園らしい広場があったので、木こ陰かげに座って休憩をすることにした。

　少し気になったのはこの通話だ。

　最初に見た時、つい出来心でスロットガチャばかりに注目してしまったが、電話ができるなら、せめて両親に無事を伝えたい。

　いや、地球では死んだことになっているんだろうが、それでも事情を説明してわかってもらおう。

　そう思い、通話アプリを起動したら──まず、ダイヤルを押す項こう目もくがなかった。

　電話帳も全部消えていた。

　そして、代わりに一件、登録した覚えのないあの人の名前が登録されていた。

　ちょっと迷ったが、まぁあの人なら問題ないだろうとその人に電話をかけた。

　呼び出し音が三度鳴ったのち、電話が繫つながった。

『すみませんすみません、お待たせしてすみません』

　呼び出し音と同じ回数だけ謝罪をしたセリーア様と繫がった。まぁ、彼女が謝るのは彼女のアイデンティティーみたいなものだから、それは放ほうっておくことにした。

「こちらこそすみません、急に電話して。ちょっとセリーア様に直接聞きたいことがあったんですが、えっと、俺の送ったメール届きました？」

『は、はい、届きました。返信せずにすみません、迷めい惑わくかと思って』

「いや、迷惑だなんてことは全然ないんですけどね。それよりありがとうございます、結構こっちの生活も楽しめそうです」

『そうですか。それはよかったです』

　電話の向こうから、安あん堵どの吐と息いきが聞こえた。

「ところで、なんで魔ま物ものを倒たおすと徳が貰えるんですか？」

『そうですね、その世界において魔物とは世界の理ことわりを崩くずすものです。魔物は生きているだけで瘴しよう気きを出し、植物や、時には天候にまで悪あく影えい響きようを及およぼします。ですから、そちらの世界でも多くの国が冒険者を雇やとって魔物を退治してもらい、報ほう酬しゆうを渡わたしているくらいです』

　謝罪魔のセリーア様にしては、魔物に対しては偉い辛しん辣らつな言い方だな。てっきり、セリーア様の性格なら「魔物だって生きているんです。みんなみんな友達なんです」と言い出すかと思ったのだが。

　そういえば、エミナも魔物退治の報酬を受け取っていたな。

　セリーア様はさらに魔物の悪口を続けた後、

『そもそも、魔物を作ったのは邪じや神しんですからね……あ、すみません、愚ぐ痴ちばっかり言ってしまって』

　やっぱり謝ったな。邪神ってのもいるのか。ううん、できることならお近付きになりたくない相手だ。

　とその時、電話の向こうで呼び鈴りんのような音が聞こえた。

『セリーア、いるんでしょ！　出てきなさい！　セリーアっ！』

『あぁ、すみません、すみません！　すぐに出ます！　マワルさん、すみません、先せん輩ぱいが来たのでこれで失礼します』

　電話が一方的に切られた。

　女め神がみ様も忙いそがしいようだ。女神様にも先輩がいたのか。

　まぁ、気になっていたことが聞けたからよしとするか。次はスロットガチャを起動させて徳ポイントを確かく認にんする。１５２ポイントのままだ。やはり積極的に動いていかないとポイントは増えないのか。やれやれ、困ったな。これじゃあいつになったら十一連ガチャができることやら。そう思いながらスロットガチャを回す。

　え？　十一連ガチャが回せるのまで待たないのかって？

　ははは、こんなの普ふ通つうにやっても簡単にポイントを稼かせげないだろ。それなら、まずは単発ガチャで頑がん張ばって戦せん闘とう系スキルを手に入れて魔物を狩かりにいくか、もしくは金になるスキルを手に入れて、冒険者を雇って一緒に魔物狩りをしてもらったほうが効率的だ。

【０３６（Ｎ）：紙皿百枚】

　うーん、ハズレか。あ、でもちょうど小こ腹ばらも空すいていたし、いいか。

　俺は紙皿一枚と、爪つま楊よう枝じ一本を取り出し、さらにたこ焼き一人前を取り出した。

　紙皿の上にたこ焼きが現れる。

「うん、旨うまそうだ」

　ソースの香かおりが鼻び腔こうを擽くすぐる。あったかいため、たこ焼きの上にのっているかつお節が踊おどっている。

　爪楊枝を突つき刺さして持ち上げ、一口齧かじるように食べた。外はサクサク、中はふんわり。齧った断面から茹ゆでダコの大きな身が見えている。

　思わずはふはふしながら食べ続けた。旨い、これは絶品だ。

　そう思っていたら、四歳くらいの男の子が指を咥くわえてこっちを見ていた。きっとたこ焼きの匂においにつられてやってきたのだろう。

「食べるか？」

　俺が笑え顔がおで尋たずねると、子供は目を輝かがやかせて近付いてきた。

「熱いから気を付けろよ」

　エミナに言ったのと同じ注意をする。子供はちゃんと、ふぅふぅと冷ましてからたこ焼きを食べ始めた。

「うまいか？」

　俺の問いに、子供は、俺と同じようにはふはふさせながら頷うなずいた。たこ焼きの力は全世界共通のようだ。

「うん。ねえ、お兄ちゃん、僕の兄ちゃんや弟たちにもあげていい？」

「兄弟がいるのか。そうだな、用意してやるから呼んでこい。まだまだたくさんあるからな」

　どうせ一年二カ月分も食いきれないしな。

　紙皿を九枚取り出し、そこにたこ焼きを並べていく。

　……やべ、ちょっと多すぎたか。と思ったら、先さき程ほどの子供が帰ってきた。三十人以上も子供を連れて。

　子だくさん!?　いや、あの子、普通に友達まで連れてきたようだ。

　俺はちょっと待ってろ、と子供たちに隠れるように倉庫から紙皿と爪楊枝を出して、次々とそこにたこ焼きを出していき、配っていった。

　子供たちの喜ぶ声が聞こえてくる。

　ふぅ……たこ焼き屋をやったほうが儲もうかるんじゃないか？

　これじゃただ働き、ボランティアだ……ん？　ボランティア？

　俺はふと疑問に思い、スマホを確認した。

　徳ポイントが一気に６００ポイントまで増えている。そういえば、エミナにたこ焼きを食わせてもポイントが増えたよな。

　徳ポイント一覧で確認すると、【無む償しようで空腹の人に食事を与あたえる：10Ｐｔ～】とあった。

　これか！　これでポイントが増えてるのか？　エミナの場合は対価を貰ったのだが……あぁ、あれはあくまでも礼で、お金目当てじゃなかったからＯＫだったのだろうな。

「俺たちももらっていいのか？」

「良い匂いさせておいて、まさか子供だけとは言わないよな」

　うん、いい具合に腹を空かせたいかつい男達が集まってきたな。

「勿もち論ろんだ。食ってくれ食ってくれ」

　俺は笑顔で男達にもたこ焼きを配っていく。冒ぼう険けん者しやが混じったため、遠巻きに見ていた大人たちも並び出した。

　これは凄すごい！　ポイントが続々と貯たまっていく！　これだけ集まれば、十一連ガチャを回すこともできるだろう。

「あんたで最後だな」

　ちょうど紙皿と爪楊枝もなくなった。ポイントは９８８ポイント。目標に届くかは微び妙みようだった。空腹でない人間も混じっていたのだろう。

　とスマホの画面から目を離はなし、前を向いて、その最後の客を見た。

「……何してるんだ？　エミナ」

　その最後の客は、涙なみだを流すエミナだった。

「……マワルゥゥ、道に迷って工こう房ぼうに行けないのよぉぉ」

「あぁ、そうか……まぁたこ焼きでも食え。後で案内してやるから」

　涙を流す彼女にたこ焼きを渡した。ポイントが１００１に増えた。そうか、お腹空いてたんだな。さっきたこ焼き食ったばかりだろうに。

　でも、エミナがここにいてくれてよかったよ。あのままだったら残り12ポイントが貯まらずにもんもんとするところだった。

　ということで、二度目の十一連ガチャ起動……とその前に、瞳ひとみを閉じ、空を仰あおいで手を合わせる。

　どうかＳＲ以上出てくれ！

　スロットマシンが十一個出現し、回転を始めた。

　ってあれ？　一台赤いスロットマシンが出現している。七台目のスロットマシンだ。

　これは……もしや……ドラムが回転を停止していく。

　ハズレが続く中、五台目のスロットマシンが停止した。

【９２１（Ｒ）：魔法の水差し】

　ん？　おぉ、これは何かいいアイテムなんだろう。スキルではなさそうだ。そして、七台目、赤いスロットマシンが止まった。

【９４０（Ｒ）：魔法「ファイヤ」】

　おぉぉぉっ！　おそらく赤いスロットマシンはＲ以上確定なのだろう。そして、ついに手に入れた！　炎ほのお魔法を。

　あとはハズレが続いた。

　最後に、今回のガチャ結果一覧が表示される。




【２９３（Ｎ）：デッキブラシ】

【２９５（Ｎ）：バケツ】

【３２１（Ｎ）：醬しよう油ゆ一リットル】

【３９７（Ｎ）：トマト十個】

【３９９（Ｎ）：乾かん電でん池ち（単三）十本】

【５３４（Ｎ＋）：銀の欠片かけら】

【５９５（Ｎ＋）：聖水三本】

【６７１（Ｎ＋）：スキル「逆立ち補正」】

【８４７（Ｎ＋）：スキル「肩かたたたき」】

【９２１（Ｒ）：魔法の水差し】

【９４０（Ｒ）：魔法「ファイヤ」】




　今回はいいんじゃないだろうか？

　まぁ、意味のわからないものもあるにはあるのでそれに対しては内心ツッコミを入れておく。

　乾電池なんて何に使うんだよ、電気製品なんて持ってないよ！　それと、肩たたきのスキルなんてあるのかよ！　てか逆立ち補正といい、本当にＮ＋のスキルは要いらないものが多いな。

　でも、それを脇わきに置いても、この結果は少し嬉うれしい。何より、魔法を覚えた訳で、俺も今日から魔ま術じゆつ師しの仲間入りだ。

「マワル、さっきから何を興奮してるの？　もしかしてお金でも拾ったの？　いくら？」

　爪楊枝を器用に使ってたこ焼きを食べながら、エミナは俺に猫ねこババの罪を被かぶせてきた。

「エミナ。言っても信じないかもしれないが、俺はたった今、火魔法を習得したんだ」

　俺が言うと、エミナは半眼で見た後、同情的な瞳で俺の肩を叩たたいた。

「マワル……現実を見たほうがいいわよ。いい？　魔法ってね、ものすごく修しゆ行ぎようをしないと覚えられないんだから。しかも魔ま力りよくＧのマワルなんかじゃ魔法なんて覚えられるわけないでしょ」

「全く信じていないな。本当だよ！」

「本当に覚えたのなら、あそこの岩に使ってみなさいよ。できるものならね」

「危険じゃないか？」

「マワル、魔力もＧランクでしょ？　本当にそんな魔法が使えたとしても小石も砕くだけないわよ」

「そういうものか。どれ……」

　俺は手に意識を集中する。

　スキルの使い方は、土下座補正のおかげでだいぶ理解している。

　まずはスキル名、いや、この場合は魔法名を頭に思い浮うかべた。手に温かい何かが集まってくるような気がした。いける、これが魔法の力だ。

「俺の隠かくされた力よ、今こそ目覚め、岩にせめて傷くらい作れ！　『ファイヤ』！」

　必要のない詠えい唱しようとともに、魔法名を叫さけんだ──すると、手のひらから炎ほのおが出現し、岩の方向に飛んでいく。

　秒速十センチくらいのスピードで……ピンポン玉くらいの炎だ。

「あはははははは、なにそれ、本当に炎の魔法？　流石さすがはＧランクね！」

　大爆ばく笑しようしたエミナ。たしかに自分でも情けない。

　その時、風が吹ふいた。風にのって火の球はあらぬ方向に飛んでいき、見事にエミナの最後のたこ焼きに直ちよく撃げきした。

「きゃぁぁぁぁ、私の、私の最後のたこ焼きが、たこ焼き焼きになっちゃう、焦こげちゃう！」

　なるほど、たこ焼きを燃やすくらいの力はあるのか。だが、まさか微び風ふうに負けるとは。

　これはライター代わりにしか使えないな。それに、魔法って疲つかれるんだな。疲ひ労ろう感が体を駆かけ巡めぐる。

　さて、じゃあ休きゆう憩けいはこの程度にして、市場に行って帰るか。買い物は……とりあえず、チーズのオーブン焼きでも作るか。俺の自じ慢まん料理だし。

「さて、市場に行くか。今何時だ？」

「さっき三時の鐘かねが鳴ってたから、三時五分くらいじゃないかしら？　それより、ほかに言うことないのかしら？」

「ん？　あぁ、そうだった。ほら、魔法使えただろ！　疑ったこと謝れ！」

「謝るのはマワルでしょ！　見てよ、私の舌、燃えてるたこ焼き食べたせいで真っ赤に焼けちゃったじゃない」

　エミナはそう言って、小さな舌をべっと出す。燃えたたこ焼きを焦げる前に食べたのか……バカだろ。

「あのたこ焼きはもともと俺のものだ。それに舌はもともと赤い。火傷やけどの痕あとなんてわからないよ……」

　そう言ったが、さすがにちょっと可か哀わいそうだな。スマホを操作してポーションを取り出した。薬くすり瓶びんに入った液体、よく冷えていて飲みやすそうだ。

「ほら、これでも飲んでろ」

「ナニコレ？」

「ポーションだ。要らないなら別にい──」

　俺がひっこめようとしたら、いつの間にか手からポーションがなくなっていた。

　ビスケットの時も思ったが、器用さＳの腕うでは相当だ。いつ奪うばわれたのか全く気付かなかった。

「ぷはぁ、ポーション飲むの二回目だけど、こんなに美味おいしかったっけ？」

「女め神がみ様から授さずかった大切なポーションだからな」

「見て、舌が綺き麗れいに治ってるわ」

　そう言って、エミナはもう一度舌をぺろっと出すが、違ちがいはわからない。

「じゃあ、俺は市場に行くから、お前も達者で生きろよ」

「待って、私も行くから、本当に待って。もうひとりは嫌いやなの！　待ってよ、マワルゥゥゥ！」

　エミナは紙皿をふたつに折りたたんで鞄かばんの中に入れて俺を追いかけてきた。

　市場ではチーズや肉、川魚など様々な食材が売られていた。

　メモに書かれていたのはチーズとトマトか。とりあえず、五〇〇マネー分のチーズを買うことにした。大きな銅貨五枚を渡わたす。一枚一〇〇マネーだ。

「えっと、分銅一個で七四マネーだから……」とチーズ屋の主人が計算に戸と惑まどっていたので、「じゃあ分銅六個分で四四四マネーだから五六マネーのお釣つりですね」と暗算で即そく答とうした。三桁けた暗算の効果だな。……四四四マネーか……これがスロットガチャなら大当たりのＳＲ＋だったのに。とため息をつきながら、小さい銅貨五枚と鉄貨六枚を受け取った。鉄の貨か幣へいは錆さびだらけでボロボロだった。さらに複数の食材を購こう入にゆうしていく。

　トマトが売り切れていたので、エミナに隠れるように、スマホを操作し、倉庫からトマトを十個取り出し、買い物袋の中に入れて、エミナに持ってもらうことにした。「トマトなんていつの間に買ったのよ？」と尋たずねられたので、「お前が道に迷ってる間だよ」と言うと、「市場ではまだ迷ってないわよっ！」と怒おこって言った。まだって、ことは、これから迷う気満々じゃないか。

「ところで、エミナって、邪じや神しんって知ってるか？」

「そんなの常識よ……え？　マワル、邪神を知らないの？　ぷぷっ、本当に？　そんなの子供でも知ってるわよ」

　急に勝ち誇ほこった顔をしやがったな。道案内するのをやめてやろうか。

「邪神っていうのはね、この世界に悪い影えい響きようを与あたえる神様のことよ。魔物が凶きよう暴ぼう化するのも、作物が育たないのも、南のヘロイヤ平原が一夜にして砂さ漠ばくに変わったのも全部邪神のせいだって言われているの。たぶん、私が道に迷いやすいのも邪神のせいね」

「方向音おん痴ちを邪神のせいにしたから、邪神が相当しょぼく感じられたぞ」

「しょぼくないわよ。邪神は世界中の魔物から力を得ていると言われている強大な存在なの。だから冒ぼう険けん者しやは魔物を倒たおして邪神の力を削そいでいるの。その邪神が再び封ふう印いんされたとき、女神セリーアが復活するというのが女神教会の教えね」

「セリーア様が!?」

「あくまでも迷信よ。千年以上も前に勇者テイルーンが女神セリーアの導きによってこの世界に降り立ち、邪神を封印した時、女神が現れて世界に神の奇き跡せきをもたらしたと言い伝えられているわ」

　女神が遣つかわした勇者によって邪神が封印されたのか。

「なぁ、その勇者テイルーンってどんな奴やつなんだ？」

「伝承によると黒くろ髪かみの若い男性で、不思議な力を持っていたって言われているけど、詳くわしくは知らないわね」

　……それってつまり俺と同じ境きよう遇ぐうじゃないのか？

　俺もセリーア様からスロットガチャという不思議な力を貰もらった。

　そして、スロットガチャによってスキルを手に入れることができる。

　何年も修行をしないと覚えられないという炎魔法も威い力りよくこそゴミだが、簡単に覚えることができた。

　つまり、俺こそが勇者？　邪神を倒す勇者なのか？　もしもさらにチート級のスキルを手に入れた暁あかつきには、邪神討とう伐ばつに本気で乗り出そう。正直思ってたんだよな。スロットガチャをするにも、何か目標が欲ほしいなって。ただスキルを覚えるだけではなく、勇者になる。うん、悪くない。

　いや、これはもう決まりだ。

　俺は勇者としてこの世界に召しよう喚かんされたのだ。

「マワル、どうしたの？　またニヤニヤ笑って気持ち悪いわよ」

「いや、なんでもないよ」

　俺はそう言いながらも、そういえば最初に出会った魔物がスライムだなんて、勇者と同じじゃないか。それにしても、セリーア様ってこの世界では知名度が高い、本当の女神様だったんだな。地球では全く聞いたことのない名前だったけど。

　今度電話で話す時は、もう少し敬意を持って話さないといけないな、と思いながら、俺は酒場の裏口から入った。

「ただいま帰りました」

「おや、早かったね」

「あ……マワルくん、おかえりなさい」

　おばちゃんとアロエさんが俺を出で迎むかえてくれた。そして、アロエさんが俺に質問をした。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかしら？」

「はい、なんですか？」

　俺は買ってきた食材を適当な場所に置き、尋ねた。

「この一時間、斡あつ旋せん所じよにいつもよりお客様が多かったんだけどね」

「へぇ、千せん客きやく万ばん来らいですね。いいことじゃないですか」

「そうよね。それでね、ほとんどのお客様が口々に言うのよ。近くの公園で、うちの職員の制服を着た若い男の人が、とても美味おいしい料理を配っていたそうなんだけど、もうないのか？　どこに行けば買えるんだって？」

「へ……へぇ」

「別に食べ物を配ることは悪いことじゃないんだけどね、たとえば斡旋所の職員の制服を着て、無断でそういうことをされると困るのよ……で、マワルくん、私に何か言いたいことはある？」

「すみません、次からはちゃんと許可を貰ってからにします」

「反省をしているならよろしい。ところで、マワルくん。参考までにどんな料理なのか、教えてもらっていいかしら？」

「私も気になるねぇ。マワル、その料理はここで作れるかい？」

　あぁ、説教が目的ではなく、その料理を食べることが目的だったのか。爪つま楊よう枝じと紙皿はもうないけど、たこ焼きそのものはまだ一年分以上残っているから、提供を渋しぶるつもりはない。

「あぁ、じゃあちょっと用意してきますね」

　たこ焼き二人前を酒場にある陶とう器きのお皿に盛りつけ、アロエさんとおばちゃんに運んだ。

　二人はさっそくたこ焼きを、フォークを使って食べた。

「はふはふ、確かにとても──あつっ、とても美味しいわね。ちょっと熱いけど」

「熱いのがいいんじゃないかい？　うん、これは酒にも合うね！　最高だよ」

　おばちゃんは笑え顔がおで俺に親指を立ててグッドのサインを送った。

　いや、これ、俺が作った料理じゃなくて、ただ倉庫から出しただけなんだけど。

　本当にこれでいいのかな？

「どうしたんだい、マワル。浮うかない顔して。合格だよ。今から徹てつ底てい的に酒場のメニュー全部の作り方を仕込んでやるから覚かく悟ごしな」

「ありがとうございます。あ、でもその前に、エミナが迷子になっていたんでこれから細工師の工こう房ぼうに連れていきますね」

「え？　迷子に？　工房までは一本道のはずだけど」

「ええ、それでも迷う人間はいるんですよ。不思議なことに」

　俺がそう説明すると、アロエさんは神しん妙みような顔をして、俺たち──主にエミナに対して言った。

「困ったわね……細工師の職員の業務には配達業務もあるんだけど、そこまで道に迷いやすいのなら、流石さすがに任せることはできないわ。鍛冶かじのスキルも持っていないし、働くことになってもすぐにクビになるわよ、きっと。そもそも、工房の裏手の、素材を買うために通る必要がある職人街の道なんて複雑で普ふ通つうの人でも迷っちゃう場所なのよ」

「え!?　ちょっと待って、面接する前から私クビなの!?」

「面接もしていないなら、クビ以前の問題だろ」

「そんなぁぁぁ、なんとか、なんとかなりませんか」

　俺が的確な指し摘てきをすると、エミナは涙なみだ目めでなんとかならないかとアロエさんに相談をはじめた。だが、思わぬ助け船を出したのは、おばちゃんだった。

「とりあえず、今日はここで給きゆう仕じ係の仕事でもしてもらって、今夜は冒険者用の仮か眠みん室で寝ねたらどうだい？　勿もち論ろん、今日の分の給料と賄まかないも出してあげるし、明日には方向音痴でもできる仕事がないか探してもらいな」

「……お願いします。ありがとうございます」

　夕方から開店時間までおばちゃんから料理の作り方を教わった。

　営業時間ぎりぎりまで料理を作り、その後皿洗いなどをして俺の仕事は終わった。

　これで日当七五〇〇マネーは少し安い気がするが、思わぬ副産物があった。それがたこ焼きだ。たこ焼きが正式に酒場のメニューに決まった。売り値五〇〇マネー。俺しか作り方を知らないということで、俺が独自に材料を買い揃そろえ、独自に作る──という設定になった。そのため、一人前売れるごとに、二〇〇マネーが俺に入ってくる。

　仕事中は徳ポイントが全然増えなかったので、閉店後、サービス残業で居残りし、酒場と斡旋所の掃そう除じを自主的に行わせてもらった。無む償しようでの清せい掃そう活動は１Ｐｔ～/三分だった。雑ぞう巾きんがけスキルのおかげで掃除がかなり捗はかどり一時間で40ポイントも増えた。

　ちなみに、エミナにも掃除を手伝わせた。ひとりで帰らせたら間ま違ちがいなく道に迷うからだ。そのため、宿に戻もどった時は二時になってしまった。

「なんで私まで手伝わないといけないのよ」

「お前は手先が器用だからな。掃除の腕うでを見込んであわよくば正社員として雇やとってもらえるようにしようと思ったんだよ。ウェイトレスとしてな」

「え？　マワル、私のことそこまで考えてくれていたの？」

「当たり前だろ。袖そで触ふりあうも他た生しようの縁えん、俺の国の言葉だ」

「東の国の言葉？　うん、よくわからないけどいい言葉ね！」

　うん、意味がわからなかったらいい言葉かどうかわからないだろうに。

　でも、こいつと一いつ緒しよにいていいことはある。

「帰りはちゃんと部屋まで案内してやるからな」

　なぜなら、こいつは絶対的な迷子体質！　つまり、こいつを道案内するだけで徳ポイントが手に入るからな。

　他の徳ポイントを手に入れる手段が見つかるまでは手元に置いておいて損はないだろう。

　三桁暗算を使い、エミナと一緒に行動することによって手に入る徳ポイントを計算していく。

　俺が頭の中で暗算をしていると、後ろを歩いていたエミナが俺の袖を摑つかんだ。

　それに思わず振ふり向くと、エミナは俺に笑いかけてこう言った。

「マワル……ありがとうね」

　思いもしなかったエミナの言葉に、俺は目を丸くし、少し言葉に詰つまった。

「……お、おぅ、気にするな」

　素っ気なくしているつもりだけど、その感謝の言葉に、罪悪感がチクチクと俺の胸を突つき刺さしてきた。僅わずかに良心が痛む。

　一いつ瞬しゆん、エミナのことを、普通の可愛い女の子だと思ってしまったのは、不徳の致いたすところだ。不徳だからって、徳ポイントが減らないように祈いのっておこう。

「道案内くらいならいつでもしてやるよ」

　この時の言葉は、決して徳ポイントが目当てではないと思った。








第二回転「なんちゃってプリーストとの墓場掃そう除じ」









　翌朝、五時前に起きて前の通りを、箒ほうきで掃除をしていた。前を通る人に「お出かけですか？」と言うおじさんの気分だが、掃除は日本にいたころから嫌きらいではない、むしろ好きな方だったので、苦痛ではない。徳ポイントも微び妙みようにだが増えている。あと、掃除をしていて気付いたことだが、綺き麗れいになった場所をさらに掃除しても徳ポイントはほとんど増えない。睡すい眠みん時間が三時間しか取れていないので、欠伸あくびがとまらない。

　ちなみに、一日一度無料のガチャを回したが、

【１９２（Ｎ）：魔ま王おう殺し】

　え？　何か凄すごいものが出た。もしかして、剣けんか？　魔王を倒たおせる特別な剣なのか？　今の俺に扱あつかえるのか？

　倉庫から出してみることにした。

　……ガラス瓶びんに入った透とう明めいの液体。なんとなくわかった。これは……お酒だ。

　たぶん、アルコール度数の高い酒なんだろうな。

　はぁ……俺は未成年だから、酒は飲めないんだよ。この世界の法律はどうなのかは知らないけれど。

「マワル、おはよう。掃除してるの？　感心ね」

「お前こそ早いじゃないか……エミナはどこに行くんだ？」

「ふふ、特別に教えてあげるわ」

「じゃあいらん」

「待ってよ、マワル、聞いてよ。これから教会に行くのよ」

「教会に？　盗とう賊ぞくなのに？　そうか、とうとう神様に懺ざん悔げをする気になったか。でも、お前の盗賊は自じ称しようだから懺悔するような罪の内容はないんじゃないのか？」

　神様に懺悔をするエミナの姿を想像する。

　謝りにいったはずのエミナに対してひたすら謝罪するセリーア様の姿が目に浮かんだ。

「自称って何よ！　私のスキルとステータスを知ってるでしょ？　私は盗賊になるために生まれてきた逸いつ材ざいなんだから！」

　文句を言って教会に向かおうとするエミナ。

「そうか……」

　俺は箒を腋わきに固定し、スマホで地図アプリを出す。

　昨日の夜に気付いたのだが、選べる地図が、今までは周辺の地域の地図だけだったのに、町の中の地図が追加されていた。町の中の地図は、主要施し設せつの場所が表示されていて、職業斡あつ旋せん所じよや市場、教会などの場所ものっている。

　そして──

「おい、エミナ、教会は反対方向だぞ」

「わ、わかってるわよ、そんなの」

　そう言って、またもや別の方向に行こうとするエミナ。この調子だと教会にたどり着くのに何日かかることやら。

「よかったら案内してやろうか？」

「……お願いしていいかしら？　間に合わないと困るし」

　何に間に合わないと困るっていうんだろ？

　迷子の道案内という徳ポイントを稼かせぐため、俺は掃除道具を所定の場所に戻すと、エミナとともに教会に向かった。

　徳ポイントは現在93ポイント。よし、エミナを教会に届けたらガチャを一度回すことができるな。







　教会に行き、俺は驚きよう愕がくした。なんと、教会の隣となりの庭がとんでもないことになっていたのだ。

「よかった、間に合ったわ」

「エミナ、これはなんだ？」

「ふふふ、マワルも驚おどろいたようね！　そう、これが五日に一度の炊たき出しよ！　無料でご飯が貰もらえるの！」

　なんだとっ!?

　集まっているのは十人や二十人じゃないぞ。二百人は集まっている。

　しかもこの時間、朝食のこの時間に炊き出しをするとなると、全員腹は減っているはず。

　つまり、無料で炊き出しを行うということは、徳ポイントが２０００ポイント以上もらえるんじゃないか？

　まさか、俺よりもさらに徳を貯ためる達人がいるとは……さすがは教会、恐おそるべし。

　いや、むしろ感謝するべきじゃないか？

　金が貯まれば、この炊き出しにしれっと協力者のフリをして潜せん入にゆうし、この独どく占せん市場のシェアを奪うばえばいいのだ。

「マワル、怖こわい目になってるわよ」

「あぁ、悪い悪い。並ぶか」

　俺はエミナの前に並び、

「あ、マワル！　私の方が先よ！　場所を譲ゆずりなさい！」

「残念だったな、行列というのは早い者勝ちだ」

　まぁ、たったのひとり差ならと、エミナはそれ以上怒おこらなかった。俺が案内しなかったら確実に迷っていたことも理解しているのかもしれない。

　スープとパンを配っていたのは、俺と同い年か少し年上っぽい女性。

　外跳はねの青い髪かみと白を基調とした修道服の美女だ。体の線が細いことと、その上にのっている胸がそこそこ大きいのは修道服の上からでもよくわかる。

　その白い肌はだにはシミ一つなく、まるでフランス人形みたいで、健康的に日焼けしているエミナとは対照的だ。

　まるでサファイヤのように輝かがやく蒼あお色の大きな瞳ひとみを輝かせ、俺の前に並んでいたお婆ばあさんに料理を渡わたしていた。とても優やさしそうな人でもある。

「どうぞ」

　木の器うつわに白色のスープとパンを渡してくれた。

「ありがとうございます」

　俺はそれを持って横にどく。

「すみません、パンは今の方で最後になります」

「えぇっ！」

　あぁ、俺で最後だったのか。道理でエミナの後ろに誰だれも並ばないと思った。

「そんな……私の朝ごはんが」

「エミナ、俺の分を食べるか？」

「いいの？」

「ああ、俺が貰もらって、もう俺のものになった朝食だが、腹が減っているならお前が食え」

「マワルゥゥゥ」

　涙なみだを流して感謝するエミナ。ふっ、俺は朝飯よりも徳ポイントだ。

　炊き出しの料理とはいえ、あれだけ俺のものと連呼したのだ。

　スマホで徳ポイントを確かく認にんする。

　迷子の案内で20ポイント、さらに今朝食を譲ったことで13ポイント増え、１２６ポイントまで増えている。

「お優しいのですね。スープは一人分余っているのですが、お飲みになりますか？」

「あ、ありがとうございます」

　俺は礼を言い、スープを飲んだ。うーん、コクの無いシチューといった感じだ。せめて胡こ椒しようが欲ほしくなるが、生あい憎にく、胡椒はこの国ではとても高級品らしく、市場に売っている小さな小こ瓶びんでも一万マネーという値段だった。

「とても美味おいしいです。えっと、修道女シスターですか？」

「はい、私は修道女シスターのキュレリーと申します。この教会で神父様のお手伝いをさせていただいています」

「あ、俺はマワル、で、こっちがエミナです」

　パンを口いっぱいに頰ほお張ばっているエミナを見て言った。

「炊き出しには毎日これだけの人が集まるのですか？」

「はい、多くの方がこられます」

「大変ですね」

　協力者が必要かどうか、それとなく探さぐりを入れることにした。

「ふふふ、大変と思ったことはありませんよ。多くの人を幸せにすると、私も幸せになりますから。この仕事は、自分のためにしていることなんです。本当は毎日行いたいのですが、そこまでのお金はなく」

「……そうですか、毎日行いたいのですか」

　これは良いことを聞いた。つまり五日中四日、俺が食事を提供する機会を作ることができるわけだ。

「ちなみに、下世話なことを聞きますが二百人分の朝食を用意しようと思えば、いったいいくらくらいかかりますか？」

「そうですね、ちょうど一万マネーです」

　……いけるな。

　これなら、いける。流石さすがに毎日はきついが、俺も五日に一度、いや、三日に一度なら。

　いや、待て。金を使ってもっと効率のいい稼ぎ方があるかもしれない。

　冒ぼう険けん者しやを雇やとって魔ま物もの退治を一いつ緒しよに行うのとどちらが徳ポイントを稼げるだろうか？

　うーん……悩なやむ。

「そういえば、炊き出しに参加している人は冒険者風の方が多いですね」

「そうですね、魔物を退治してお金を稼ぐ冒険者の方は収入が安定しませんし、完全実力者社会ですから。未いまだ宿に泊とまれず、劣れつ悪あくな環かん境きように身を落とす方もいらっしゃるとか」

　うん、俺もその劣悪な環境に身を落としている。

「そうですか……でも冒険者は魔物を倒し、世界を平和に導く大切な仕事ですからね」

　ここで働けば冒険者ともコネができる。ますますここでの炊き出しのお手伝いのメリットができた。

　いいぞ、これはいい。

　俺がほくそ笑えむと、エミナが「マワル、またえぐい顔をしているわよ」と言ってきたが無視する。

　それより、目の前のキュレリーの顔が沈しずんだのが気になった。

「私は時には思うのです。私達が倒たおす魔物もまた生命。殺していいものかと思うのです」

　あぁ……この修道女シスター、とてもいい人だ。

　スロットガチャのために徳を得ようとしていた自分が少し恥はずかしくなる。

「といっても、私も時折仕事で魔物と戦うこともあるのですが……」

「へぇ、シスターでもそんなことをするんですね」

「はい。魔物といっても私が戦えるのは悪魔系の魔物か、不死生物アンデツド系の魔物だけですけどね」

　うわ、不死生物アンデツドってゾンビとかスケルトンみたいな気持ち悪い魔物だよな。

　そんなのも当然いるのか。本当にゲームみたいだな。

「気持ち悪くないですか？」

「いえ、気持ち悪いと思ったことはないですね。不死生物アンデツドは全すべては彷徨さまよえる死者の魂たましい。それを神の下もとへと導くのは私の役目だと思っています」

　あぁ、本当に聖職者なんだな、この人は。

　いい人だ。

「それに、不死生物アンデツドを撲ぼく殺さつするのも慣れれば快感ですよ」

　……この人、今妙みようなことを口走らなかったか？

　気のせい……だよな。魔物を殺すのも躊躇ためらってる人の言葉じゃなかったような。

　うん、気のせいだ。

「あの、徳を貯めるために……じゃなく、炊き出しのお手伝いはできませんか？　教会の役に立ちたくて。俺、芋いもの皮かわ剝むきスキルくらいなら持っていますし。できることなら明後日あさつてから五日に一回くらいなら俺が金を出しますから」

　仕事をはじめて最初の三カ月、給料は日ひ払ばらいになっている。

　明日には一万マネーを用意できるわけだ。

「申し訳ありません。炊き出しは五日に一度だという決まりがあるのです。このあたりにも数は少ないですが、朝食を提供している店はありますから、これ以上炊き出しの回数を増やすと、そちらの店の方々に迷めい惑わくがかかります」

「ぐっ……そんな裏事情があったとは。それなら、他に何かお手伝いできることはありますか？」

「それなら、墓所の掃そう除じのボランティアを募ぼ集しゆうしていたのですが誰も来なくて困っていたんです。もしよろしければ手伝ってくださいませんか？　〇時から一時間ほど行うのですが」

　そういえば、斡あつ旋せん所じよの仕事の募集の貼はり紙にも墓場掃除のボランティアスタッフを募集するものがあったな。報ほう酬しゆうは現物支給で。

　正午か。仕事は三時からだし、まぁ余よ裕ゆうだな。雑ぞう巾きんがけスキルも墓を磨みがくのには役に立つだろう。

「はい、わかりました。手伝わせていただきます。このエミナと」

「え？　なんで私も手伝わないといけないのよっ！　墓場の掃除なんていやよ！」

「どうせ暇ひまなんだろ。手伝ってくれるなら、厨ちゆう房ぼうの補助としてこれから雇ってもらえるようにおばちゃんに頼たのんでみるから」

　基本エミナは料理はできないようだが、手先だけは器用だからな。簡単な作業を頼もうと思う。

「そうしないと、お前、本当に無職だぞ」

「……わかったわよ」

「あ、そういえばマワル様の制服は斡旋所職員のものでしたね。ということは、斡旋所職員の方なんですか？」

「その横の酒場で働いているだけですよ」

「それでも凄すごいことです。あそこの所長とアロエさんは人を見る目があることで有名ですから。それでは、十一時に酒場のほうにお迎むかえにいかせていただきますね」

　倉庫の中にはバケツやデッキブラシもあるからな。これで掃除をしよう。

　あと、さっき貯たまった徳ポイントで、一回ガチャを回す。

【３３５（Ｎ）：胡椒一キロ】

　遅おそいよ！　んー、でも金に困ったら換かん金きんしよう。

　さて、先にも言ったが、掃除は別に嫌きらいじゃないし、さらに徳まで貯まる。これほどいい仕事はないんだよ。

　それに、現物支給として何が貰えるかは知らないが、報酬も出る。

　買い物を終えた夜、俺は自分が働く酒場で食事をしていた。

　その日、酒場は大盛せい況きようだった。

　俺の料理（たこ焼き）目当ての客が増えたのだ。昨日、公園で配ったために期せずして酒場の宣伝になってしまったようだ。

　たこ焼きの材料費として一人前につき二〇〇マネー貰もらっていて、売り値は五〇〇マネー。

　つまり、店側は三〇〇マネー、俺は二〇〇マネーの儲もうけとなるわけだが、なんと、今日のたこ焼きはお持ち帰りの客も含ふくめて百二十人前が売れた。二万四〇〇〇マネーの儲け。さらに店の中でたこ焼きを食べる客の多くが酒を注文するため、酒場の売り上げは昨日比の二倍の売り上げになってしまった。

　結局、その日は閉店の十一時になるまで客足が途と絶だえることはなかった。エミナの方向音おん痴ちにも慣れたようで、エミナが料理を持って厨房を出ると、その料理を頼んだ人が手を上げて教えてくれるようになった。客に気を遣つかわせてどうするんだって話だが。

　まぁ、それでも料理を運ぶミスは五回だけだったから、及きゆう第だい点としよう。

「マワル、旨うまかったぞ、また来るからなぁ！」

「また明日も来てやるぞ！」

「エミナちゃぁぁん、明日デートしてくれぇぇぇ」

　酒場の奴やつらが俺に感謝して、店を出ていく。エミナの奴、酒場の客に人気が出始めているな。

　と、その時、扉とびらが開く音が聞こえた。

「すみません、もう店みせ仕じ舞まいで……ってあれ？　キュレリーさん？　どうしたんですか？　こんな時間に」

　店に入ってきたのは、今朝出会った修道女シスターのキュレリーだった。夜食でも買いにきたのだろうか？

　今朝のお礼にたこ焼きくらいならプレゼントするけど……徳ポイントも貰えるだろうし。

「朝に申した通り、墓所の掃除をするお迎えにあがりました」

「え？　〇時って正午じゃなくて、夜の〇時だったんですか？」

「……マワル、何言ってるの。墓場の掃除と言ったら夜が基本でしょ……ねぇ、私お腹なかが痛いから休んでいい？」

「どこの小学生の言い訳かは知らんが、賄まかない料理としてたこ焼き三人前食べた奴が言うセリフじゃないぞ」

「うっ、じゃ、じゃあ、食べ過ぎてお腹が痛いの」

「そうかそうか、じゃあ張り切って掃除をしないとな。そのまま寝ねたら太るからな」

　キュレリーから隠かくれた場所で、デッキブラシとバケツを取り出した。

　墓場は町外れにあるらしく、三人で歩いていく。

　大通りを外れ、段々と人の数も減っていった。

「マワル、バケツは必要として、なんでブラシとホウキなんて持ってるのよ」

「は？　必要だろ？　あ、もしかして現物支給ってブラシとホウキの掃除用具のことだったのか？」

「何言ってるの……もしかして、マワル……墓場の掃除の意味を正しく理解してないの？」

「正しく理解してないってどういうことだ？」

　俺が尋たずねた、その時、先頭を歩くキュレリーが立ち止まった。

　墓場にたどり着いたようだ。

「墓所に着きました。それではプリーストの私が浄じよう化か魔法を唱えますから、お二人はその間の時間稼かせぎをお願いします」

　そして俺が墓場で見たものは……墓場の中を彷徨い歩く、人の形をした異い形ぎような何かの姿であった。

「……これはゾンビですか？」

「はい、今日の駆く除じよ対象です」

　キュレリーが笑え顔がおで言った。

　墓場の掃除って……そっち!?

　ゾンビだよな、ゾンビだよね、ゾンビでしたか。

　顔色の悪い人達が涎よだれや頰ほお肉や目を垂らしながら歩いている残ざん酷こく描びよう写しや丸出しの光景に俺は思わず視線を背そむけた。腐ふ敗はい臭しゆうも酷ひどい。

　踵きびすを返し、逃にげ出そうとする俺の左ひだり腕うでをエミナが摑つかんだ。彼女の表情はにこやかなものだが、黒い瞳ひとみの奥は全然笑っていない。

「どこに行こうとしてるの、マワル。もしかして私を巻き込んでおいてひとりで逃げようって気じゃないわよね？　知ってる？　ゾンビって一度人を見つけたら、家まで追ってくるのよ。いやよ、私、こんな臭くさいのを部屋に連れ込むの」

「ま、待て、話し合おう。俺は掃除と聞いて、てっきりブラシでこすったりするものだと思ってた。こんなの聞いてない」

「墓場の掃除といったら、墓場に巣くうアンデッドの一いつ掃そう作業に決まってるでしょ」

　人が死ぬと未練のない人は成じよう仏ぶつできる。だが、死んで未練のない人などせいぜい三割程度。つまり死者の七割は未練を残して死ぬため成仏できない。四十九日を終えるとゾンビとなってこの世に蘇よみがえるそうだ。ただし、本当に死者が動いているわけではなく、怨おん念ねんが魔ま物ものの姿となっているものらしい。

　それを知っているため、この時期の夜は誰だれも墓場には近付かないらしいが。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ゾンビはもともと弱いアンデッドだからＧランクのマワルでもせいぜい……来るわよ！」

「待て、せいぜいの後に何が続くのか言ってくれ！　せいぜい擦すり傷程度なら許す。せいぜい打ち身程度でもまだいい。こっちにはプリーストがいるんだから回復魔法で治ち療りようしてもらえるとは思うが──でも痛いのは嫌いやだっ！」

「せいぜい全身が──数が多いわね」

「全身って言った!?　お前、今全身って言ったよな。俺の全身がどうなるんだよ！」

　ゾンビたちが次々とキュレリー目め掛がけて、つまりはキュレリーの前にいる俺達目掛けて攻こう撃げきしてきた。

　ただし、その動きはとても遅い。これなら倒たおせるか？　一匹ぴきにつき徳ポイントはたしか50ポイント。二匹倒たおせば一回ガチャが回せる。

　ゾンビの数は約二十、よし、こうなったら十一連ガチャのために戦ってやる！

　俺はそう思い、デッキブラシを構えて振ふり下ろした。

　俺のデッキブラシはゾンビの頭に命中──その頭をぶち壊こわした。肉片が周囲に四散する。

「やった、やったぞ！　って臭くさっ！　うぉえっ」

　ゾンビは倒れるが、その肉片が臭過ぎて、嘔え吐ずいてしまう。

　ギボヂワルイ気持ち悪い。

「駄だ目めよ、マワル！　ゾンビは頭を潰つぶせば簡単に倒れるけど、その肉にく片へんはものすごく臭いのよ！」

「それを先に言えっ！」

「私達がするのは時間稼ぎだけって言ったでしょ！」

　俺はデッキブラシのブラシ部分を擦こするようにして次に来たゾンビを磨くように追い払はらっていく。

　だが、次々と墓場から溢あふれてきたゾンビにその対応が追いつかない。

「マワル！　左っ！」

「えっ!?」

　俺が左を見た瞬しゆん間かん、そこにはゾンビの顏があり、

「ぎゃぁぁぁぁっ！　肩かたを嚙かまれたっ！」

　痛いより臭い！　痛いより臭いっ！

　まだか、まだ魔法は完成しないのか!?

　俺は後ろにいるキュレリーに助けを求めた。

「お待たせしました！　セイクリッドアース！」

　彼女の放った魔法が大地全体に広がり、ゾンビの足を消しよう滅めつさせた。

　足を失ったゾンビはバランスを崩くずし、全すべて倒れる。

「……凄い、ねぇ、マワル。これって上級の破は邪じや魔法よ。凄いじゃない、キュレリー！　キュレリー？」

　エミナが後ろを見ると、怪け訝げんな表情を浮うかべた。

　どうしたんだと俺も再度キュレリーを見ると、

「ふふふ、邪じや悪あくな輩やからが地を這はうこの姿はいつ見ても爽そう快かいですわ」

　彼女は地に倒れるゾンビの頭を踏ふみつけ、踵かかとをこすりつけながら上うわ唇くちびるを舐なめた。

　……俺の中のプリーストのイメージに罅ひびが入る。

　アンデッドを浄じよう化かすることに喜びを見み出いだすタイプか。

「……あ、あの、キュレリーさん。聖水があるんですが、これで一思いに浄化してください」

　倉庫の中に聖水があったことを思い出し、一本彼女に渡わたす。

「ありがとうございます、マワルさん」

　今朝と同じ笑みを浮かべるキュレリー。だが、その頰にはゾンビの肉片がついていて、まるでホラー映画を見ているようだ。
















　彼女はその聖水で一思いにゾンビたちを浄化するのかと思いきや、

「ふふふ、これが欲しいんでしょ。早く成仏したいんでしょ！　成仏したいならそう言いなさい！」

　そう言って、キュレリーは聖水を一いつ滴てき垂らす。ゾンビの背中から煙けむりが上がり、ゾンビが悲鳴を上げた。

「あぁ、この悲鳴を聞くだけで興奮して背筋が──」

「いい加減にしろ！」

　ゾンビへの恐きよう怖ふよりも、痛ましい光景を見続けることにストレスが溜たまり、俺はキュレリーの頭を一発叩たたいた。

「な、なにをなさるのですか、マワルさん」

「何をなさるのですか、じゃねぇよ。なんでゾンビ苛いじめて悦えつに入いってるんだ」

「それは仕方がないのです。ゾンビは彷徨さまよえる怨念。それを浄化するには、この世にいるのが嫌になるくらいの苦痛を与あたえるのが一番。私だって本当はこんなことをしたくない……といえば噓うそになりますが、でも……てへっ」

「笑って誤ご魔ま化かすな！」

「きゃぁぁぁぁっ！　マワル、足を、足を嚙まれた」

　なんと、倒れたはずのゾンビたちが腕うでの力だけを使い、俺たちに接近してきていた。

　囲まれている。

　俺はデッキブラシでゾンビを叩いていく。

　だが──

「ぎゃぁぁぁ、俺も足を嚙まれた。くそっ」

　スマホで聖水を出す余よ裕ゆうもない。

　エミナは短たん剣けんを振り回しながらきゃぁきゃぁ言っているが、足あし下もとにいるゾンビ相手なら短剣での攻撃はリーチが短すぎる。

「お願い、キュレリー、もう一度浄化魔法を……」

「もう少し耐たえてください、皆みなさん！　広こう範はん囲いの浄化魔法でゾンビを殲せん滅めつしますから！」

　キュレリーの表情が変わった。

「マワル、大変！　キュレリーが別世界に行ってる」

「キュレリーが変なのは諦あきらめた！　くそっ、こうなったら、『ファイヤ』！」

　俺の必殺技わざ、炎ほのおの魔法（ピンポン玉サイズ）がデッキブラシへと飛んでいき、ゾンビの脂あぶらで汚よごれたデッキブラシを燃やす。

「秘技、燃える魔剣！」

「燃えるデッキブラシでしょ」

　それを言うな。それに、デッキブラシが燃え尽つきるまで時間がない。俺は急いで攻撃を開始！

　やはり、ゾンビ系は炎が弱点か！

「これが欲しいんでしょ、欲しいって言いなさい！」

　メイスの先せん端たんをぐりぐりと押し付けながら聖水を見せるキュレリーを見て、

「いい加減にお前は仕事しろ！」

　と叫さけび、俺は弄もてあそばれるゾンビを燃えるデッキブラシで殴なぐった。

　頭を砕くだかれたゾンビは動かなくなる。

「……仕方ありませんね」

　キュレリーはそう言うと、再度魔法の詠えい唱しようを始めた。目付きが変わった。

　彼女の持っているメイスが白く輝かがやく。

　これは──俺のなんちゃって魔法とは違ちがう本気の魔法のようだ。ただのドＳプリーストとは違う、これが本当の魔法か。

　そして──

「アークパラライズ！」

　と叫ぶと、彼女の杖つえから電でん撃げきがほとばしり、周囲に降り注ぐ。

　って無差別攻撃かよ……あれ？　俺に当たっても全く効果がない。

　そう思ったら、周囲のゾンビたちの動きが止まった。

「不死魔物や悪魔族を痺しびれさせる魔法です。これでもう安心ですよ」

「……最初からこうしてくれたら……いや、そもそもさっきのセイクリッドアースをもう一発したら、ゾンビは全員地面に倒れているんだから一気に浄化できたんじゃないのか？」

「それでは、楽しみがないではありませんか」

　聖母のような笑みを浮かべ、悪魔のようなことを言うキュレリーを見て、俺は何かを言うことを諦め、腐ふ臭しゆうにまみれながらゾンビの頭を潰し続けた。

　ゾンビを全て潰し終えた後、その肉片などを地面に埋うめ、キュレリーが祈いのりを捧ささげた。すると、ゾンビの肉につ塊かいは光の粒つぶとなって消えていき、二十の小石を残していった。

「不死生物アンデツドは怨念の塊かたまりですが、元は憐あわれな死者の心が生み出した魔物です。こうして天に帰っていただき、本当によかったと心から思います。皆さん、これが今回の報ほう酬しゆうになります。どうぞお持ち帰りください」

　笑顔で言うキュレリーに対し、俺とエミナはというと、

「そんなことはどうでもいいんだよ。それよりこの臭においなんとかならないのか？」

「ねぇ、さっきゾンビを潰したときに変な汁しるが目に入って痛いんだけど」

「俺は肩と足を嚙まれて、なんかひりひりする」

「私も足を嚙まれた……キュレリー、回復魔法を使ってよぉぉ。あとゾンビに抱だきつかれて粘ねん液えき塗まみれ──」

　エミナが頼たのむ。頭から抱きつかれたのか、髪かみの先まで半はん透とう明めいの粘液に塗れていて、ぬるぬると湿しめっている。

　変態プリーストとはいえプリースト。回復魔法で治療をしてもらおう。

「あぁ、それは大変ですね。浄化作業も終わったことですし、すぐに神父様を呼んでまいります」

「いや、だから先に回復魔法を」

「使えませんよ？」

　はい？　ちょっと意味がよくわからない。えっと、つまり、こういうことか？

「さっきの魔法のせいで魔力を使いすぎたとかそういう感じで？　確かに凄すごい魔法だったからな」

「いえ。私が使えるのは邪よこしまな輩を撃うち滅ほろぼすための攻こう撃げき魔法のみです」

　そして、キュレリーは笑顔で言った。




「補助魔法、回復魔法は一いつ切さい使えません」




　…………え？　プリーストなのに回復魔法が使えない？

　俺は一いつ瞬しゆん言葉が出なかった。そして──

「詐さ欺ぎじゃねぇかっ！　プリースト詐欺だろ、それ！　ヒール一つ使えないのか!?」

「詐欺とは失礼です。彷徨える魂たましいを天に導くのは我々プリーストの役目。回復魔法のようなものは二の次三の次です」

「プリーストは癒いやし存在って相場が決まってるんだよ！　攻撃魔法はメイジに任せておけよっ！」

「回復魔法など、誰だれでも使えるポーションの下位互ご換かんの存在ではありませんか」

「ポーションの下位互換扱あつかいするなよっ！　むしろ回復魔法こそがプリーストの存在意義だ！」

　俺が叫ぶと、横でエミナが、

「マワルゥ、寒いんだけど。粘液が夜風にあたって冷えてくる。ねぇ、マワルの服、背中のあたりまだ粘液ついてないわよね。拭ふいていい？　どうせあとで洗うんでしょ？　髪だけでも拭かせてよ！」

　と泣きながら助けを呼んでいた。彼女の背中はゾンビから出た粘液でべたべたになっている。いくら女の子の頼みでも、御ご免めん被こうむる。

「マワルぅぅぅ、お願いっ！」

「ぎゃぁぁぁ、エミナ、そんな状態で俺の腕を引っ張るなっ！　こら、俺の服で顔を拭くなっ！　顔を埋うずめるなっ！」

　二人揃そろって粘液塗れになってしまった。

　俺たちが夜風が冷たい中、水を浴びて粘液を洗い落としていた時、キュレリーは神父さんを呼んできてくれた。神父さんは鼻をつまみながら、俺とエミナに回復魔法をかけてくれる。

　その後、確かく認にんしてみたらゾンビに嚙かみつかれたときに服の袖そでが破り取られている。これ……職業斡あつ旋せん所じよで支給されている服なのに……こうなってしまったら買い取りになるだろうなぁ。

　ちなみに、ゾンビが消しよう滅めつした後に残った小石は魔石と呼ばれ、多くの魔道具を動かす燃料になるらしい。
















　それらをバケツに入れて運ぶことにした。エミナが「バケツは必要」と言っていたのはこのことだったらしい。

　魔物を倒たおしたらゴールドを落とすようなシステムなのだろうか？

　そう思いながら、俺は現物支給の意味をようやく理解した。

「それにしても……流石さすがにこのままじゃ部屋に戻もどれないな」

　痒かゆみは収まったけれど全身が臭くさい。臭すぎる。

「少し寒いけど行水でもするか」

「魔石を売ってお風ふ呂ろに行きましょ。服もそこで浄じよう化かしてもらったら臭においが落ちるはずだし。あそこなら夜中までやってるはずだから」

「風呂？　風呂があるのか？」

「当たり前よ。服の浄化代とかタオルとかの代金を含ふくめたら一三〇〇マネーくらいかかるけど、今拾った魔石を全部売れば九〇〇〇マネーにはなるし」

「風呂かぁ。それはいいな」

　やっぱり日本人だから風呂は恋こいしい。昨日は水で体を拭いただけだし、なにより水浴びをしたせいで全身冷えているからな。

　キュレリーと三人で魔石屋に行ってから風呂屋に行くことにした。

　魔石屋はちょうど風呂屋に行く途と中ちゆうにあり、買い取りカウンターのみの小さな店だった。深夜なのに営業をしているとは見上げた商売魂だましいだ。と思って、俺が代表して店に入ると「そんな臭いで店に入ってくるんじゃねぇ！」と追い出された。

　……笑顔で商売をできないとは、商売人失格だな……いや、俺が悪いんだけど。

　仕方ないので、魔石の買い取りは明日にすることにして、先に風呂に向かうか。

　幸い、たこ焼きのおかげでお金にはまだ余裕があるから、風呂代などは俺が払はらうことにした。

　なんでも風呂屋には服を綺き麗れいにする「クリーンアップ」という魔法を使えることができる洗せん濯たく員いんが配置されており、風呂上がりには服は綺麗になっているという。

　勿もち論ろん、男女は別だった。

「ほら、二人もこれを使え」

　俺は倉庫から石せつ鹼けんを取り出して、エミナに渡わたした。

「なにこれ？　くれるの？」

「あぁ、ちょうど余っていたからな。ゾンビの臭い消しにはなるだろ」

「ありがとうございます、マワル様」

　キュレリーは、先さき程ほどまでとは打って変わって穏おだやかな笑え顔がおで俺に感謝の言葉を述べた。

　風呂屋の番頭さん（おばあちゃん）に何度もかかり湯をして体を綺麗にしてから湯船に入るように注意されながら、俺はようやく風呂に入ることができた。

　短い間であったが、一生分の冒ぼう険けんをした気分だ。

　でも、明日からはまた平へい穏おんな毎日を送れたらいいなと思い、風呂場の前でエミナ達と別れた。

　軽く体を洗って俺はすぐに風呂を出た。出るのが早すぎたため、服の洗せん浄じようはまだ終わっていなかった。

　だが、俺がお風呂から早く上がったのは着き替がえよりも優先したいことがあったからだ。

　周囲に誰もいないことを確認しつつ、俺はスマホを起動させ、徳ポイントを確認した。

（うぉっ！　来た、徳ポイント１３２１ポイント。やっぱり魔物退治は徳ポイントがよく上がるな）

　ゾンビは雑魚ざこなのでスライムと同じ50ポイント程度しか貰もらえないが、二十匹ぴき倒たおしたからな。

　１０００ポイント以上増えてる。さっき石鹼をプレゼントしたのも徳に繫つながっているのかもしれない。

　これで十一連ガチャができる。スロットガチャアプリから、十一連ガチャを起動させる。

　スロットマシンが十一台現れて、回転を始めた。

　ん？　前よりロード時間が長い……これはもしかしたら？　と思ったら、変化が起きた。

　ひとつ目と七つ目のスロットマシンが赤色だったのだ。

　これはまさか……と思ったら、ひとつ目は、

【９５６（Ｒ＋）：魔ま法ほう【ヒール】】

　といきなりＲ＋の結果が。

　うぉぉ、幸さい先さき良すぎる！　しかも魔法だ！　魔法を覚えた！　キュレリーめ、俺が回復魔法を使えると知ったら悔くやしがるんじゃないか？

　そして、案の定七個目も、

【８９１（Ｒ）：スキル「採取時品質ＵＰ」】

　ちなみに、二個目～六個目は全部ハズレ。

　八個目もハズレで、このままハズレが続くのかと思ったら、

　九個目に、デフォルメ化された魔女の姿のセリーア様（？）が画面の中に現れ、魔法の杖つえでスロットマシンに魔法をかけた。

　すると、スロットマシンが金色に変わり、

【９９１（ＳＲ）：スキル「鑑かん定てい」】

　うぉぉぉぉっ！　ＳＲ来たっ！

　そして、俺が感動している間も残りの二つは回転を続けていき、十個目はハズレ。

　そして、十一個目に、再度セリーア様（？）が登場。

　またか？　またなのか？　またＳＲ以上確定なのか？

　そう思ったら、セリーア様（？）が杖でスロットマシンに魔法をかけ、

（あれ？）

　今度はスロットマシンが黒く染まった。

　セリーア様（？）が泣いて謝っている。あ、この人はたしかにセリーア様だと思った。

　そして……スロットは停止した。

【００３（Ｂ）：強制獣じゆう化か（十分限定）】

　え？

　そう思った瞬間、俺の体は──




　……何が起きた？

　周りの世界が大きくなっている。

　獣化……そう、報ほう酬しゆうはそう書いていた。

　そう思い出した瞬間、俺は前のめりに倒れてしまう。思わず手をつくと、その腕うでは赤茶色の毛に覆おおわれていた。

（ま……まさか）

　俺は脱だつ衣い場じようの椅い子すに飛び乗り、曇くもった鏡を見た。

　そこに映っていたのは──

（これが俺なのかっ！）

　赤犬だ！

　中型の犬が鏡の向こうにいる。つまり、俺は赤犬になっていた。

　……いや、十分だ。

　十分経たてば恐おそらく元に戻れる……はずだ。

　だって、そう書いてあったんだもの。

　とりあえず、落ちていたスマホを咥くわえた──その時。

【マワル（十六）：見習い料理人・ランクＧ＋】

　鏡に映っている自分を半眼で見つめたら、目ま蓋ぶたの裏にそんな文字が浮うかんだ。目を見開くと文字が消える。

　徐じよ々じよに目を閉じると、確かにその文字が浮かび上がった。

　こんなこと初めて……あぁ、そうか。これが鑑定スキルか。

　名前、年ねん齢れい、職業、平均ランクがわかるってことらしい。これさえあれば、相手が格上か格下かも判断できる。さすがはＳＲなだけはある。素す晴ばらしいスキルだ。

　試ためしにいろいろと見てみる。

【椅子：座って楽するための道具】

【タオル：水気を拭ぬぐうための布】

【石鹼：汚よごれを落とす固形洗せん剤ざい】

　端たん的てきな説明しかないな。まぁ、それでも使えるか。

　そう思っていたら、

「ふぅぅぅ、疲つかれたぁぁぁ、ひとっ風呂浴びないとやってられないぜ」

「本当だな……ってあれ？　なんか臭くないか？」

「下水掃そう除じか墓場掃除の奴やつが風呂にでも入ったんだろ。湯が汚れてなかったら構わないよ、早く入ろうぜ……ってあれ？」

　三人の男が入ってきた。

　一いつ瞬しゆん固まる三人と俺。

「なんで犬がいるんだ？」

　当然の疑問だな。

「人形じゃねぇか？」

　そうだ、ここはじっとして置物の振ふりでもしよう。

　半眼で見つめてじっと固まっていると、

【バクチーノ（二十九）：盗とう賊ぞく・ランクＤ[image: ]】

　相手を鑑定してしまった。

　え？　盗賊？　エミナのような自じ称しよう盗賊じゃない、本物の盗賊だと？

「いや、どう見ても本物だろ。さっきちょっと動いたし」

「そういえば、知っているか？　赤犬の毛皮って売れるらしいぞ。三〇〇マネーで」

『……いいねぇ』

　こちらを凝ぎよう視しする三人の冒険者。

「わわわん、わんわわわん（待て、俺は人間だ！）」

　ってやっぱり喋しやべれねぇぇぇっ！

　喋ると同時に落ちたスマホを再度咥えて、俺は逃にげるように走り出した。

　大浴場に逃げる。

「待て、明日の飯の種！」

「大人しく毛皮を剝はがされやがれぇぇぇっ！」

「そして金になれ！」




　うわ、追いかけてくる。絶対に捕つかまったら困る。毛皮なんて剝がされたらどうなるか？

　下手したら人間に戻もどった瞬間禿はげているかもしれない。

　ぐっ、いったいどこに逃げたらいいんだ？

　犬は泳ぎが得意！

　それにスマホは防水携けい帯たい。魔力を補給できないから水の中に入れてはいけないと言われているから、口の中に目いっぱい空気を入れ、口の中にしまって、俺は湯船の中に飛び込んだ。

　だが──早さつ速そく苦しい！

　お湯の中に長い間潜もぐれるわけねぇじゃないか！




　と、冒険者たちはかかり湯もせずに中に入ってきやがった。

　このままでは捕まるのは時間の問題だ。

　と思った時、壁かべに穴が開いているのを見つけた。

　あの大きさなら今の俺は通れるが、あの三人は通れないだろ。

　犬かきで前に進み、穴の中に入る。

　どこに通じているのか……できれば誰だれもいない場所に出てくれたらいいのだが……ボイラー室とかだと困るんだけど。

　ぐっ、苦しい。

　水面が見える。俺は思わずその水面から顔を出し、そこにあったのは──ふたりの肌はだだった。

　エミナの健康的に焼けた肌と、キュレリーの光を浴びたことがないのではないかという白い肌とのコントラスト。

　な、なんでエミナとキュレリーが男湯に!?

　って、そうか！　ここは女湯か！　あの穴が女湯に通じていたのかっ！

（…………………………………………）

　体を洗っている二人。その全身はほとんど泡あわで覆われている。

　泡さん、余計な事をしてくれましたね。俺が渡わたした石せつ鹼けんが原因なんだけど。

【エミナ（十六）：ランクＢ[image: ]】

【キュレリー（十七）：ハイプリースト・ランクＢ】

　思わず凝視してしまったら、鑑定が発動してしまった。

　ランクＢって高いな。キュレリーのほうが少し強いのか。

　いかんいかん、まずはここから退散しないと……こんなところで元に戻ったら大変なことになる。俺は空気だ。空気になれ。空気になって心も空になれ。邪じや心しんよ消えろ。

　俺はゆっくりと湯船から出て気配を消して出ていこうとしたが──視界の端はしにエミナとキュレリーのお尻しりが……泡でかなりの部分が隠かくれているが、割れ目の先が少し見えて──俺がそれを鋭するどい眼光で見つめると、




【泡：石鹼から出た泡】




「ガウガガウっ（鑑定邪じや魔まだっ）！」

　思わず叫さけんでしまった。

　当然、二人が俺に気付いた。

「あれ？　なんで犬がここにいるのよ」

　振り向いたエミナと目が合う。

　前かがみで俺を覗のぞき込むエミナ──僅わずかに膨ふくらんだ胸が重力のために大きく膨らんで見える。

「どこからか迷い込んだんでしょうか？　ふふ、可愛かわいいですわね」

　キュレリーも同じ体勢になった。

　その爆ばく発はつ的な威い力りよくに俺は目を白黒させた。エミナがレモンだとしたら、こっちはメロンサイズはあるんじゃないだろうか？　反則だろう！

　こ……こんなの動けないじゃないか。

「そう？　不細工な犬に見えるけど。なんかスケベな眼めをしてるし」

「はい、とても可愛いですよ。そうだ、洗ってあげますね」

　そう言うと、キュレリーは手に石鹼をこすりつけ、

「ばうっ（はうっ）」

　その手を俺の背中にこすりつけた。

　女の子の小さな手が俺の背中を優やさしくこする。

　ヤバイ、逃げないと……このままだと取り返しのつかないことに──いろいろとヤバイ。男としていろいろとヤバイ。

「私も手伝ってあげるわ」

　エミナは悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑えみを浮かべると、手に石鹼をこすりつけ、俺の腹に手を回す。

　そんな、噓うそだろ！

　そんなところまで……しかも、エミナの奴、派手にこすりつけるせいで、彼女の体についた泡がだんだんと落ちていき、見えそうに、あそこが見えそうに──というか、エミナの手が俺のあそこに届きそうに。

　そんな他の客も見ているのに。

　横を見ると、無表情の黒くろ髪かみ、短い髪の美少女が、未発達な体をタオルでこすっていた。石鹼は使っていない

　他人の裸はだかを見るくらいなら目の前の仲間の裸を見たほうが罪は軽いはずだ……と俺は再度エミナを見ようとし──

　体が急に大きくなるのを感じた。

　床ゆかについた手が人間のそれへと姿を変えた。

「も……戻った……のか？」

　もう十分経ったのか？

　とにかく、無事に人間に戻れてよかった……ってそんなわけないよな。

「マワル……これはどういうこと？」

「わからない、俺もなんでこんなことになったのか！　ともかくすまなかった」

　俺は土下座をする。土下座補正の効果で、土下座までの時間は〇・〇三秒。この美しい土下座を見たらきっと二人も許して……頭を踏ふまれた。

「顔を起こすんじゃないわよ。これからキュレリーと覗き魔の処しよ罰ばつの方法を決めるから」

「あの、どうして俺はここにいるのでしょう？　体が犬になったところまでは覚えているのですが、その後の記き憶おくはないので、どうか許してください。なんでもしますから」

　体中から凄すごい汗あせがにじみ出る。それはここが風ふ呂ろの中で湿しつ度どが高いから、という理由だけではない。

　エミナの小さな足が俺の後頭部にめり込んできて、俺の前頭部は床にめり込みそうになる。

　だが、救世主はいた。キュレリーだ。神に仕える彼女ならこの事態でも俺をきっと許してくれる。

　そう思って顔を横に向けたら、




（──ぷるぷるぷるぷる）




　浴場の隅すみでタオルで体を隠して、顔を真っ赤にして、生まれたての子こ鹿じかのように震ふるえているキュレリーがいた。

（アンデッドへのあの時の威い勢せいはどこにいったっ！　頼たのむ、助けて──）

　と思ったら、俺の頭を踏むエミナの足の力が強くなる。

　頭ず蓋がい骨こつが、頭蓋骨がきしむ音が脳に直接響ひびいていく……

　意識を失う直前──さっきいたスレンダー美少女が視界の中心に映った。無表情でじっとこちらを見ている。




【タルト（十三）：ハイメイジ・ランクＢ＋】




　え……ランクＢ＋って凄いじゃないか。

　そんなことを思いながら、俺の意識は闇やみへと吸い込まれていった。




　……あ、浄じよう化かされたゾンビたちが川の向こうから手招きしてる。








第三回転「近きん距きよ離り系魔ま術じゆつ師しと迷めい宮きゆう探たん索さく」









　覗き騒さわぎの翌朝、なんとか俺は自分の宿で目を覚ますことができた。あのあとは酷ひどかった。

　男湯の脱だつ衣い場じようで意識を取り戻した俺は、番台のおばちゃんに散々怒おこられた。

　幸い、キュレリーとエミナが俺の仲間だったのと、もうひとりいた客も問題にするつもりはないと言ってくれたそうで、厳重注意だけで許されることになった。職場のほうにも黙だまっておいてくれるらしい。

　もっとも、そのせいで今朝は寝ね坊ぼうし、起きたのは朝の八時。早起きによる徳ポイントが得られなかったし、掃そう除じをする時間的余よ裕ゆうもあまりない。それに、クリーニングはしたものの、昨日の戦いで服がかなりズタボロになってしまった。

　これはアロエさんに怒られるな……と思いながら、スマホを起動して、スロットガチャを起動させる。

　３２１の徳ポイントと、一日一回の無料ガチャの権利がある。

　昨日の強制獣じゆう化かには少し参ったが、でも、十分間のみ犬になる程度なら今は平気だし、ハズレの確率も一パーセント程度だしな。怯おびえることはないし、なにより、俺はガチャを回したい。

　仕事まで時間がないことだし、とりあえず一回ガチャを回して、職場に制服について謝りにいくことにしよう。

【３３３（Ｎ）：味み噌そ一キロ】

　味噌か。これで味噌、胡こ椒しよう、醬しよう油ゆという、異世界では中々手に入らない調味料が揃そろってきた。

　あとは砂糖が揃えば完かん璧ぺきだな。

　ちなみに、昨日の十一連ガチャの結果は以下の通り。




【００３（Ｂ）：強制獣化（十分限定）】

【０５４（Ｎ）：プラスプーン十本】

【２２５（Ｎ）：呪のろわれていない人形】

【２５３（Ｎ）：バルサミコ酢す】

【２８４（Ｎ）：消しよう臭しゆう剤ざい（据すえ置きタイプ）】

【４４８（Ｎ）：板チョコ五枚】

【６６０（Ｎ＋）：スキル「遠えん隔かく施せ錠じよう」】

【７９９（Ｎ＋）：ポーション五本】

【８９１（Ｒ）：スキル「採取時品質ＵＰ」】

【９５６（Ｒ＋）：魔ま法ほう【「ヒール」】

【９９１（ＳＲ）：スキル「鑑かん定てい」】




　採取時品質ＵＰの使い道はわからなかったが、遠隔施錠の使い方はわかった。

　一定の範はん囲い内にある扉とびらの鍵かぎを掛かけることができるスキルだ。

　ただし、鍵を外すことはできないので、下手したら部屋の鍵を室内に忘れたまま遠隔施錠してしまえば部屋に入れなくなってしまう危険性を孕はらんでいるし、このスキルを持っていることを他人に知られたら、密室殺人が起きた時の第一容疑者として取り調べを受けることになりそうだ。

　つまりは、あまり使えないスキルである。これが遠隔解錠だったらエミナのお株かぶを奪うばうことができたのだが。

　魔法も覚えたが、俺の魔力じゃどの程度の怪け我がを回復できるかわからないな。

　うーん、何かステータスを上げる方法がないかな。

　そんなことを考えながら、俺は、詫わびの品を持って、この世界に来た時のトレーナーとジャージ姿で職業斡あつ旋せん所じよに向かった。

　ちなみに、エミナは部屋にはいなかった。方向音おん痴ちのあいつがひとりでどこかに行ったとは考えられないので、キュレリーあたりと教会にでも行っているのかもしれない。

「マワルくん、おはよう」

　声を掛けられて、思わず振ふり向くと、御お団だん子ご髪の合法ロリエルフの先せん輩ぱい、アロエさんが金属製のジョウロを持って立っていた。

　見た目はどうみても小学生なんだけどな。

　そうだ、鑑定をしたら彼女の年ねん齢れいがわかるのでは？

【アロエ（百二十）：受付嬢じよう・ランクＡ[image: ]】

　え、百二十歳!?

「どうしたの？　マワルくん、変な顔をして」

「あ、いえ。アロエさん、実は昨日貰もらった服なんですが……」

「昨日渡わたした服？　あぁ、制服のこと？　どうしたの？」

「ちょっと、破れてしまって……墓場掃除をしている時に」

「あぁ……墓場掃除……ね」

　アロエさんはどこか遠い目で何か納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　墓場掃除＝ゾンビ退治というのはやはりこの世界では常識のようだ。

「まぁ、そういう事情なら仕方ないわね。幸い、前の制服ならいっぱい余ってるからそれを持ってくるわ」

「あ、ありがとうございます。それと、これ、お詫びの品なんですが……所長さんってお酒好きですかね？」

「えぇ、所長はお酒が大好きよ」

　俺は一本の瓶びんを取り出して鑑定した。

【清酒「魔王殺し」：魔王も飲めば酔よっぱらうと言われるほどのアルコール度数のきつい酒】

「なら、これを所長に渡してもらっていいですか？」

「わかったわ。でも気にすることないわよ。墓場掃除は、担にない手がいない場合は斡旋所の職員が交代ですることになってるの。マワル君がしてくれて助かったわ」

「そ……そうなんですか」

　俺は苦く笑しようした。あの戦いを今後もしていかないといけないのか。いや、徳ポイントのことを考えたら、今後は俺が率そつ先せんして参加するべきか。

　でも臭くさいからな──昨日手に入った据え置きタイプの消臭剤でなんとかならないものか。

　それにしても、百二十歳か。

「やっぱりエルフなんだなぁ」

　斡旋所の裏の花か壇だんに水をやっているアロエさんを見て思わず呟つぶやいてしまった。

「え？　どうしたの？　急に──」

「あ、いえ、エルフだからお花が好きなんだなぁと思って」

「うふふ、そうね。でも、そこはエルフというよりかは女の子だからじゃないかしら？」

「……ははは、そうですね」

　いや、あんた、女の子って年齢じゃないだろ！　とかツッコミを入れられる人間がいたら勇者だなと思った。

「そういえば、アロエさんに聞きたかったことがあるんですけど、ステータスを上げるにはどうしたらいいと思います？」

「どうしたら……そうね、筋トレとかかしら？　私は寝ねる前に毎日三時間しているけど」

「……あの、魔物にトドメを刺さして経験値を貯ためてパワーアップ、みたいなものはないですか？」

「勿もち論ろん、実戦に勝まさる経験は無いっていうけど、魔物を倒たおしたからって強くなるわけないでしょ？　そんなことで強くなるなら、瀕ひん死しの魔物を買い集めてトドメだけ刺すことができる大金持ちの人が最強ってことになるわ」

「……あぁ、それもそうですね」

　流石さすがにゲームみたいにはならないか。

「そうね、マワルくん、自分のステータスを自分で一度見てみる？」

「え？　そんなことできるんですか？」

「ふふふ、斡旋所職員の特権みたいなものよ。本当は有料なんだけどね」

　そう言って、水をやり終えたアロエさんは、ジョウロを扉の横の備品入れにしまい鍵を掛け、裏口から酒場に入った。

　酒場と斡旋所は中で繫つながっているので、そこから斡旋所のカウンターの裏にまわる。

　まだ開店前なので客は当然誰だれもいないが、職員が何人か事務仕事をしていた。

「おはようございます」

　俺はみんなに頭を下げると、職員は全員こちらを見て挨あい拶さつを返した。

　軽く世間話をしていると、アロエさんが三つの道具を持ってきた。

　二つはカードリーダーとモニターのような道具。

　そして、ひとつはルーペだった。

「マワルくん、カードを出して」

「あ、はい。マイカードサモン」

　俺が手を前に出して、魔法を唱えると、手の中にカードが現れた。それをアロエさんに渡す。

　アロエさんは笑え顔がおでカードを受け取ると、モニターを俺だけに見えるように配置し、カードリーダーのような道具にカードを通した。

　すると、モニターに光が浮うかび上がった。その光は文字の形を作る。

【マワル（十六）：見習い料理人】

【体力Ｇ・筋力Ｇ・器用Ｆ・魔力Ｆ・速度Ｇ・知力Ｆ・幸運Ｇ】

【スキル：土下座補正＋・芋いも皮かわ剝むき・雑ぞう巾きんがけ・逆立ち補正・三桁けた暗算・肩かたたたき・鑑定】

【魔法：ファイヤ・ヒール】

【備考欄らん：なし】

　日本語ではない、こちらの世界の言葉で書かれたその文字を見た。

　ステータスが僅わずかに成長している？

　この前は器用だけがＦで他はＧだと言っていた。なのに、魔力と知力がＦになっている。

　……スキルが増えたから？　魔法を覚えたからだろうか？

　だとしたら、スロットガチャはスキルだけでなく、俺の肉体をも成長させるということか。

「ところで、アロエさん、そっちのルーペは、町に入る時に門兵さんが使っていた奴やつですか？」

「似ているけど違ちがうわ。これは説明のためだけに持ってきたんだけど、使うと相手の職業と名前だけがわかる道具なの。マイカードが無くても使えるから、取り調べとかで使うのよ。でも、他人の職業や名前を勝手に調べるのはよくないから、こういう道具があるってことだけ覚えておいて」

「わかりました」

　鑑定スキルがある俺には必要のない道具だな。

　その後は職員と雑談をしていたら、斡旋所の表おもて玄げん関かんの鍵が外され、扉が開かれた。

　どうやら開店の時間らしい。何人か客が入ってきた。

「じゃあ、俺はこれで失礼します」

「うん、また酒場で会いましょ。それまでに予備の制服を用意しておくわ」

　俺の仕事は三時からだからな。それまで町に出て清せい掃そうのボランティアでもするか。

　ふと入ってきた客を見る。

　その中に見知った顔の少女がいた。大きな杖つえを持った少女がきょろきょろと辺りを見回している。

（まさか、昨日のことで、俺を告発するために）

　なぜなら、その少女は、昨日、風ふ呂ろ屋やで──女湯で見た女の子だったから。

　やばいな、こんなところで騒さわがれたら、下手すれば今の仕事が首になるぞ。

　逃にげよう……そう思った時、ふと隣となりの人相の悪そうな男が視界に入った。頰ほおに傷のある、昨日風呂屋で見かけた男だ。

　俺はカウンターの陰かげに隠かくれながら、アロエさんのもとに戻もどった。

「どうしたの、マワルくん……そんな格好して」

「俺の格好は脇わきに置いてください。アロエさん、掲けい示じ板ばんの紙を見ているあそこの緑のやせ型の男がいるでしょ？　あの男をさっきのルーペで見てくれませんか？」

「理由もなく他人の職業を見るのは服務規程違い反はんって言ったでしょ？」

　アロエさんが睨にらみ付けてきた。

　そんなのはわかっている。

　いや、理由もなく他人の職業を見ているのは反省しないといけないが。

「たぶん……いや、絶対にあいつは盗とう賊ぞくです」

「……本当に？」

　本当だ。昨日、確かに俺はあいつを鑑定した。そして、今ももう一度鑑定して、それが間ま違ちがいではないと再確認もしている。

【バクチーノ（二十九）：盗賊・ランクＤマイナス】

　奴は盗賊だ。

「責任は俺がとりますから、お願いします」

　俺の真しん剣けんな表情に何かを感じ取ったのだろう。

「わかったわ。ただし、罰ばつを受けるのは二人で一いつ緒しよよ。一緒に減給処分といきましょ」

　アロエさんは気持ちいいくらいの笑顔でそう言うと、虫メガネ型の魔ま道どう具ぐで、彼を見た。

　途と端たんに表情が驚おどろきに変わり、

「お手て柄がらよ、マワルくん！」

　アロエさんはそう言うと、カウンターから飛び出して、バクチーノの右みぎ腕うでを摑つかんだ。

「職業斡旋所職員の権限で、あなたを盗賊として取り押さえます」

「くそっ、なんでわかったっ！　このガキがっ！」

　バクチーノは左腕でアロエさんに殴なぐりかかろうとした次の瞬しゆん間かん、彼の体は宙を舞まった。

　気が付けば彼は床ゆかに倒れ、アロエさんに取り押さえられていた。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁっ！　腕が、腕が！」

　周りにいた客が騒ぎに気付き、その大おお捕とり物を見て惜おしみない拍はく手しゆを送る。

　だが、一人の男が動いた。

「兄貴を放しやがれ！　こいつがどうなってもいいのか!?」

　仲間がいたのかっ！

　小太りの男がナイフを取り出し、近くにいた少女──タルトを人ひと質じちに取りやがった。

「その娘こを解放しなさい！」

　アロエが大きな声を上げたが、男は不敵な笑みを浮かべ、

「それはお前のほうだ！　兄貴を放しやがれ！」

　タルトが人質に取られているため、アロエさんは歯ぎしりをしながらバクチーノを解放した。

　バクチーノは腕を押さえながら立ち上がった。

　くそっ、このままだと逃げられる。

　せめて人質がいなかったら──人質。

　そうか──

「あんた！　あんたなら魔法で自力でなんとかできるだろ！　能力はあんたのほうが上だ！」

　彼女の能力はＢ＋。タルトを人質にとっている男はＦ＋、どう見てもタルトの方が上だ。

　俺の願いが通じたのか、タルトは小さく頷うなずき、

「……かしこまりました、マスター」

　と頷くと杖を強く握にぎりしめ、

「《フリーズ》！」

　と唱えた。

　すると、彼女を人質にしていた男が一瞬のうちに氷像へと姿を変えた。鼻から鼻水が垂れ下がり、それが一瞬のうちに氷柱つららになった。

　それを見ていたバクチーノは小さな悲鳴を上げ、扉とびらから逃げ出そうとするが、

「逃がすなっ！」

「……はいマスター！　《フリーズ！》」

　先さき程ほどの氷の威い力りよくを見ていたバクチーノは恐きよう怖ふで身構えた。

　だが──タルトの杖から放たれた氷の刃はが二メートルほど杖から伸のびるが、それ以上先にはいかない。

「……どうやら届かないようです」

　……え？

　魔法ってそんなに範はん囲い狭せまいの？

「なんだか知らないが助かったぜ！　あばよっ！」

　笑いながら扉を開けようとするバクチーノだが、ここであいつを逃がすわけにはいかない。




　──遠えん隔かく施せ錠じよう！




　俺が使ったスキルにより、斡あつ旋せん所じよの入り口の扉に鍵かぎが掛かかった。

「な、扉が、扉が開かな……鍵が──いつの間に」

　バクチーノが鍵を開けようとするが──すでに手て遅おくれだ。

　彼の足をアロエさんが摑んでいた。

「えいっ」

　彼女は可愛かわいい声でバクチーノの足を引っ張る。

　バクチーノは顔面から床に倒たおれ──その体はアロエさんを中心に孤を描えがくように振ふり回されて、反対側の床に叩たたきつけられた。

　歯が二本ほど折れ、鼻血を出して白目を剝むく盗賊の姿を見て、逃げずに見守っていた客たちから溢あふれんばかりの歓かん声せいが沸わいたのだった。

　小さく息をつき、アロエさんは俺に近付いてきて、

「……マワルくんは酒場で被ひ害がい者しやの女の子に飲み物でも作ってあげて。知り合いなんでしょ？　彼女には盗とう賊ぞく捕ほ縛ばくの褒ほう賞しよう金が渡わたされるって伝えておいて。こっちの事後処理は私がしておくから」

「俺と彼女が知り合いって？」

「だって、あの子、マワルくんのことを変なニックネームで呼んでいたし」

　そう言えば、さっきタルトは俺のことをマスターと呼んだ。それの意味するところは……まさか変態マスター？

　そう思いながら、タルトに恐おそる恐おそる声をかけた。

「あ……あの、タルト様。盗賊捕縛のご協力ありがとうございました。あちらでお飲み物の用意を致いたしますので、よろしければおいで下さい」

　俺ができるだけ丁てい寧ねいに言うと、彼女は紫むらさき色いろの瞳ひとみで俺を見上げ、こくりと頷いた。







　裏口を使って酒場にまわると、竈かまどの熱を使って、先程氷こおり漬づけになった盗賊の解かい凍とう作業をしている職員がいた。

　そして、酒場のテーブルには、

「あ、来たわね、変態。お腹なか空すいたから朝ごはん作って！　昨日のお詫わびよお詫び」

「お……お邪じや魔ましています、マワル様」

　なんちゃってプリーストのキュレリーと、なんちゃって盗賊のエミナがいた。キュレリーは昨日のことが恥はずかしかったのか、俺から目を逸そらした。なんでも、教会でキュレリーと一緒に朝食を食べたけれど、少し足りなくて酒場に来たのだとか。

　そして、エミナはタルトを見つけると、

「あ、やっぱりその子、マワルに会いにきたのね」

　と笑え顔がおで言う。

「……知り合い……なのか？」

「忘れたの？　私たち三人はマワル被害者の会のメンバーよ」

　……できることなら自分の罪は忘れてしまいたい。あの光景は心の片かた隅すみに保存するとして。

「それで、賠ばい償しよう請せい求きゆうするなら、職業斡旋所に行ったらいると思うわよって昨日教えてあげたのよ。偉えらいでしょ？」

「ぐっ、昨日も説明しただろ。犬になっている間の記き憶おくはないんだよ。こんな女の子がいたことも知らないよ……いや、お前に頭を踏ふまれてから見たような気がしないでもないが、すぐに気絶してはっきりと覚えていない」

　と言いながら、俺はタルトを見て、

「そういうわけなんで、昨日の詫びはできることならするが、許してくれ」

「……できることならしてくださるのですか？」

　相変わらず無表情だが、その瞳は何か期待しているように潤うるんでいる。

「あぁ……金も……少しなら用意できる」

「……それでは、私のマスターになってください」

「……は？」

　予想の斜ななめ上を行く申し出に、俺の頭は完全に置いてけぼりをくらった。

「……昨日の獣じゆう化かの魔法に私は感動しました。それだけではなく、私のことを一瞬で魔術師だとわかったその鑑かん定てい眼、まさに私がマスターと呼ぶのにふさわしいお方です」

　……そこまで言われると何か背中がむず痒がゆくなるな。

　鑑定スキルを持っているおかげなだけだ。

「やめておいた方がいいわよ、タルト。マワルの魔力はＧしかないし、魔法もファイヤしか使えないから」

「Ｇじゃねぇよ、Ｆになったわ。あと、回復魔法も使えるぞ」

　エミナとキュレリーとは今後も一緒に行動することが多くなりそうな気がするし、隠かくすことなく正直に伝えた。

　まぁ、魔法をひとつ覚えるくらいなら、ちょっと頑がん張ばったと言えば大だい丈じよう夫ぶだろう。

「え……マワル様、回復魔法を使えるのですか？」

　何かキュレリーがショックを受けたような顔になる。

　やっぱり、プリーストなのに回復魔法が使えないことを気にしていたのだろうか？

「まぁ、ヒールだけだからな」

「……流石さすがマスターです！　普ふ通つうの魔術師は回復魔法と火か炎えん魔法を両方取得できないものなんです！」

「え？　そうなの？」

「……回復魔法はプリーストの、火炎魔法はメイジの修しゆ行ぎようを積んだものが覚えられる魔法ですからね。その性質は光と闇やみ、相反するものなので」

　なるほど、そういうことか。

　改めて、スロットガチャの異常さがよくわかったな。本来なら修行をしないと覚えられないスキルをこうも簡単に覚えられるおかげで、本来ならありえない組み合わせのスキル一覧ができあがるということか。

　今後、スキルや魔法一覧は誰だれにも見せないようにしないといけないな。

「そっか、回復魔法が使えるなら、マワルも一いつ緒しよに来る？」

「そうですね、回復魔法が使えるのなら私達も心強いですし」

「……マスターも一緒にいらしてください」

　……ん？　話が全く見えてこない。

「実はマワル被害者の会ということで、昨日、タルトと意気投合して、三人でリッチの出る迷めい宮きゆうに行こうって話になったのよ」

「リッチ退治!?　リッチって、確か、死霊の王ノーライフキングっていう強敵じゃなかったか？」

　確か、ゲームとかでよく出てくるよな、そういう名前の魔物。俺が一時期はまっていたソシャゲにも出てきた記憶がある。あのゲームは僅わずか半年で配信停止になったが。

　そう言いながら、俺は椅い子すに座り、膝ひざの上にスマホを置いてリッチについて調べることにした。

「へぇ、マワルも流石にリッチについては知っているのね」

「リッチは死霊の王ノーライフキングと呼ばれる魔物です。生前は高位の魔術師だった人間がなるらしく、不死生物アンデツドの親玉ですからね。どんなふうに成じよう仏ぶつするのか、考えただけでもぞくぞくと感じるものが──」

　Ｓモードに入っているキュレリーを無視して、俺はスマホで確かく認にんした。討とう伐ばつ時に貰もらえる徳ポイントが１万という大ボスだった。

「うぅん……」

　少し悩なやむ。

　徳ポイントは欲ほしい。それこそ喉のどから手が出るほどに。

　だが、俺は弱い。一いつ般ぱん人じんレベルにも達しないくらいだ。

「残念ですが、本当に残念ですが、私達の目的はリッチの討伐ではありません。勿もち論ろん、リッチを討伐できればそれに越こしたことがありませんが、途と中ちゆうに開かずの扉があり、誰もリッチのいる部屋までたどり着いた人がいないのです。その代わり、リッチの影えい響きようは迷宮全体にあるらしく、不死生物アンデツドの魔物が常に溢れている迷宮なのです。私はプリーストとして、それらの不死生物アンデツドを浄じよう化かしないといけません！」

　力強く拳こぶしを握り、綺き麗れい事ごとを言うキュレリーだが、つまりはドＳの欲よつ求きゆうを満たしたいということか。ただ、アンデッド相手だと確かにキュレリーの破は邪じや魔法は絶大だ。

「迷宮といえば、トレジャーハンターである私の腕うでの見せ所でしょ？」

「お前の職業は無職だし、それに希望職は盗とう賊ぞくだろうが」

「ちょ……（マワル、それを言ったらだめでしょ。私が盗賊だってこと、キュレリーたちにはまだ言っていないんだから）」

　俺が呟つぶやくと、エミナは俺の口を押さえた。そして、小声で窘たしなめる。

　安心してもいいと思うんだけどな。

　エミナが盗賊だって名乗っても今や誰も信じないだろうから。

「……私も迷宮で有用な魔法があります。力にはなれると思います」

　タルトについてはよくわからないが、魔法の範はん囲いは狭せまいものの、その威い力りよくは確かなものがあった。迷宮のような障害物の多い場所では有効かもしれない。

「……ちなみに、いつ行くんだ？　その迷宮とやらには」

「今から行こうと思ってるわ。あの迷宮はここから近いから、日帰りで行けるし」

「それなら、俺は無理だな。仕事がある」

　一いつ瞬しゆん、行ってもいいかなぁと思ったが、やっぱり命あっての物種だ。

　危険なことは、もう少しスキルを覚えて自分の身を自分で守れるようになってからにしよう。

　また今度誘さそってくれ、と言おうと思ったら、アロエさんがどこか浮うかない表情で俺に近付いてきて、

「所長から連れん絡らくが来たわ。やっぱり職業を見るためのルーペの無断使用がちょっと問題になっちゃって、とりあえず私たちは今日休むようにって。処分は明日伝えることになったわ」

　アロエさんが申し訳なさそうに告げた。

「ということは、マワルは今日、暇ひまなわけね」

　え……マジ？

　自宅謹きん慎しんするべきじゃないか？

「……いや、でも、俺は」

「マワル、昨日私に言ったわよね。なんでもするから許してくれって」

「これも女め神がみセリーア様のお導きでしょう」

「……ちょっと待ってくれ」

　俺は店の裏口にまわり、スマホを取り出して電話をかけた。

　着信音三回で電話は繫つながる。

「セリーア様ですか？　急な電話すみません。ひとつ聞きたいんですけど──」

『私は何もしていませんが、すみません、許してください！　先せん輩ぱいにも怒おこられて私、どうしたらいいか──』

　うん、どうやら女神セリーア様のお導きではなかったようだと確認できた。




　こうして、俺はなし崩くずし的にリッチの出る迷宮に行くことになった。

　スマホの向こう側から、セリーア様の謝る声が何度も聞こえ、

「マワル、ところで朝ごはんまだぁぁぁ？」

　酒場の中から、朝飯を要求するエミナの声が聞こえてきた。







　迷宮があるという場所はビナギの町から徒歩で三時間ほど南下したところにあった。

　迷宮というから、巨きよ大だい遺い跡せきの中や洞どう窟くつの中にあるようなものを想像していたのだが──

【ようこそ、迷宮の村リッチステーションへ！】

　という看板が掲かかげられていた村に俺たちはやってきた。

　この世界はいろいろと間ま違ちがってるんじゃないだろうか。

　リッチステーションって、金持ち駅じゃなく、絶対に「死霊の王ノーライフキングリッチのいる場所」という意味だろう。

　前者なら、それはそれで大問題だが。

　よっぽど観光資源がなくて迷宮に頼たよるしかない村なのか、それとも迷宮があるからこの村ができたのかはわからない。村の名前からして後者かもしれないが、迷宮ができたから改名したという可能性もある。

「見て見てマワル！　あそこにリッチの等身大人形が飾かざってあるわ！」

　エミナは観光気分ではしゃいでいる。

　リッチ人形は、ほとんどミイラになった男が錫しやく杖じようを持ち、頭に錆さびた冠かんむりを被かぶったような姿をしている人形で、夜に見たらとても怖こわそうだ。

　冒ぼう険けん者しや風の男が、子供を肩かた車ぐるまして、リッチ人形の錆びた王おう冠かんに触さわらせている。

　人形には触ふれないでくださいと書かれているのが見えていないのだろうか？

　恥はずかしいからあんな真似まねをするんじゃないぞと思ったら、エミナの奴やつが既すでに人形に手を触れようとしていたので慌あわてて襟えり首くびをつかんで引き離はなした。

「ちょっと、ちょっとだけなのよ！　知ってる？　リッチ人形に触ったら懐ふところまでリッチになるっていう伝説が──」

「そんな伝説は知らない！」

　俺はエミナの保護者じゃないんだぞ、全く。

　そう思って後ろを見たら、

「浄化したい……あぁ、人形とわかっていても浄化したいわ」

　頰ほおを赤らめてうずうずしているキュレリーがいた。

　本当にマトモなのはタルトだけだなと心から思う。

「タルト、どうしたんだ？」

「……マスター、首輪を売っています」

「ん？　おぉ、ペット・使い魔ま用の首輪って書いてあるな」

　彼女はじっと首輪を見ている。嫌いやな予感がする。

「なぁ、もしかして忠義の証あかしとして首輪を着けたいとか言わないだろうな？」

「……言いません」

「悪い……そうだよな、そんなことを言うわけないよな」

　そうだよな。タルトは常識人だよな。

「……はい。首輪は自分で着けるものではなく、マスターに着けていただくものですから」

「ぜひ私に着けてください」というタルトの発言に俺はすかさず前言を撤てつ回かいする。どいつもこいつも大おお馬ば鹿かだ。

「俺は明日の朝までに帰らないといけないんだから土産みやげ物ものなんて買ってる暇はない。早く迷宮に潜もぐって、とっとと帰るぞ」

　なんでこの中で一番弱い俺がこいつらのリーダーっぽいことせにゃならんのだ。

　それにしても、この村は冒険者が多いな。しかもどいつもこいつも強そうだ。

「この分だとリッチはすでに討伐されてるんじゃないか？」

　俺がそう呟くと、キュレリーは首を横に振ふる。

「マワル様、それはないと思います。ここの迷宮には誰も開けることのできていない扉とびらがございまして、それを開けないと奥に行けない仕組みになっているのです。なので、まだ誰も奥には行けていません」

「あぁ、そうだったな」

　だからこそ俺も来たわけだし。それに、鑑かん定ていスキルを使って冒険者のランクを見ると、ほとんどがＥ程度。

　Ｂ＋ランク、Ｂランク、Ｂマイナスランクが揃そろっているこのパーティーならそれほど危険はないだろうと思っていると、俺のトレーナーの裾すそを誰かが引っ張った。

　振り向くと、タルトが何か期待するような目でこちらを見ており、その手には、首輪が握にぎられていた。

「はは……は……」

　俺は口の端はしを引きつらせながら苦く笑しようするしかなかった。




　　　　※※※




「へぇ、マワルってそういう趣しゆ味みなんだ……へぇー」

「マワル様、女神セリーア様は変態的嗜し好こうを持っていても等しく救いを授さずけてくださいます」

　エミナがニヤニヤ笑い、キュレリーが真しん摯しに祈いのりを捧ささげた。

　俺だって好きで着けてやったわけじゃないのに。リードがないだけまだマシだと思ってはいるが。

　タルトは無表情ながらも機き嫌げんはかなり良いようで、

「……マスター、ありがとうございます」

　無表情のはずなのに、なんでだろう、耳と尻尾しつぽの幻げん覚かくが見えて、尻尾が大きく揺ゆれている気がする。

　たぶん嬉うれしいんだろうな。

　とまぁ、そんなこんなで、俺達は村の中央にある階段を下っていった。

　ここがリッチのいる迷めい宮きゆうか。

　迷宮の中にはところどころ光源となるランプが置かれている。

　油や蠟ろう燭そくではなく、魔道具なのだろう。蛍けい光こう灯とうのように明るい。

「私が先頭を行くわ！　トレジャーハンターたるもの、罠わなや魔物を発見する力はあるわ！　例えばこの曲がり角を右に曲がると魔物の気配があるから、左に曲がりましょ」

　そう言って先頭を歩くエミナは角を何故なぜか右に曲がった。ていうか、なんで右に魔物がいるってわかって左に曲がる提案したのに、右に曲がってるんだよ。もうそれ、方向音おん痴ちとかそういうレベルを越こしてないか？

　そして、エミナの索さく敵てきは正しかったようで、横から理科室の骸がい骨こつの標本模型のような魔物がエミナの腕に嚙かみついてきた。

【スケルトン：ランクＦ・ゾンビとならぶ最弱アンデッドの一種】

　目を細めて鑑定してみると、そう表示される。
















　最弱なのに、ランクＦ……おそらくＦランクのステータスの持ち主が倒たおせる魔物ということ。ならば俺より強いことになるのか。

「キュレリー！　はやく、はやく退治して！」

「待ってください、スケルトンはとても弱いので、まずはメイスで足の骨を砕くだいて……あん、あぁぁぁ、この感かん触しよくがたまりません！」

　メイスでスケルトンの足の骨を砕いて息を荒あらげる変態プリースト。

　散々いたぶった後、キュレリーの魔法の矢が、スケルトンの額に突つき刺ささり、簡単に浄じよう化かした。

　ライトアローは詠えい唱しようの短さからすると簡単な光の魔法といったところか。

「あう、やっぱり最後の浄化魔法が一番快っ感っ！」

　スケルトンを浄化させたキュレリーはとてもご満まん悦えつ。

　それに対してエミナはというと、

「うぅぅ、腕うでが痛い、帰りましょうよ」

　もう泣きそうになっていた。

「ほら、腕を見せてみろ」

　エミナの袖そでを捲まくる。内出血で紫むらさき色いろになった歯型がしっかり残っている。

「ヒール」

　俺がそう言うと、エミナの患かん部ぶがうっすらと輝かがやきを放ち、内出血の痕あとが徐じよ々じよになくなっていく。

「ふぅ……魔力が低いからこれだけで疲つかれるな」

　袖で汗あせを拭ぬぐいながら呟つぶやいた。

「驚おどろいたわね、本当に回復魔法が使えたの……しかも詠唱無しで」

「……流石さすがはマスターです」

　ん？　魔法ってやっぱり詠唱が必要なのか？

　そう言えばキュレリーも長い魔法の詠唱をしていたが、俺は詠唱をする必要はない。

「でも、魔法ならタルトだって詠唱をしてないだろ？」

「……はい、マスターの仰おつしやる通り、私も詠唱省略のスキルを持っています」

　タルトは詠唱省略のおかげで魔法名を言うだけでスキルを使えるのだという。

　タルトも俺が同じスキルを持っていると思い込んでいるようだが、当然俺はそんなスキルなんて持っていない。理り屈くつはわからないが、女め神がみ様の加護だと思っておこう。

「ほら、トレジャーハンター。先頭を歩くんだろ！　キリキリ働け」

　痛みはなくなっても痛かったという過去は消えてなくならない。

　あの痛みを思い出し、エミナは先頭を進むことにしり込みしているようだ。

「うぅ……誰だれか先頭代わってよ」

「無茶言うな。近きん距きよ離り専門と変態ドＳとはいえ、後衛職二人とただの下したっ端ぱ料理人なんだからな」

　本当にバランスが悪すぎるパーティーだと、エミナは今いま頃ごろ後こう悔かいしているに違ちがいない。涙なみだ目めになっている彼女を見て俺は心の中で笑ってやった。

　迷宮の中にいる魔物はアンデッドばかりではない。

【ポイズンバット：ランクＦ・小さな蝙蝠こうもり。弱いけれど嚙まれると毒状態になる】

　迷宮の地下三階で、小さな蝙蝠の群れが俺達に群がってきた。

「気を付けろ！　嚙まれると毒状態になるぞ！」

　俺はそう言って、倉庫に入れていた包丁を取り出して振り回す。

「わかってるわよ！　あとマワル、武器が被かぶってるんだけど！」

「うるせぇ！　そんなこと言ってる場合じゃないだろ！　そもそも非力な俺が使える武器なんて包丁かデッキブラシしかないだろうが！」

「デッキブラシを武器として見ているマワルってかなりおかしいわよ！」

　エミナが騒さわぎながらも器用に蝙蝠を両断していっては、投げナイフで遠くの蝙蝠を打ち落としていった。

「フレイムウォール！」

　背後で声が上がった。

　と同時に、タルトの周りに炎ほのおの壁かべのようなものが現れた。彼女を襲おそっていた蝙蝠が一いつ瞬しゆんで消し炭と化した。

「……残念でしたね、ここは私の領域テリトリーです」

　流石はなんちゃってプリーストと違い、れっきとしたメイジだ。凄すごいな。領域テリトリーが狭せますぎるのが欠点だが。

　それに比べてキュレリーはというと、近くにあった岩にもたれるように座って戦いを傍ぼう観かんしていた。

「キュレリー、お前も手伝え……ってまぁアンデッド以外だとお前の魔法は役に立たないか」

「言いましたね、マワル様。私の魔法はアンデッド以外に使えない？　いつからそんな誤解をなさったのかはわかりませんが、見せましょう」

　キュレリーはそう言って立ち上がるとメイスを構え、短く呪じゆ文もんを詠唱し、

「ライトアロー！」

　とスケルトンに対して行ったのと同じ魔法の光の矢をポイズンバットの一匹ぴきに放った。

　おぉっ！　あの光の矢はアンデッド以外にも効果があったのか!?

　光の矢はポイズンバットに突き刺さり四散した。

　だが、全くダメージを与あたえていないように見える。

「このように一いつ般ぱんの動物にも目くらまし程度に──え？」

「あぁ、コウモリって超ちよう音おん波ぱで相手を探さぐるから、別に目がくらんだとしても獲え物ものの場所はわかるそうだぞ」

「キャァァァァっ！」

　キュレリーは光の矢を放ったコウモリに追われていた。

　しかもキュレリーが逃にげてばかりなので、自分達よりも格下の相手だと悟さとったコウモリ達が一いつ斉せいにキュレリーに襲い掛かかる。

「おぉい、タルト、助けてやってくれ！　幸い相手はまとまっているから」

「わかりました」

　タルトはそう言うと、全力でコウモリの群れの中心へと走っていく。

　普ふ通つうに遠くから攻こう撃げきしてくれてもいいんだが──躱かわされるのを心配しているのだろうか？

「サンダーフィールド！」

　彼女が自分の周りに雷かみなりの力場を生じさせた。

　一瞬のうちに無数のコウモリが感電、大地に落ちていく。

　そして残ったコウモリも逃げ出した。

　戦せん闘とう終しゆう了りようだ。

　それにしても流石だな、タルトは。今回のＭＶＰは間違いなく彼女なのに自じ慢まんするでもなく涼すずしい顔をしている。

「みんな怪け我がはないな。毒になってたら言えよ、解げ毒どく薬は持ってきているからな」

「マスター、少しよろしいでしょうか？」

「ん？　どうした？」

「ポイズンバットの群れに突とつ入にゆうした時に七カ所嚙まれ、毒が回ってきているようです──」

　そう言って彼女は大きく揺れて倒れそうになる。

　杖つえがなかったら間違いなく倒れていただろう。

「私に解毒薬を一つ……お願いしま……ガクっ」

　最終的には杖でも支えきれなくなったタルトの体を慌あわてて支える。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかよ……ったく、お前はメイジなんだからあまり敵の中に突入するなよ。後ろから魔法で攻撃していたらいいんだから。前に出て危ない目に遭あうのはエミナだけでいいんだよ」

「どういう意味よ、マワル！」

「うるせぇ、お前が、『石を投げて敵がいるかどうか調べたらいいのよ！』とか言ってコウモリの巣穴に石を投げ込んだせいでこうなったんだろうが」

「だって、急に魔物が出たら怖こわいじゃない！　それともマワルはスケルトンに嚙まれたことがあるの？」

「奇き遇ぐうだな、俺はゾンビに嚙まれたことがあるぞ」

　お互たがいに不幸自慢をしながらも、倉庫から解毒薬を取り出す。この世界に来た初日にスロットガチャで当てたまま倉庫の中で使わずに眠ねむっていた品だ。

　解毒薬は丸薬タイプで、一回三粒つぶ服用しなくてはいけないらしい。タルトの口の中に含ふくませ、水で流し込むと、彼女の顔色が少しよくなった。

　そして、俺はタルトを背負った。すると、背中に小さな凸とつが二つ。

（…………っ！）

　これはヤバイと思ったが、なによりやばかったのは、タルトが背負っている金属製の杖が重すぎた。この杖だけで二十キロくらいあるんじゃないか？

　結局、タルトはキュレリーが、力がＧしかない俺はタルトの杖だけを持って運ぶことになった……くっ、力が上がるスキルを身に付けないといけないのか。

　そして、途と中ちゆうでスケルトンを三匹見つけた後、冒ぼう険けん者しや風のパーティーとすれ違い、お互い会え釈しやくを交かわした。

　一応後ろから襲われないかと警けい戒かいはしていたが、何事もなく。

「ところで、エミナ。俺たちは一体どこを目指してるんだ？」

「そうね、とりあえずこの先にレイスがよく出る泉があるらしいからそこを目指してるわ。大丈夫、結構前に地図を見たことがあるから間違えるはずがないわ！」

「……そうか、目の前に、いかにもな怪あやしい扉とびらがあるんだが、気のせいかな？」

　銀色の巨きよ大だいな扉がそこにあった。

　普通に開けようとしても絶対に開かないような扉が。

「……あれ……どこで道を間違えたのかしら」

「トレジャーハンターになろうとした時点で、お前は進むべき道を間違えていたと思うぞ」

「人生の道の選せん択たくっていうのは後こう悔かいはあっても間違いはないわよ！」

　……いい台詞せりふだが、

「トレジャーハンターになったことを後悔しているのか？」

「……方向音おん痴ちに生まれたことを少し後悔しているわ」

　それは人生を最初からやり直さないといけない後悔だなぁ。

「ということで、扉を開けるわよ！」

「何でそうなるんだよ！」

「ふふふ、私が超ちよう一いち流りゆうの鍵かぎ師しだってことを忘れてもらっては困るわ、マワル。一流じゃないわよ、超一流よ」

「一流と超一流の違いが俺にはわからないが、なんちゃってトレジャーハンターのお前に開けられるような扉じゃないだろ。扉を壊こわしてしまうのがオチだからやめておけ」

　俺は嘆たん息そく混じりに未来を予測する。その未来は予測というよりも、本当に数分後に実現する予言に近いと思った。

　俺に散々言われたエミナ……怒おこるかと思ったら、不敵な笑えみを浮うかべ、

「見ていると良いわ。鍵っ子エミナと言わしめた私の実力を！」

　……見ていてやるが、町に帰ったら鍵っ子の意味を調べろよな。

　鍵を開けることが得意な子供という意味ではないから。

　エミナはポケットから円柱状の道具袋ぶくろを取り出すと、巻物のように広げた。

　その中には様々な形状の針金や、錆さび取りなどの薬品が入っていた。

　さて、エミナが失敗するまで時間がかかりそうだし、徳ポイントを確かく認にんするか、とスマホを起動させる。

　迷宮の中だから圏けん外がいで起動できない──ということはなく普通にアプリは開始できた。

　徳ポイントは１８５２ポイント。

　よし、十一連ガチャができるな。

　ここで（Ｂ）を引いて獣じゆう化かなどしたら困るが、まぁ大丈夫だろう。

　十一連ガチャを選択。だが、赤いスロットの出現や魔ま女じよっ娘こセリーア様の出現もなく、スロットは回転していく。

　そして、




【１１８（Ｎ）：のど飴あめ一瓶びん】

【１８６（Ｎ）：鶏とり肉にく一キロ】

【２４８（Ｎ）：漂ひよう白はく用洗せん剤ざい】

【２９２（Ｎ）：モップ】

【５０１（Ｎ＋）：たこ焼き一カ月分】

【６４２（Ｎ＋）：スキル「土下座補正＋＋」】

【７４２（Ｎ＋）：爆破札】

【７５１（Ｎ＋）：黒毛和牛一キロ】

【８０５（Ｎ＋）：マナポーション三本】

【８２５（Ｎ＋）：スキル「キノコ毒耐たい性せい」】

【９０３（Ｒ）：魔法「ライトニング」】




　おぉ、新たな魔法が来た。ライトニングか。

　たぶん、雷かみなりの魔法だな。

　土下座補正がまさかのパワーアップし、さらにたこ焼き一カ月分追加してしまったが、黒毛和牛などは嬉うれしいな。

　何か嬉しいことがあった日に食べよう。

　キノコ毒耐性に関しては、鑑かん定ていがあるから毒キノコを間違えて食べる心配はないが、持っていて損するスキルではない。

　よし、まずはちょっと雷魔法を試ためしてみるか。

　もしかしたら、新たな魔法を覚えたことで、魔力がＦからＥになっているかもしれない。

　適当な岩を見つけ、そこに向かって俺は──

「ライトニン──」

　最後まで言う前に爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。

　俺の魔法が暴走したのか？　そう思ったが、爆音はどうやらエミナの作業していた場所から聞こえてきたらしい。

「エミナ、いったい今のは──」

「扉の鍵かぎ穴あなにトラップ用の爆破札が仕込まれていたのよ」

　爆破札？

　そういえばガチャの結果の中にあったな。倉庫から取り出してみると、紫むらさき色いろのインクで文字が書かれた赤色の札が現れた。

【爆破札：破ると爆発する札。トラップ作成などに使われる】

　……なるほど、こういうものか。

「つまり、トラップに引っかかったわけか……全く。ほら、諦あきらめて帰る──」

　言いかけて、俺の言葉が止まった。

　扉が音を立てて開いたのだ。

「爆破札を取り出して、鍵穴に詰つめ直し、鍵穴ごとぶっ壊したってわけ。どう？　これが開かい錠じようスキルの力よ！」

「力ちから技わざすぎるだろ！」

「力技じゃないわよ。きっちり計算して爆破しないと、鍵穴が壊れてても扉が開かない状態になるんだから。いい？　開錠スキルの本領は壊して開けることよ。お上品な解かい錠じようスキルとは違ちがうんだから！」

　いやいや、そこで胸を張られても。

　どうするんだよ──扉を壊して──そうだ、今から地上に戻もどって冒険者を集めて全員でリッチを──

　と俺が提案しようとすると、タルトを背負ったキュレリーとエミナがさらに奥に進もうと歩き出した。

「おい、エミナ！　道を間違えてるぞ、入り口はこっちだ！」

「間違えてるのはマワルのほうでしょ。誰だれも入ったことのない迷めい宮きゆうの奥よ。まだ見ぬ財宝があるかもしれないじゃない」

「私は迷えるリッチを浄じよう化かするという使命がありますから」

「待てって、ふたりで行くのは危険だ……せめて気絶しているタルトが目を覚ますまで待ってくれ。そうしたら俺とタルトは先に外に出て──って、おい、待ってくれ！」

　後ろを振ふり返ると、誰もいない通路が広がっているが──どこからか魔ま物ものが出てこないとも限らない。

　俺一人で地上になんて戻れるわけもなく──

「待ってくれ！」

　情けない声を上げながら、俺はエミナたちを追いかけた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。エミナは極度の方向音痴。目的地には決してたどり着かない。

　ある程度見て回って、タルトが目を覚ましたら戻ろう。

　幸い、扉の向こう側は魔物の気配はなく、何事もなく進むことができた。残念なことに財宝類も見つからないが。

「……見て、マワル。あそこに扉があるわ。きっとあそこに財宝があるに違いないわ！」

　ある程度進むと、大きな扉があった。たしかに重要な扉に違いないが。

「あそこを開けるのは止やめよう。リッチがいるかもしれない」

「……いえ、扉を開けましょう──リッチがいたら……リッチがいたら倒たおさなくてはいけません」

　そう宣言するキュレリーの顔がにやけていた。こいつ、完全にリッチを倒すつもりでいる。

　ここでキュレリーを引きずって帰るには俺の力は足りない──くそっ。

「キュレリー、魔法の詠えい唱しようを──扉を開けてリッチがいたら、最強の魔法を使えるようにしろ。チャンスは一度だ。もしもリッチにお前の魔法が効かなかったら逃にげる──一目散で──」

「……わかりました。流石さすがにリッチ相手だと私も油断できませんからね。リッチ相手に弄もてあそ──教義を説くのは今度にしましょう」

「お前、弄ぶって言おうとしただろ。今度もその次もその次の次もそんなことをするな」

「…………では、詠唱を始めますので、エミナさん、タルトさんを預かってください」

「俺のことを無視するな！　キュレリー！」

　俺が怒ど鳴なるが、キュレリーは無視して魔法の詠唱を開始した。

　そして──キュレリーが扉を開けるように合図を送る。

「エミナ、頼たのむ」

「私は今、タルトを背負ってるでしょ！　マワルが開けてよ！」

「バカ言え、俺の速度はＧランクだ！　一番最初に逃げないといけないんだよ。ほら、俺が背負ってやるから」

　タルトを取り上げ、俺が背負った。

「じゃあ、一いつ緒しよに開けましょ！」

「だから、俺は──」

　言おうとした時、キュレリーと目があった。

　詠唱を終えて溜ため状態に入ったキュレリーが、少し苦しそうに睨にらみ付けてきた。

　……わかった、開けます！　開けますから恨うらめしそうに見ないでくれ。

　俺は左手だけでタルトを支え、エミナとともに扉とびらの取っ手に手をかけた。

　そして、扉の前にキュレリーが立つ。

　エミナが指で合図を送った。

（三……二……一……）

　零ゼロの合図とともに、扉が奥に開かれた。

　そして、その向こうにいたのは──黒いローブに身を包んだ茶色い骨──だがスケルトンではなく、

【リッチ：ランクＡ・死霊の王ノーライフキング。アンデッドを生み出す力がある】

　リッチだ──俺が認識したのはそこまでだった。

「大天使の白光線アークエンジエルライトレーザー！」

　白い光線がリッチを包み込んだ。

　やったか──と思ったが、それはフラグだとすぐに気付いた。

　なぜなら、白い光線が消えた先には──不可視の壁かべが張られており、

『ほう、中々の威い力りよく──やりおる。流石はここまで来ただけのことは──』

「失礼しました！」

　俺は扉を閉めた。

『待て、閉めるなっ！　話を聞け！』

　待ってられるか！

　俺はタルトを抱かかえたまま走り出した。

「逃げるぞ！」

　と言いながら、

　──遠えん隔かく施せ錠じよう！

　扉の鍵かぎを掛かけた。

「残念です、次こそは──」

　魔力の大半を失ったのか、キュレリーは疲つかれたように言う。

「だから、次なんてない！」

　扉の鍵が外れる音が聞こえてきた。

　──遠隔施錠！

　扉を開かれる前にもう一度鍵を掛ける。

　さらにダメ押しで──

「ライトニング！」

　魔法を唱えた。雷かみなりが扉に向かって放たれた。

　そして、

『む、静電気か』

　……どうせ俺の魔法は静電気レベルしかないよ、チクショウ。

　今のうちに時間を稼かせぎ、一刻も早く迷宮の外へ──そう思った時だった。

　扉が爆発した。

　金属製の扉のはずなのに。

　そして、その爆ばく炎えんは扉だけでなく俺たちにまで迫せまってきて──

「……アイスウォール！」

　突とつ如じよとして俺の背後に現れた氷の壁が爆炎を防いだ。

「気付いたか、タルト！」

「……気を失ってしまい、申し訳ありません、マスター」

「それはもういい、後ろの敵を排はい除じよしろ！」

「……かしこまりました！　ドラゴンブレス！」

　何か凄すごそうな魔ま法ほうをタルトが唱え──極大の炎ほのおがリッチに向かって飛ぶ。

　……が二メートルほど飛んだところで炎は消えた。

「すみません、やはり届きません」

「やっぱり、お前の魔法は範はん囲いが狭せますぎる！」

　足が千切れそうになりながらも俺は全力で前に向かって走り出した──が、俺たちの頭上を何かが通過した──そして、目の前にそれは現れた。

　宝石のついた杖つえを持ち、黒いローブを纏まとった骸がい骨こつ。

　そのリッチの顔に肉がついていき──老人の顔を作った。

「……全く、話を聞けと言っているだろう」

　しまった、回り込まれた。

　エミナとキュレリー、そして、俺の背から下りたタルトが臨戦態勢に入る。

　戦う気のようだ。

　こうなったら、俺も腹をくくるしかない。

　俺は三人の間に立ち、エミナとキュレリーの頭を摑つかみ、




「すみませんっしたぁぁぁぁぁっ！」




　土下座＋＋スキル発動！

　音速を超こえる動きで、エミナとキュレリーとともに土下座の姿勢を取る。

「タルト、お前も謝れ！　俺と同じポーズを取るんだ！」

「かしこまりました」

　タルトもまた俺に倣ならい土下座をする。

　そして、俺は土下座＋＋スキルの威力をさらに発揮させた。

「なっ、坊ぼう主ずが輝かがやいて見える。これは、東洋に伝わる伝説の謝罪のポーズ、ＤＯＧＥＺＡか！」

　どうだ、見たか。これが土下座＋＋のスキルの神しん髄ずいだ。ちなみに、音速を超える動きで頭を地面にこすりつけたのに怪け我がをしていないのも、土下座＋＋スキルのなせる業わざだ。

「マワル、私はアンデッドに謝罪することなどできません」

「うるせぇ、リッチさんにいきなり攻こう撃げきしたお前が一番謝罪をしないといけないんだろうが！　そもそも最大の攻撃を防がれてる時点で俺達には勝ち目がないんだよ！　背中を見せたら殺される！　なら土下座して──」

「よいぞ──」

　リッチが低い声でそう言った。

「許してくれるんですか!?　ありがとうございます！」

「ワシを浄じよう化かさせることを許可しよう」

「みんな、リッチさんもそうおっしゃってくれていることだし解散──え？」

　聞き間ま違ちがいか？　と俺はリッチの顔を見た。

「よいぞ、ワシを浄化しても。それがワシにとって最大の復ふく讐しゆうになる。この村へのな」

　リッチは語った。彼は元々は各地を転々とし、別に悪事をなすでもなく食べ歩きが好きな存在だった。

　リッチの趣しゆ味みが食べ歩きというのはどうかという点は置いておくとして、彼はこの村を訪おとずれた時、最高に旨うまいものがあるからと村長にこの迷めい宮きゆうの奥に案内され、閉じ込められたという。

　扉は特とく殊しゆなもので、彼でも壊こわすことはできなかった。

　リッチは死霊の王ノーライフキング、そこにいるだけでアンデッドを生み出す。

　しかも、それは建物全体に広がる。

　そう、この村の当時の村長は名物がなにもないため、人工的に迷宮を作り出そうとしたのだという。

　どのような復讐をしようかと考え続けること三百五十年、結果、自分がここで浄化されたらこの場所は迷宮ではなくただのコウモリの住む洞どう窟くつになるという。

「それに、もう生きるのに疲れた」

「あんたすでに死んでるだろ」

　俺がそう言うと、リッチはギロリと睨んできた。

「す、すみません」

「まぁよい。それで、そちらのプリーストよ、ワシを浄化してくれんか？」

　そりゃ浄化してくれるだろう。

　なんたって、キュレリーはリッチを浄化するためにここに来たんだから。

　なんか、少し可か哀わいそうだなと思うが、それが本人の望みなら仕方ないな。

「それはできません。私の主義に反します」

　キュレリーはそう言い切った。

　聞き間違いだろうか？　アンデッドを倒たおすことに快感を見み出いだすキュレリーが否定するなんて。この爺じいさんに同情でもしたのか？

「なるほど……流石さすがはプリースト。なんと慈じ悲ひ深い……だがワシは」

「望んで浄化されたい相手を浄化しても何の楽しみもありません。そこはせめて嫌いやがるフリでもしてもらいませんと──」

「この変態ドＳプリーストがっ！」

　俺はすかさずキュレリーの頭を殴なぐっていた。

　そして、リッチに説得を試みる。

「……わかった、嫌がる演技をしよう。もうバリアは出さん。先さき程ほどの大天使の白光線アークエンジエルライトレーザーで浄化できるだろう」

「これでいいだろ？　キュレリー、頼たのむ」

「……わかりました」

　嘆たん息そくし、キュレリーは魔法の詠えい唱しようを開始。

　不承不承という感じだ。

「イヤジャイヤジャ、ワシはまだ死にたくない」

　うん、ただ駄だ々だをこねる爺さんといった感じだな。ちょっと演技がひどすぎる。これだとキュレリーは納なつ得とくできないのではないかと思ったが、彼女は詠唱を続け、そして──

「大天使の白光線アークエンジエルライトレーザー！」

　と叫さけぶと同時に、メイスでリッチの頭をどついた。

「なっ、何をするかっ！　あ……あぁ、浄化される」

　リッチは頭を押さえながら白い光線を浴びて浄化されていった。

「……鬼おにだ」

　恍こう惚こつな表情を浮うかべて涎よだれを垂らすキュレリーを見て、俺は心からそう思った。

　その時だ──

【ピロリロリン】

　スマホの着信音が、俺の耳にだけ響ひびき渡わたったのだった。




【スロットガチャバージョン一・〇一アップデート条件を満たしました】








第四回転「家探しと下水掃そう除じの大逃とう走そう」









　リッチを退治した。リッチがしまっていた魔石を貰もらったし、そもそもリッチを倒したときに得られた巨きよ大だいな魔石、換かん金きんすれば一いつ攫かく千せん金きんの大おお儲もうけになるため、少し贅ぜい沢たくをして今夜はリッチステーションの村に一いつ泊ぱくし、明日の朝一番にビナギの町に戻もどろうかとも考えた。だが、エミナが迷宮の扉とびらを壊したことがばれたら何を言われるかわからないと思い直し、逃にげるように俺たちは村を去ることにした。

　すでに太陽は傾かたむきかけているが、なんとか太陽が完全に沈しずむまでには村に帰れそうだ。




　今回の戦いで得たものは大きい。

　まず、蝙蝠こうもりやスケルトン、リッチなどを倒したことで、俺たちのマイカードにはその戦歴が表示される。それに応じて職業斡あつ旋せん所じよから報ほう酬しゆうが貰えるはずだ。それに加え、魔石も得た。俺の採取時品質ＵＰのスキルのおかげで、スケルトンやリッチが落とした魔石の品質は大きく上じよう昇しようし、その価値は上がる。とくにリッチの落とした魔石はとても高純度であり、かつグレープフルーツくらいの大きさがあるので、それを売るだけで一財産を築けるらしい。そして、最後に、リッチを倒して得た徳ポイント──１万ポイント。

　迷宮から出る時も魔物を倒して徳ポイントを得たため、現在の徳ポイントは１万１１８２ポイントまで増えていた。

「本当に凄い成果よね。それも全部私があの扉を開けたおかげね」

「はい、エミナさんの技能は素す晴ばらしかったです。全すべては女め神がみセリーア様のお導きでしょう」

「……マスター、何か悩なやみがあるようですが、いかがしました？」

　大金を得たエミナと、大物を倒して快感を得たキュレリーは浮うき足立って、さっきから似たような会話を何度も繰くり返している。それに比べ、タルトだけは俺の悩みに気付いたようだ。

　そう、俺は現在悩んでいた。

　事の発ほつ端たんはキュレリーがリッチを浄化した時にまで遡さかのぼる。

　俺のスマホに新着メッセージが届いた。

　メールや電話ではない。よくソシャゲで、体力が全回復した時などに表示される通知メッセージのようなものだ。

　それには、こんなことが書いてあった。

【徳ポイントが１万ポイントを突とつ破ぱしました。アップデートその一が可能です】

　……アップデートという言葉に、俺は少しだけ心の傷が開く。

　アップデート、つまりはメンテナンス後というのは大たい抵ていシステムトラブルが多い。とあるゲームで俺はアップデート後、ガチャを回し、ＳＳＲの超ちよう激レアカードを一発で引き当てたことがある。だが、その日の夜、ゲームに致ち命めい的なトラブルが発生し、全データをアップデート前に戻されるという大事件が起きた。もちろん、運営者側から全ユーザーに対して損害の補ほ塡てんは行われた。僅わずかな補塡だ。個別の対応は行わないという運営の宣言の下もと、俺のＳＳＲカードは戻ってこなかった。あの日は涙なみだに明け暮れた。

　まぁそんなこともあり、アップデートには悪い印象を持つ俺だが、とりあえず内容を確かく認にんしようと思ってスロットガチャを起動。

　すると、アップデートの項こう目もくがあった。

　それをタップして、表示されたのはこんな文言だった。




【徳ポイント１万ポイントを使い、アップデートを行いますか？　はい／いいえ】




　徳ポイント１万。通常ガチャ百十回分だ。

　百十連ガチャか。元の世界でもやったことがあるけれど、あれは至高の贅ぜい沢たくともいえる神の所業だ。今すぐ回せと俺の中の悪あく魔まが囁ささやきかける。俺の性格を考えたら、こんな機会でもないと１万ポイントを使ってのアップデートなんてできない。絶対１０００ポイント集まると同時にガチャを回してしまう。

　とりあえずはまず十一連ガチャを一度回して様子を見るか、とも思ったが、それもできない。

　アップデートということは、何らかのシステムが追加されるはずだ。それがソシャゲのガチャにあるキャンペーンだったらどうする？　例えばＳＲ以上の確率ＵＰだとか、期間限定アイテムの登場みたいなものだったら？　俺は日本にいたころ、キャンペーン前にガチャをしたせいで、キャンペーン開始後ガチャができず、何度も涙なみだをのんできた。その時の失敗を、生まれ変わったこの世界で繰くり返かえすわけにはいかない。

　何かアップデート情報がわかる方法はないか？

　当然、それは迷めい宮きゆうを出るまでも、出てからも調べたがわからない。

　セリーア様にも電話したが、彼女は電話に出なかった。情報規制がされているのかもしれない。




　アップデートするべきか……それともせざるべきか。




　俺は悩み、指を右往左往させていると、

「何真しん剣けんな表情で自分の手を眺ながめてるのよっ！」

　とエミナが俺の背中を平手で叩たたき、

「いてっ──ぎゃぁぁぁぁっ！」




　今の衝しよう撃げきで、「はい」をタップしてしまった。

　待て！　待ってくれ、今のキャンセル……って手て遅おくれだ。

【アップデートが完かん了りようしました。アプリを再起動します】

　のメッセージが。

「エミナ、お前何してくれるんだ！」

「何って、背中を叩いただけじゃない」

「叩いただけって、それはそうなんだが、そのせいで──もういいっ！」

　スマホのことを説明するのも面めん倒どうだし、考えてみればアップデートするべきかどうか迷っていたわけだし。

　再起動したスロットガチャアプリを見ると、「バージョンアップ情報」という項目が追加されていた。

「マワルったら、まだ自分の手のひらを見ているわ」

「何かのおまじないでしょうか？」

「……エミナがマスターの背中を叩いた時、マスターの手の中に凄すごい魔ま力りよくを感じた……きっと何か凄いことをしていたに違ちがいない」

　俺の手のひらに魔力を感じた？　アップデートの時の徳ポイントの消費を、タルトには魔力として見えたのかもしれないな。

　と思いながら、バージョンアップ情報を確認した。

【バージョン一・〇一：倉庫からのアイテム召しよう喚かん機能追加　詳くわしくはこちら】

　こちらの部分が青色の太文字になっている。リンク先をタップして情報を確認すると、魔力を僅かに消費することで、倉庫の中のアイテムを、いちいち倉庫ボタンを押さなくても出すことができるらしい。

　ちなみに、アイテムの出現場所は自分の体から三十センチ以内に限るそうだ。

　便利と言えば便利なのだが、１万ポイントの価値があったのかと聞かれたら微び妙みような気がする。

　俺は深いため息をつき、それでも残った１１８２もの徳ポイントを今すぐ使おうかと考えた。もしもＢが出て俺に災わざわいが降り注ぐようなら、エミナを巻き込んでやる、そんな風に思いながら。

　スマホの画面に、スロットマシンが十一個現れた。そのうち、五番目のスロットは赤く染まっている。これはおそらくＲ以上確定！

「また、マスターの手から魔力が」

　……タルトは俺のスマホのエネルギーを感じ取っているのか。本当に魔法に関しては一流なんだな。効果範はん囲いと持続時間を除けば。

　と思いながらも、回るドラムを見つめる。

　左上から順番にドラムが停止していった。




【６０９（Ｎ＋）：スキル「綺き麗れい文字」】




　普ふ通つうに便利そうなスキルが現れた。これは幸さい先さきがいいと思っていたら、




【３２５（Ｎ）：サニーレタス五玉】

【５９７（Ｎ＋）：目薬（飲み薬）五本】

【４２９（Ｎ）：スイカ（ＬＬ寸）】




　ここで野菜ラッシュ。サニーレタスなら、３２５じゃなくて３２１じゃないかと思ったが、そう言えば３２１は醬しよう油ゆだった。

　どうやら語ご呂ろ合あわせに関しては何も考えていないようだ。そして、本日のメインディッシュが来た。

　いつもは一の位から止まっていくのに、今日は百の位から止まった。

　最初に止まったのは「９」だった。この時点で、０００～８８８のゾロ目の可能性は消えたが、代わりに９８６以上のＳＲの可能性が一気に上がる。そして、十の位は８。ここで、ＳＲの確率が四十パーセントになる。６以上の数字よ来いと俺はスマホを握にぎりしめた。

　結果──

【９８１（Ｒ＋）：スキル「受け流し」】

　残念な結果だった。いや、うん、受け流しって、多分攻こう撃げきを受け流すようなスキルなんだろうな。防ぼう御ぎよ系スキルなら使える。とすれば当たり……だと思う。

【２９４（Ｎ）：雑ぞう巾きん】

　うん、要いらない。いや、掃そう除じでは使えるだろうけど。と思っていたら、七台目のスロット台の前にデフォルメ化された魔女の姿のセリーア様（？）が登場した！

　これは……これは！

　はい、スロットマシンが黒く染まりました。泣いて謝るセリーア様もデフォだな。

　そして──

【００８（Ｂ）：くしゃみタライ（一週間）】

　くしゃみタライ……なんとなくその意味は予測ができるが、一週間は長いな。

　セリーア様登場でのＢ率が高いな。と思ったら、先さき程ほどまで泣いていたセリーア様が再度登場し、回るドラムの左右に魔法をかけた。

　すると、なんとドラムの左右が「９」で停止。こんなパターンがあったのか、と思った。

　これで、真ん中に９が止まればＳＲ＋、８が止まればＳＲ……なのだが、やはり現実は俺に対して優やさしくない。

【９４９（Ｒ）：魔法「リトルシールド」】

　補助魔法といったところかな？　今日はやたら防御系が来る。

　その後は大した演出もなく、

【３５５（Ｎ）：薄はく力りき粉こ五キロ】

【１６９（Ｎ）：ホワイト板チョコ】

【２７８（Ｎ）：ＢＯＸティッシュ三個】

　だった。

　最終結果一覧が表示される中、俺はスマホのアプリを終しゆう了りようさせ、ポケットにしまった。

　どうも調子がよくないな。いや、十一連してＲ以上が二個なら問題ないか。

　それより、くしゃみタライって、あれだよな。くしゃみをしたらタライが落ちてくるっていう、ドリフみたいな奴やつ。

　ようはクシャミをしなければいいって話だし、一週間は長いが、ダメージもタライだけだ。

　本当に簡単な罰ばつゲームのようなものだな。

　どうせだからと、今度は倉庫からのアイテム召喚機能を試ためしてみることにした。

　手を前に出して、板チョコの出現を念じた。

　すると、

「凄い、マワルが変な板を出したわ！」

「見たこともない白いものですが」

「……召喚魔法を行使なさるとは、さすがマスターです」

　三人から驚おどろきの声が上がり、俺の手の中には板状のホワイトチョコがあった。

　うん、成功だ。魔力の消費といっても、ファイヤーボールやヒールのように体に負担のかかるものでもない。そうだな、縄なわ跳とびを十回位した程度の疲ひ労ろう感だ。

　板チョコを割って口に入れる。うん、旨うまいな。コンビニで百円（税別）で売っているような味だが、この世界ではこういう甘かん味みは滅めつ多たにない。実際、三人も俺が出したこれを知らなかったからな。

「ふたりも食べるか？　チョコレートっていう菓か子しだ。旨いぞ？」

　俺は板チョコを三つに割り、ひとつをキュレリーに、ひとつをタルトに渡わたした。

　ふたりは未知の食べ物に少し躊ちゆう躇ちよしたが、俺が食べたのを見ていたため、板チョコをさらに一口サイズに割って、口の中に入れた。

　すると、目を丸くして、咀そ嚼しやくして吞のみ込んだ。

「とても美味おいしいですね。口の中に甘味とコクが広がっていくようです」

「……美味です」

　ふたりにも好評のようで、渡した分のチョコレートは一いつ瞬しゆんで食べきってしまった。

　それを見ていたエミナは、当然黙だまっていない。

「ねぇ、マワル！　私にも、私にもちょうだい！」

「欲ほしいか？　欲しいのなら『どうか醜みにくい私にそのチョコレートをお恵めぐみ下さい』と言ったら考えてやらないこともないぞ！」

　さっきの仕返しとばかりに無茶な注文をしてみた。まぁ、最終的には「ギブミーチョコレート」と言わせてプレゼントする予定だった。

　もともと、三人に板チョコを配ろうとしたのも、徳ポイント欲しさがあったのだし。

　すると、エミナは無言でニッコリと微笑ほほえみ、ナイフを取り出した。

「キルオアチョコレート」

　……殺気に満ちた交こう渉しよう術に、俺の仕返しは一瞬にして終了した。




　　　　※※※




　まぁ、そんなバカ騒さわぎがあったのだが、結局、今日は魔石を換かん金きんしようと思った。

　四人で簡単な祝勝会を開こうと提案したのは、ご多た分ぶんに漏もれずエミナだった。

　手持ちがないわけではないのだが、割り勘かんとか面倒だから、一度魔石を換金し、そのお金で祝勝会を開き、残ったお金を分配しようということになった。

「…………大変お待たせしました。査定の結果をお伝えします。当店での買い取り金額は、こちらの魔石の合計金額は一億八〇三三万二〇〇マネーとなりました」

「「一億八〇〇〇万!?」」

　その金額に真っ先に声を上げたのは俺とエミナだった。

「この魔石というものが、とても高純度なものでして、一つの都市機能を一カ月は賄まかなうことのできる魔石であると結論付け、こちらだけでも一億八〇〇〇万マネーの値をつけさせていただきました」

　その後、他のスケルトン達から集めた魔石の値段について説明していくが、俺にはその声はほとんど届いていない。

「噓うそだろ……おいおい、異世界のこっちに来てなんかいろいろと地味な生活を送ってるなぁって思ってたのに、いきなり財政チートのヒャッハー物語かよ！　いやぁ、幸せってどこに転がってるかわかったもんじゃないな！」

「一億八〇〇〇万あれば、盗とう賊ぞく団の再結成は夢じゃないわね。ふふふ」

「おいおい、エミナ。言っておくが、この金は四等分だからな。お前ひとりのもんじゃないぞ」

「わかってるわよ。といっても、開かずの扉とびらを開けたのは私なんだから、五割は貰もらう権利があるわ」

「それを言うなら俺のスキルで魔石の純度が上がったんだから、俺だって四割くらいはもらう権利があるぞ！」

「きっとこれは神のお導きです。そういえば神父様がステンドグラスをそろそろ張り替かえたいと仰おつしやっていましたし、教会に八〇〇〇万くらい寄付をしてもよろしいかと」

「……私は特にお金は必要ありません」

「聞いた、みんな！　タルトはいらないって！　じゃあ、残りは三人ね」

「あ……あの、お客様！　店前での言い争いは他のお客様の迷めい惑わくになりますから……」

　店員の声を無視して、俺達は醜い争いをした。

　だが、今日は金の用意ができないということで、三三万二〇〇マネーだけを貰って、祝勝会を開いた。

　といっても、場所は職業斡あつ旋せん所じよ横の酒場だが。

「全く、マワルは。謹きん慎しん中だっていうのにこんなところで遊んでいるのかい？」

　料理を運んできたおばちゃんが呆あきれたように言った。明日の午後三時には酒場に来るように言われた。

「やっぱり家よ！　四人で住む家にしましょ！」

　俺の金の使い方の予定を知ってか知らずか、エミナがそんな提案をしてきた。

「四人で住む家を買うの！　もうあの狭せまい部屋に住むのは嫌いや！」

　赤ワインを飲みながら、エミナは声高々にそう宣言した。俺とこいつの意見が合うなんてかなり珍めずらしいこともあるものだな。

　ちなみに、未成年のくせに酒なんて飲んでいいのか？　と尋たずねたら、この国では十六歳からワインを飲むことが許されているらしい。キュレリーもワインを飲んでいる。

　俺とタルトはブドウジュースだ。

「……近年は土地、不動産の価値も上がってきていますから、資産として置いておくのもいいかもしれません」

　それに最初に賛同したのはタルトだった。かなり合理的な判断をしてくれる。つまり必要なくなれば売ればいいということだ。

「そうですね。私もいつまでも神父様のお世話になっているわけにもまいりませんし……自分の家なら夜中にこっそり不死生物アンデツド退治に出かけようとして神父様に止められることもないですしね」

　キュレリーもサラダを食べて賛成する。相変わらず彼女の頭は不死生物アンデツドのことだらけだ。

　どうやら全員乗り気のようだ。でも、ここでひとつ大きな問題がある。

「お前等はいいのかよ。男と一つ屋根の下に暮らすことになっても。なんなら三人で家を買えばいいじゃないか」

「まぁ、いいじゃない。四人で買った方が、いいアジト……じゃなかった、いい家が買えるんだし」

　……俺は理解した。俺を慕したうタルトや、不死生物アンデツドのことしか考えていないキュレリーと違ちがい、エミナは最終的に家を盗賊団のアジトにするつもりなのだ。

　まぁ、エミナが盗賊団を結成できるまで何十年かかるかはわからないが。

「それに、マワルって最弱だから、襲おそってきたら返り討うちにするわ」

「最弱で悪かったな」

　確かにそうだな。俺の戦力からして、何かしようとしても何もできないわ。

　こいつらに対してやましいことをしようとなんて微み塵じんも思ってないが。エミナの素す直なおな感謝の言葉にドキっとしたことはあったし、キュレリーの大きな胸を見て興奮したこともあったし、タルトを背負った時に背中にあたった感かん触しよくに喜びを感じたことがあったかもしれないが、全部気の迷いだ。

「じゃあ、俺は午後三時にはここに戻もどらないといけないから、明日の朝に斡旋所で待ち合わせするか。俺はアロエさんにいい不動産屋がないか聞いておくよ」

「そうね、そうしましょ」

　エミナに続き、残りのふたりも賛成してくれた。

「あ、そうそう。タルトへの盗賊捕ほ縛ばくの報ほう酬しゆう、明日の朝にでも渡せるって、さっきおばちゃんが言ってたぞ。盗賊の進入経路がわかったって言ってたからな、報酬の上乗せも期待できるそうだ」

「……ありがとうございます、マスター」

　ぺこりとタルトが頭を下げた。

　他に伝達事じ項こうはなかったかなと考えていると、

「ねぇ、マワル。盗賊はどこから町に入り込んだの？」

「あぁ、下水道だってさ。鉄格ごう子しの柵さくを作っていたらしいが、誰だれかに鍵かぎを壊こわされたらしい」

　とそこまで言って、俺にある可能性が頭をよぎった。

「まさか！　エミナ、お前が壊したんじゃないだろうな？　開かい錠じようスキルがあれば鍵を壊すくらい余よ裕ゆうだろ！」

「違うわよ！　あそこの鍵なら私も見たことあるけど、あんな鍵、私なら壊さずに開けることなんて容易よ！」

　まるで鍵を開けたことがあるような言葉に、俺は一瞬寒気がした。

　盗賊行こう為いをしたことはなくても、不法入町くらいはしたことがあるんじゃないだろうか？

　いや、エミナは盗賊行為はしたことがないから取り調べを恐おそれる必要もなく、わざわざ危ない橋を渡って町に入る必要はないのか。

　そう思い直した。

　その日の夜、エミナはキュレリーの部屋に泊とまることになったので、そこでエミナたちふたりとは別れた。一応、タルトを宿の前まで送り、俺はひとりで自分の部屋に戻った。




　翌朝。早起きした俺は一日一回無料のスロットガチャを回した。結果は、
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　と地味なものだった。花に水やり、清せい掃そう活動などを行い、こつこつと徳ポイントを貯ためていると、斡旋所の裏口で出勤してくるアロエさんを見つけた。

「おはようございます、アロエさん」

「あら、おはよう、マワルくん。今日も掃そう除じ？　感心ね」

「ありがとうございます。あの、急な話ですみませんが、この辺に不動産屋ってありませんか？」

「マワルくん、家を探してるの？」

「はい、ちょっと臨時収入があったので、仲間全員で住める家を買おうかと。アロエさん、どこかいい不動産屋はありませんか？」

「あら、そうなの。わかったわ。紹しよう介かい状を書いてあげるからちょっと待っててね」

　アロエさんはそう言うと斡旋所の中に入っていき、五分ほどで戻ってきて、紹介状と不動産屋への地図を俺に渡わたしてくれた。それと、不安に思っていた、鑑かん定ていできる魔道具の無断使用に関する俺への罰ばつだが、まだ決まっていないそうなので、十五時に予定通りに来るようにと言われた。

　そして、待ち合わせ時間になり、全員が揃そろう。

「おはよう、マワル。早いわね」

「おはようございます、マワルさん」

　エミナとキュレリーが登場。

「遅おくれて申し訳ありません、マスター」

「待ち合わせの時間まではまだまだあるだろ。俺たちが早かっただけだよ」

　とりあえずタルトのフォローをしておき、アロエさんから不動産屋を紹介してもらったからそこに行くことを告げた。

　アロエさんが紹介してくれた不動産屋は、入り組んだ場所にあり、小さな店だった。不動産屋は、日本にいたころには全くと言っていいほど関かかわりがなかったし、間取り図や価格などが書かれた不動産情報の貼はり紙だらけの店というイメージなのだが、そんな紙は貼られていない。

　紙が貴重品だからだろうか？

　看板もないため、本当にこの場所であっているのかと不安になったが、アロエさんがくれた地図を見ると確かにここであっているようだ。

　扉を開けると、ベルが鳴って、奥の部屋から足音が近づいてきた。

「いらっしゃいませ」

　カウンターと三さん脚きやくの木の椅い子すの他はなにもない小さな部屋で出で迎むかえたのは、四十歳くらいのダンディーな男だった。おじ様フェチな女性が喜びそうな男だ。

「仲間でシェアハウスするための家を探しているんです。あ、これ、アロエさんからの紹介状です」

「アロエ様からですか？　それは力をより一層いれないといけませんね。家といってもいろいろとありますから、まずは予算と希望の条件を伺うかがいましょう」

「予算は一億マネー前後で──」

　本当は一億五〇〇〇万程度まで使ってもいいのだが、こういう不動産探しだと予算より少し高めのいい物件も案内してくれるそうなので、あえて低めに提示した。

「百人くらい入っても大だい丈じよう夫ぶな家がいいわね。あと、隠かくされた財宝とかがあったりしたら最高よね」

「こいつの言うことは無視してください」

「幽ゆう霊れいや悪あく魔まが出る事故物件などがあればぜひそこに」

「こいつの言うことも無視してください。タルト、お前だけが頼たよりだ。お前の条件は？」

「……マスターに従います」

「丸投げかっ！　あぁ、とりあえずエミナが迷子になりにくいような大通りに面していて、寝しん室しつは最低四部屋。あと共有スペースもあったほうがよくて、客間もあったほうがいいな」

「なるほど、隠された財宝があって、幽霊か悪魔が出て、大通りの一等地にある大きな家ですね」

「いや、前の二つは省いてください。流石さすがにそんな条件の家──」

「ございます」

「ございますのか！」

　あまりの驚おどろきに変な言葉になってしまった。

「なんでも悪魔が封ふう印いんされているという噂うわさのある──」

「そこです！　そこにいたしましょう！」

　キュレリーが前のめりになる。本気だ。目が逝いっている。

「悪魔が封印されているって流石にヤバイだろ。そんな家があっていいのか？　俺は遠えん慮りよしたいんだが」

「昔、マエヨル男だん爵しやく様が別べつ荘そうにしていた屋や敷しきでして、そのマエヨル男爵様は悪魔について研究なさっていたことで有名なのですよ」

　横にいるキュレリーが「多くの退魔アイテムを開発なさった有名な方であり、悪魔に対する研究の第一人者です」と俺に補足してくれた。

「七十年前に男爵様が亡なくなった後、男爵様の遺ゆい言ごんを守り一人の使用人がずっとその屋敷の管理をしていたのですが、三年前にその使用人も亡くなりました。そのマエヨル男爵様の孫にあたられるピョエル男爵はこの町に来ることはないし、使用人が亡くなったのならと売ることになったのです」

「悪魔が封印されているっていうのは？」

「マエヨル男爵様ならそのくらいしているかもしれないという噂が広がっている程度のものです。同じく、マエヨル男爵は様々な悪魔の研究をなさっていましたから、財宝──つまりは悪魔が持つ特とく殊しゆな素材がもしかしたら屋敷に隠されているかもしれない、という噂もあります」

　なるほどな。それで買い手がつかないということか。

「とりあえず、そこに案内してもらっていいですか？」




　俺たちが案内されたのは、豪ごう邸ていだった。庭も広いし家庭菜園ができそうだ。雑草も生えているし、噴ふん水すいらしき場所の水は濁にごっていて周りには苔こけも生えているが、掃除をすればいいだろう。噴水は別に修理をしなくても、掃除だけして普ふ通つうに池として使ってもいいかもしれない。錦にしき鯉ごいとか飼えそうだし。

　鍵を開けて中も案内してくれた。

　部屋は全部で十部屋以上あり、条件はいろいろ満たしている。

　トイレは一階に一カ所のみ、隣となりはなんと浴室だった。脱だつ衣い場じようの奥に、三人、もしくはぎりぎり四人入れそうな浴よく槽そうがある。だが、少し妙みようだった。水を流す下水口の類たぐいはあっても、水を出す蛇じや口ぐちや、お湯を沸わかすための設備はない。

　話を聞くと、マエヨル様にはお抱かかえの魔術師が何人もいて、使用人もその魔術師のひとりだった。

　だから、お風呂に入る時は井い戸どで汲くんできた水を魔法で沸かして使っていたのだという。

　んー、お湯に関しては短たん距きよ離り攻こう撃げき魔法ならかなりの使い手のタルトもいるからなんとかなるか。俺のファイヤだと火力が小さすぎてお湯を沸かすのは無理だ。

　他にも書庫、研究用の部屋、応接間、キッチン、食堂なども豪ごう華かだし、食器棚だなの食器も洗えば使える。

　ただしベッドなどは使用人が使っていたものを除けば古くなっているので買い替かえる必要はありそうだ。

　エミナはさっきからずっと屋敷を見て回っていた。迷子になっていないといいんだが。

「けっこういい物件じゃないか。悪魔が封印されていようがいるまいが、つまりは使用人が六十七年間住んで何もなかったってことだろ？」

　事故物件とも呼べない。うん、いいと思う。

「悪い情報どころかいい情報じゃないか……ちなみに値段は？」

「噂のせいで売れ残っていることと、アロエさんの紹介状もありますからね。一億一〇〇〇万マネーといったところでしょうか？」

　提示した予算を少し超こえるが、それでも買えない値段ではない。この家の適正価格は五億マネーらしい。

　キュレリーは、マエヨル男爵が使っていたという研究用の部屋と退魔の書物が残っていることに感動していて、この家に決めたいと言っているし、エミナもタルトも問題ないと言っている。

　こういう高い買い物を即そつ決けつ買いというのも、男の夢だよな。

「よし、この家を買おうか」

　支し払はらい等の手続きはキュレリーとタルトに任せることにし、俺は斡あつ旋せん所じよに戻もどった。俺の処分がこれから下る。処分次し第だいではそれこそリストラもあり得るので、そうなってからだったらこういう大きな買い物はできないだろう。

　そのための即決でもあったが、その思いは全すべて杞き憂ゆうになった。




「下水道の掃そう除じ一日だけでいいんですか？」

　俺は斡旋所に向かい、アロエさんに今朝の件について礼を述べ、そして、盗とう賊ぞく退治の件で、俺とアロエさんに下った処しよ罰ばつを、アロエさん本人から直接聞くことになった。

　今回の盗賊発見の際の魔道具の無断使用については、表面上はお咎とがめなし、ただし明日行われる下水道の浄じよう化か作業に、ボランティアとして参加することを義務付けられた。ちなみに、アロエさんは下水道掃除を嫌いやだと断ったせいで、給料二十五パーセントカット、四カ月。実質一ヵ月分の給料カットだそうだ。それは本来は出世にも響ひびくそうなのだが、実はアロエさん、過去にも似たような問題を起こしていて、もう今いま更さらだという。

「……すみません、俺のせいで」

「いいのよ。その代わり、盗賊の進入ルートの割り出しができたわ。盗賊たちは下水道を使って町に入っていたみたいなのよね。盗賊捕ほ縛ばくの臨時ボーナスが入ったわ。私とマワルくんに、それぞれ給料一ヵ月分」

「え？　それって──」

　結局のところアロエさんは処罰無しと変わらないのでは？　出世云うん々ぬんを除けば、の話だが。

　そして、俺に至っては、給料一ヵ月分を下水道掃除一日しただけで貰もらえることに。しかも斡旋所の命令とはいえ、名目上はボランティアということは、徳ポイントが手に入るチャンスでもある。

　まさに至いたれり尽つくせりな結果となった。

「でも、アロエさん、本当によかったんですか？　アロエさんも下水道掃除をしたら減給処分はないんでしょ？」

　俺がそう言うと、アロエさんは「女心がわかっていないわね」という前置きとともに言った。

「あのね、マワル君。下水道は汚きたないの。私は汚い場所が嫌きらいだし、それに私はきっちり貯金してるからお金には余よ裕ゆうがあるのよ」

　つまり、下水道で掃除をするくらいなら、臨時ボーナスを蹴けったほうがマシってことか。女心とか関係ないような気もするけれど。

　アロエさんは俺に下水道に通じる扉とびらの鍵かぎと、入り口までの地図を渡わたして、「頑がん張ばれ、若人わこうど」と俺の背中を叩たたいて隣の部屋に行った。

　彼女が去っていくのを見ていたら、先せん輩ぱいの男性職員が小さく呟つぶやいた。

「マワル、アロエ先輩の言ったこと、一部ウソだからな」

　と、俺に言ったのだ。「どういう意味ですか？」と尋たずねたら、

「件くだんの魔道具の無断使用は問題だってことだ。最悪クビになってもおかしくないが、所長が上に掛かけ合ってくれたらしい。それで責任者の減給で済んだそうだ。だから、アロエ先輩がひとりで責任を取ったってわけだよ」

「……は？　ちょっと待ってくれ、アロエさん、どうしてそんなことを」

「アロエ先輩だからだろ。部下の責任は上司の責任、そしてマワルは正しいことをやったんだから、それを守るのが上司の役目。あの人はそう思っているんだよ。マワル、今聞いた話、アロエ先輩には絶対に言うんじゃないぞ。アロエ先輩は絶対にお前には知られたくないって思ってるだろうからな」

　俺はアロエさんが立ち去った方向を見ながら、先輩職員に尋ねた。

「……どうして、そんな話俺にしたんですか？」

　それを俺に知らせるのは、アロエさんの本意ではないはずだ。

「アロエ先輩はわかってないんだよ。こういう話を知った男がどうするかを。知っているか？　今、町では下水道に出現するネズミと低級の悪あく霊りように悩なやまされているそうだ。それを解決したら、指示をだしたアロエ先輩の評価も、少しは見直されるんじゃないか？」

　そう言われたって、そんなことで俺のやる気が出ると思ってるのか？




　それでやる気が出ないなんてことがあったら、俺は男をやめるべきだ。

　よし、まずはさっそくエミナたちを巻きこんで掃除をしようとするか。




　　　　※※※




　翌朝。エミナ、キュレリー、タルトを連れて、俺は下水道の入り口に来ていた。

　下水道の入り口は盗賊が使っていたということもあり、自警団の人間が交代で見張りをしていた。

　キュレリーは下水道掃除と聞いて最初は渋しぶっていたが、低級の悪霊が出るから浄化を願いたいと申し出たらすんなり受け入れてくれた。

　エミナもまた、盗賊たちが下水道を使って町に進入していたという話を聞き、盗賊の隠かくし財宝があるかもと張り切っている。

　下水道の中は暗く、ランプを渡されたが、それよりはと、俺は別の光を用意した。これのほうが数倍明るい。

「マワルさん、光魔法を使えたんですか？」

「前にスキルを調べてもらった時はそんなスキル持ってなかったわよね」

「ここ数日で覚えたんだよ。このくらいの光しか出せないけど、持続時間はけっこうあるぞ」

　エミナの指し摘てきを俺ははぐらかすように言った。これはスキルじゃないんだけど。

「……さすがです、マスター」

　スマホは認にん識しきできなくても、ライトの光は認識できるようだ。一応、マナーモードにしているので、音が認識されることはないと思うが。

　液えき晶しよう画面の光は見られないのに、撮さつ影えい用のライトは認識できるってどういう理り屈くつなんだろ？

　と思いながら、俺たちは下水道を上流へと登っていく。当然だが、酷ひどい臭においだ。

　とりあえず、ネズミ避よけになるのではと、聖水を取り出して周囲に撒まいておく。当然、悪霊にも効果はあるだろう。

　聖水一本全部ばらまくと、空気が浄化されたのか、あまり悪あく臭しゆうもしなくなった。

「……凄すごい結界ですね。前にも思いましたけど、その聖水、もしかして貴重なものなのでは？」

「いんや、ただのハズレだ。それより、エミナとタルトはネズミが出てきた時にその駆く除じよ、キュレリーは悪霊が出てきた時に浄化を頼たのむ。ネズミの駆除は俺も手伝う。俺がこれから魔ま物もの達を集めるから」

「……どうやって集めるんですか？　マスター」

「あぁ、それが本当に悩みどころだったんだが、今日の俺は神がかってるんだよ」

　そう、今朝の一日一回無料のスロットガチャ。

　最悪、食べ物をばらまいてネズミをおびき寄せようと思っていた俺が手に入れたのは、まさにこの時のためにあるようなアイテムだった。




【５９９（Ｎ＋）：魔寄せの香こう三個】




　一個を倉庫から取り出したところ、小さな壺つぼに入っていて、粘ねん土どのような見た目のお香だった。

　鑑かん定ていしてみたところ、案の定、

【魔寄せの香：火をつけると、魔物をおびき寄せる香かおりを出すお香。最高二時間燃え続ける】

　と出たので、今回、これを使うことに。

　ここの天てん井じよう部分に隙すき間まがあって、風が上から流れ込んでくるため、ここを選んだわけだ。

　ここならば、煙けむりは下水道中に広がるはずだと思った。

　魔寄せの香を置いて、

「ファイヤ！」

　手加減していないにもかかわらず、ピンポン玉程度の炎ほのおしか出ない火の球が魔寄せの香に着火。

　香から薄うすい青色の煙があがる。

　んー、あまりいい香りではないな。

「鼻がむずむずしますね」

　キュレリーが、顔をしかめて言った。下水の臭いよりはマシだが、浄化された結界の中だとこの臭いは応こたえるな。

　俺も鼻がむずむずしてきた。

　そして──

「ふぁっ、ふぁっ……」

　クシャミ秒読み段階。俺の思考は、何か重要なことを忘れている気がした。

「ふぁっくしっ！」

　思わずくしゃみをしてしまい、

【ガゴンっ】

　と四つの音と、鈍にぶい衝しよう撃げきが、俺の記き憶おくを蘇よみがえらせた。

【００８（Ｂ）：くしゃみタライ（一週間）】

　昨日のガチャの結果だ。

　やっぱり、くしゃみをしたらタライが降ってくるという呪のろいだったのか。

　しかも、タライは四つ降ってきて、俺だけではなくエミナ達の頭にも直ちよく撃げきしていた。

　周囲も巻き込む無差別テロだな、これは。

「……痛い……いったい何？」

　キュレリーが天然ギャグを言って、落ちてきたタライを見た。

　ぺちゃんこになってしまったとんがり帽ぼう子しを戻もどしながら、金色の塗と装そうがされたステンレス製のタライを見る。タルトは帽子を被かぶっていたので俺たちよりは被ひ害がいは少なかったようだ。

　エミナも俺と同じ衝撃を受けているはずなのに、タライを受けたその顔はとても嬉うれしそうだ。ドＭなのか？　と思ったら、エミナは目を輝かがやかせて俺たちに言った。

「ねぇ、これ、金!?　金よね」

「……金にしては軽いです未知の金属のようです」

「未知の金属!?　それって高く売れるんじゃない？」

　この世界にはステンレスの作り方はまだ確立されていないのだろうか？

　でも、タライだし、高く売れるとは思わないな。

「悪い、ちょっとあと五日ばかり、くしゃみをすると空からタライが落ちてくる呪いをかけられてるんだ」

　俺は正直に三人に言った。

「呪い？　もしかしてリッチの？」

「いや、別件だ……悪いな。ヒール」

　俺はキュレリーの頭にヒールをかけた。

「いえ、驚おどろきましたけど、音と見た目ほどの痛みはありませんし」

「……キュレリーの言う通りです……私はヒールの必要はありません……それよりも呪いの方が気になります」

「ねぇ、私たち、頭をガードするから、マワルがくしゃみをいっぱいして、タライをいっぱい召しよう喚かんして、これを売ったら大金持ちになれるんじゃない？」

「悪いが、クシャミをしようとしてできるほど、俺の鼻は器用じゃないんでな」

　それに頭をガードしてもタライを受け続けるのは御ご免めんだ。

　タライ四つを背負ったエミナは俺にクシャミをさせる方法をいろいろと提案してきたが、全部無視して奥に行く。

「キュレリー、出番だぞ」

　俺がそう言うと、キュレリーの目の色が変わった。悪い方向に。

　彼女はその八や重え歯ばを見せて微笑ほほえむと、

「来たわね、愚おろかな醜みにくい豚ぶた共が」

　いや、キュレリー、来たのは悪霊だからな。豚じゃないぞ。

　と思いながらも、俺は迫せまりくる黒い影かげを見た。

　悪霊ということだから、てっきりうっすらと人の形をしているのかと思ったら、その姿は千せん差さ万ばん別べつで、ネズミのような小動物の影がほとんどだった。影、そう、真っ黒な影なのだ。

　そんな影が無数に、それこそ百体を凌りよう駕がする数が押し寄せてきた。

【最下級悪霊：ランクＧ・低級の悪霊。触ふれると嫌いやな気持ちになる。物理攻こう撃げきは効かない】

　嫌な気持ちになるのか。もはや魔物というレベルじゃないな。でも、物理攻撃無効というのなら、俺の出番はないな。

　幸い、この聖水の結界の中だったら悪霊も入ってこないだろう。

「任せたぞ、キュレリー」

「えぇ、任せてください」

　キュレリーは目をギラギラさせながら、詠えい唱しようを唱えてメイスを回した。

「聖罰アークペイン！」

　詠唱もそこそこに、キュレリーが魔法を発動させると、薄い光の糸が悪霊たちに伸のびていった。

　凄い、あれだけの無数の悪あく霊りようを相手に正確にその糸は絡からみついていった。

　そして、その糸に絡みつかれた悪霊は、漏もれなく苦しみだした。まるで激しい痛みに襲おそわれたように。

「凄いな。これで一気に完全消しよう滅めつか？」

「いいえ、違ちがいますよ、マワルさん。この魔法は不死生物アンデツドに激しい痛みを与あたえるだけで、浄じよう化か作用などまるでありません」

「はっ!?　じゃあ、なんのためにこんなことを──」

　と思ったが、俺は気付いた。

　痛みに苦しんでいた子犬のような影がうっすらと薄らいでいく。

　成じよう仏ぶつしようとしているんだ。痛みに耐たえかねて。

　キュレリーの狙ねらいはそれか。ドＳとはいえ流石さすがは浄化のプロ。全すべては計算通り──

「何勝手に成仏しようとしてるのよ！」

　キュレリーのメイスが、成仏しようとしていた悪霊を叩たたき、成仏を強制停止させる。

「何してるの!?　なぁ、キュレリー、何してるの!?」

「成仏するなら、まずは私に成仏させてください聖女様とお言い！」

「それ、もう女王様だろうがっ！　って──」

　他の悪霊たち、あまりの恐きよう怖ふに早々に成仏し逃げて行きやがった。

　もしかして、全部キュレリーの狙いだったのか？

「……まだ物足りません……マワルさん、悪霊は他にいないのですか？」

　キュレリーは残念そうに言った。

　……本気で成仏の妨ぼう害がいをしていたのか、この自じ称しようプリーストは。どこが聖女様だよ。お前はどこからどう見ても悪魔だよ。

「にしても、ネズミが来ないな……せっかく聖水まで用意したのに」

「……マスター、ネズミは魔物ではなく小動物ですから、そのお香の効果はないのでは？」

　タルトの説明に、俺は一いつ瞬しゆん意味がわからなかった。

「……え？　ネズミって魔物じゃないのか!?」

（てっきり、この世界の人間以外の動物は全て魔物だと思っていた。蝙蝠こうもりも魔物だったし）

　となると、別の方法を考えないといけないな。

　下水道中にネズミ捕とりでも設置するか。

　とりあえず、アロエさんの評価に関しては、悪霊退治だけで十分だろう。

　今の戦いでどれだけ徳ポイントが貯たまったのだろうか？

　スマホを見ると、徳ポイントは、１２００ポイントほど増え、現在１７２６ポイント。

　最下級悪霊は10ポイントか。

　まぁ、嫌な気持ちになるだけで実害はほとんどないから仕方ないか。

　これでも十一連ガチャをすることができる。

　これで良しとするか。

「あら？」

　キュレリーは何かに気付き、周囲をきょろきょろと見回す。悪霊でもいたのだろうか？

「エミナさんは？」

「……そう言えばいない」

　そう言えば、悪霊退治の時にはすでにいなかったような気がする。

　タライがぶつかる時までは確かにいたんだけど、仕方がない、捜さがすとするか……そう思った時、俺の足あし下もとを何かが通り抜ぬけていった。

　茶色い毛のドブネズミだ。

【ポリシラット：ランクＧ・町の下水道などに好んで住む小動物。病原菌きんの宝庫】

　やっと本命が来たかと思った。が、ネズミがやってきた方向を見て、俺は絶句した。

「に、逃げないか？　さすがにこれはまずい」

「に、逃げましょう。私もまずいと思います」

「……マスターについていきます」

　全員が同意見のようで、俺は思わず走り出していた。

　だが、

「こっちに来る！　なんだよ、あれ！」

　振り返ると、そこには黒い塊かたまりとなった小動物の群れがこちら目め掛がけて走ってきていた。

　ネズミの群れ、その数は先さき程ほどの悪霊の比ではない。数百、いや、それ以上の数のネズミが俺たち目掛けて走ってきた。

　くそっ、俺よりネズミのほうが速い。このままでは追いつかれる。

『……でられない……誰だれか助けてぇぇぇ』

　……なんだ？

　一瞬、誰かの泣くような声が聞こえた──ってそれどころじゃねぇっ！

「タルト、お前の魔法でなんとかならないか？」

「……炎ほのおの壁かべ！」

　タルトは急ブレーキして踵きびすを返すと、背後──自分の目の前に炎の壁を展開させた。

　凄すごい高温の炎の壁。

　俺のなんちゃってファイヤーとはくらべものにならない。

　よし、これで時間が稼かせげる──そう思ったが、

「タルト、お前がそこから動いたらどうなるんだ？」

「火の壁は消えます」

「走れないなら意味がないじゃないか！」

「あ、もう消えます！」

「相変わらず持続力がないのな！」

　再度三人で走る。

　むしろ距きよ離りは縮まった。

　タルトとキュレリーが全力で走るが、俺はふたりに比べてステータスが低い。このままでは確実に追いつかれる。

　くそっ……と思った時、俺の足がもつれた──

「マワルさん！」

「……マスター！」

　ふたりが振ふり向く──が、俺は倒たおれながらも走っていた。

　倒れる直前に倉庫から手のひらの中に、雑ぞう巾きんを出現させて。

「スキル、雑巾がけ発動！」

　俺はそう叫さけぶと、全力で雑巾がけを開始。

　その速度は、俺が全力で走る速度を上回り、キュレリーたちの速度に迫る勢いだった。

「マワルさん、なんで雑巾がけしているほうが普ふ通つうに走るより速いんですか!?」

「そういうスキルなんだよ！」

　そう叫びながら、俺たちは全力で下水道を抜けて外に出た。

　ネズミたちもまた下水道を抜け、下流へと走っていく。彼らがいったいどこを目指すのか、それは俺にはわからない。

　ボロボロになった雑巾を握にぎりしめ、俺は下流を見ていた。



















　　　　※※※




　下水道の入り口を警備している自警団の人には、女の子がひとり下水道の中で迷子になってしまっているので、出てきたら保護してほしいと頼たのんでおいた。

　北と南を間違うどころではなく、上と下を間違うレベルの方向音おん痴ちだから、絶対に一人にしないようにとも頼んでおいた。幸い、盗とう賊ぞくが使った出口は既すでに塞ふさいでいるので、下水道の出口は現在一カ所しかない。

　もしも明日まで見つからなかったら、その時は仕方がない。再度俺たちが捜そう索さくすることにしよう。

「ということでアロエさん。下水道の低級悪霊とネズミの駆く除じよは終しゆう了りようしました」

　屋や敷しきに帰る前に、下水道のフェンスの鍵かぎをアロエさんに返しにいき、そのついでに報告を済ませた。

　これでアロエさんも大喜びするかと思いきや、

「ネズミの逃とう走そう……ね。下水道で何かあったのかもしれないわね。マワルくん、申し訳ないんだけど、明日、下水道の再調査、お願いしていいかしら？」

「再調査？　ですか？」

「ええ、一度下水道を歩いたマワルくんたちのほうが都合いいと思うし。もちろん、キュレリーさんたちには報ほう酬しゆうは支し払はらうから」

「……はい、わかりました」

　ついでに、これまでの討とう伐ばつ報酬を貰もらうことに。

　キュレリーのマイカードを確かく認にんし、悪霊やスケルトン、ゾンビなど、貯まりにたまった討伐報酬として約三七万マネーを支払ってくれた。

「あの……キュレリーさん、このリッチって何でしょうか？」

　アロエさんが少し絶句した後、尋たずねた。

「それはですね……」

「いや、あの、野の良らリッチを退治したんですよ。たまたま」

　俺ははぐらかすように言った。

　リッチステーションのリッチを退治したことはあまり知られたくない。キュレリーのマイカードをアロエさんに見せたのは失敗だった。

「……魔ま物ものはテイムされていない限り全員野良なんだけど……説明したくないなら別にいいですよ」

　アロエさんは何か事情を察したのか、それ以上は聞かなかった。

　その後も討伐査定は続き、タルトも七万マネーを受け取った。

　ちなみに、俺は斡あつ旋せん所じよ職員なので報酬は出ないそうだが……実際に報酬があったとしても数百マネーだと言われた。たしかに俺はほとんど魔物を倒していないからな。

　最弱なのは相変わらず、ということか。

「でも、これだけの悪霊とポリスラットが一気にいなくなれば、環かん境きよう保ほ全ぜん課の職員は大助かりね。お疲つかれ様、マワルくん」

「いえ、全部アロエさんの指示のおかげです……あの、この手て柄がらを理由に、アロエさんの減給処分の取り消し、なんとかなりませんか？」

　俺はそう尋ねた。

　それを聞いて、アロエさんは少し悲しそうな笑えみを浮うかべた。

「……マワルくん、そんなこと気にしてたの？　ダメよ、マワルくんはまだ若いんだから、ちゃんと出世のこととか考えないと。それに、これは私の自じ業ごう自じ得とくだから」

「いえ、それは──だって、俺がアロエさんに頼んだから」

「私がいけないのよ。盗賊の取り調べの時に、あまりにも生意気な口を利きくものだからって、要回復魔法の怪け我がを負わせちゃったんだから……全く、どこで私の実じつ年ねん齢れいなんて調べたのかしら。今度会ったらやっぱりもう一発お見み舞まいしてやらないといけないわね」

　ぶつぶつと言うアロエさんを見て、俺は血の気が引いた。

　アロエさんにとって実年齢はかなりのご法はつ度とのようだ……そして奇くしくも俺は彼女の実年齢を、鑑かん定ていを使って知ってしまっている。




　……鑑定なんて取らなきゃよかった。




　夕食は、酒場でお持ち帰り用に用意してもらったので、それを食べることに。

　そして、突とつ然ぜんだが、俺たちの屋敷には、浴室がある。さすがは貴族の屋敷というだけのことはあるか。

　ただし、浴室はあっても蛇じや口ぐちもなければ、ガスも通っていないし、薪まきを入れる場所もない。つまりは、鍋なべに水を入れて沸わかし、湯船に運ぶ他は、魔法でお湯を作り出すしかない。そして、その役目はタルトが担になった。

「水竜ウオータードラゴン！」

　彼女がそう叫ぶと、水の竜りゆうが現れる。本来なら、水を操あやつって竜の形にして攻こう撃げきする魔法らしいのだが、彼女は水がないところでも水を作り出すことで同じ魔法を使えるらしい。ただし、威い力りよくは数レベル落ちるそうだが。

　そして、彼女は水竜ウオータードラゴンを湯船の上に出現させ──魔法を解放。

　一気に湯船の中に水が貯たまる。

　そして、

「水温上昇ウオーターブースト」

　というタルトオリジナルの魔法により水温を上げてお湯にする。

　僅わずか一分でお風ふ呂ろが沸くというわけだ。

「では、私たちから入りますから。マワルさん、覗のぞかないでくださいね」

「わかった、覗かない覗かない」

　俺はそう言うと、脱だつ衣い場じようを出て自室に向かった。

　俺の部屋は一階の隅すみにある。もともとここの家主であるマエヨル男だん爵しやくの寝しん室しつだったらしいが、日当たりはいいが他の寝室よりも少し狭せまい気がする。

　もっとも、今まで住んでいた部屋が部屋だけに、広さに不満は全くない。

「最高だな……冒ぼう険けん者しや用の寝ね床どこは寝返りもうてなかったからな」

　何も置かれていない床ゆかに寝ね転ころがり、吐と息いきを漏もらした。荷物はまだ仮宿に置きっぱなしだ。といっても、荷物としてあるのは、使い道のわからない水差しくらいだけど。

（そうだ、鑑定を使えば水差しの効果もわかるじゃないか）

　なんて思いながら、ポケットの中のスマホを取り出し、ふっと笑う。

　四人で共有しているとはいえ、これで俺も屋敷の主あるじか。話がトントン拍びよう子しに行きすぎて少し怖こわい。これも全部このスロットガチャのおかげだな。

　いやいや、でも迷めい宮きゆうでは死にそうな目にも遭あったんだ。命の代価とするのなら、こんな豪ごう邸ていでも安いくらいだ。

　外はすっかり暗くなっていて、ランプの灯あかりが部屋を照らしていた。

「まずは十一連スロットガチャに挑ちよう戦せんだ」

　と俺は仰あお向むけに寝転がり、スロットガチャを起動。

（お、赤色がひとつあるな）

　三つ目のスロットガチャが赤く染まっている。

　よし、これはラッキーだ。恐おそらくＲ以上確定だな。

　そう思っていたら、一個目から当たりがきた。

【８９７（Ｒ）：米俵二十俵】

　米俵一俵って、何キロ入ってるのか知らないが、これなら当分米には困らないだろう。

　ただ、炊すい飯はん器がないからな……美味おいしいご飯を炊たくには試行錯さく誤ごが必要だな。

　二つ目は、

【０４５（Ｎ）：ゴミ袋ぶくろ（四十五リットル）百枚】

　だった。サニーレタスの時は、語ご呂ろ合あわせなんて関係ないと思っていたが、０４５だから四十五リットルなのか？

　そう思っている間に、今日のメインディッシュが来た。

　ドラムが回る。

　一の位は９、十の位は４だった。

　ということは、９４９か……リトルシールドのレベルが上がるのかな？

　だが、予想外のことが起きた。

　止まった数字は「４４９」、つまりは（Ｎ）だったのだ。

　赤色がレア以上確定であると思っていたのに。

　……その瞬しゆん間かん、突然画面に、魔ま女じよっ娘こではない、本来の女め神がみ様の姿であるセリーア様が登場し、何やら祈いのりを捧ささげた。

　そして、セリーア様が消えた時、数字が変わっていた。

【４４４（ＳＲ＋）：魔法「浄じよう化か」】

　来た！　ゾロ目だ！

　浄化って、何か凄すごそうな魔法だな。

　ＳＲ＋だし、きっとかなり役立つ魔法なんだろうな。

　そして、スロットガチャは順調にハズレを引き続けていった。

　消費したポーションや魔寄せの香こうを引き当てたのは嬉うれしい話だったが、

【６４２（Ｎ＋）：スキル「土下座補正」・スキル「土下座補正＋＋」がスキル「土下座補正・極」になった】

　と土下座を極きわめたのには苦く笑しようするしかなかった。

　そして、最後の一個で、さらに嬉しい誤算が起きた。

【８９９（Ｒ）：スキル「スキル解説」】

　ここにきて、スキルの鑑定をするためのスキルを手に入れた。

　それは魔法も解説できるようで、

【リトルシールド：対象者の対物防ぼう御ぎよ力りよくを上昇させる魔法。効力は使用者の魔力に比例する】

　と鑑定と同じように結果を見ることができる。

　そして、浄化は──

【浄化：水や空気等を浄化する魔法。効力は使用者の魔力に比例する。継けい続ぞくして使用することも可能】

　……えっと、掃そう除じ用の魔法？

　試ためしに浄化を使用してみると、確かに空気が綺き麗れいになった──気がする。

　うーん、空気清せい浄じよう機き魔法か。と、思った時だった。

　ランプの油が切れたのか、火が消えて部屋が闇やみに包まれた。

　スマホの画面が光を放つ。油の予備ってどこにあったかな？　と思った、その時だった。

『……すけて』

「………………っ！」

　突とつ如じよとして聞こえてきた謎なぞの声に俺は思わずばっと起き上がる。

　この声、聞き覚えがある。

　ネズミに追われていた時に聞こえてきた声だ。

　あの時は空耳かと思ったが、間ま違ちがいない。

『……たすけてぇぇぇ』

　少女の悲鳴のような声に俺は無言で部屋を出た。そして、仲間の名前を呼びながら俺は走っていた！

「キュレリィィィっ！　助けてくれぇぇぇ！　幽ゆう霊れいが出たぁぁぁっ！」

　なんだよ、お化け屋や敷しきじゃないって言ってただろ！

　悪魔か!?　女の悪魔がいるのか!?

　こういう時はお前の出番だろ！

「キュレリィィィっ！　どこだ、キュレリィィっ！　変態ドＳプリースト！　どこにいるっ！」

　くそっ、さすがは訳アリ物件にもかかわらず一億マネーを超こえる家、広すぎる。

　空いてる部屋を適当に使うって言ってたが、どこに寝ねてやがるんだ！

　二階への階段を上がっていく。

　灯りが漏れる部屋を見つけ、俺は迷わずその扉とびらを開けた。

　そこにいたのは──着き替がえ中のキュレリーだった。

　腐くさってもプリースト、下着が純白なのは素す晴ばらしい。

　素晴らしいのだが、

「マママ、マワルさん、何をしているのですか！」

　彼女は脱ぬいでいた服で己おのれの下着を隠かくしてぷるぷる震ふるえている。罪悪感が込こみあげる。

「ってそれどころじゃない！　出たんだ！」

「覗きがですか？」

「違う、幽霊だ！　俺の部屋から女の声が聞こえてきたんだよ」

「…………!?　悪あく霊りよう、もしくは悪魔ですね。わかりました、すぐに行きましょう！」

　さっきまで泣きそうな表情だったのに、いっきに緩ゆるんだ表情になる。

　こいつにはアンデッドさえ与あたえておけば何をしても許されるんじゃないかと思えてくる。

　廊ろう下かへと飛び出すと、そこにはタルトがいた。

　パジャマのような部屋着を着ているが、杖つえはしっかり握にぎられていた。

「……マスターの悲鳴のような声が聞こえてきたのですが──無事のようですね」

　心配してくれるのはうれしいが、そう思ったのなら走ってきてくれ。

　なにのんびり来てるんだよ。

「あぁ、タルトも来てくれ！　謎の声が聞こえるんだ！」

「……謎の声ですか……では私は布ふ団とんの中で待っていますから終わったら教えてください」

「待て、タルト。お前、もしかして幽霊が怖いのか？」

「……バカにしないでください。怖くない幽霊なんていません」

　言い切りやがった。

　いつも通り無表情なのに、かなり怖がっているのが見て取れる。

「お前、スケルトンの群れの中に突とつ入にゆうしたじゃないか」

「あれは目に見えている魔物だからいいのです。同じ理由で下水道で見た悪霊も平気です。が、見えない幽霊ほど怖いものはありません」

「そうか……じゃあ無理にとは言わないが、ひとりで待ってられるのか？　こっちには除霊のプロのキュレリー先生がいるんだぞ？」

「……さすがはマスターの言葉。私の胸に伝わりました。たしかに、仲間が戦っている中、ひとりで待つなんて私にはできません。一いつ緒しよに行きましょう」

　素直に、幽霊がいる家でひとりで待つことなんてできるわけがないと言え。

　俺もそうだからな。

　ということで、俺達はキュレリーを先頭に、俺の部屋へと向かった。

「特に何の気配も感じませんね。マワル、本当に聞いたのですか？」

「あぁ、間違いない。はっきりと『タスケテ』って声が聞こえたんだよ」

　俺はそう言いながら、部屋のランプに油を入れて火をつけた。

　何もない。

　ここまで何もないと、本当に俺の聞き間違えだったのではないかと思ってしまう。

「本当に悪霊の気配は感じないわ」

「そうですよ、マスター。悪霊なんてそう簡単に部屋の中に──」

　無表情のタルトが、急に言葉を止めた。顔が青ざめている。

　どうした？　と思った時、聞こえてきた。

『シクシクシク』

　泣き声だ。女の子がすすり泣く声が聞こえてくる。

「何も聞こえない、何も聞こえない、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ南無阿弥陀仏。悪霊退散悪霊退散」

「……マママ、マスター、なんですか、その呪じゆ文もんは？」

　タルトが俺の服の裾すそをぎゅっと摑つかんで尋たずねた。

「悪霊を払はらう呪文だ！　お前も言え！」

「……わかりました。ナムアミアブツナムアミアブツ」

　微び妙みように間違えているお経をタルトが唱える。

　ひとり冷静なキュレリーはゆっくりと部屋を見て回り、座り込んだ。

「声はこの下から聞こえるようですね」

　彼女はそう言うと、床ゆか板いたの隙すき間まを見つけ、そこを引っ張った。

　そこにあったのは、鉄の蓋ふただった。

　おいおい、こんなところに秘密の扉ってまさか──
















「まさか、秘密の研究設備があって──そこに閉じ込められた少女の怨おん念ねんが」

「…………（ぶくぶくぶく）」

「しっかりしろ、タルト！　お前、無表情で目を開けたまま口から泡あわを吹ふいて気絶するって、どんなキャラかわからなくなってるぞ！」

　俺の予想を聞いたタルトが気絶して倒たおれそうになった。

　だが、キュレリーは俺達のことを気にせずに床の隠し扉を開けた。

　すると──、

「くさっ、くさっ、くせぇぇぇ、なんだ、腐ふ敗はい臭しゆうか!?」

　俺は先さき程ほど覚えた浄じよう化か魔法を使う。臭においが少しマシになるが、所しよ詮せんはＧランクの魔力しか持たない俺。簡単に臭いはなくならない。

「腐敗臭じゃなくて、下水臭です。今日嗅かいだばかりの臭いです。どうやら、ここから下水道に通じているようですね」

　下水道？

　そうか、だから昼間聞いた声が聞こえてきたのか。

　下水道ならアンデッドがいても不思議ではない。

「キュレリー、さくっと声の主を浄化してくれ」

「……あぁ……私には浄化できませんわ」

「浄化できないって……そんな凄い不死生物アンデツドなのか？」

　そんな、キュレリーが浄化できないなんて。もしかして、ネズミが逃にげ出したのもそいつが原因なのか？　だとしたら、どうしたら。

「浄化できないというか……この下でエミナが泣いています」

「え？」

　その言葉に驚おどろき、俺は気を失ったタルトを横にして穴を覗のぞき込む。

　すると、泣き疲つかれて目が真っ赤になっているエミナを見つけた。

　四つのタライを体に結び付けていたエミナは俺達に気付いたのか、茶色い双そう眸ぼうがこちらを見つめ、

「キュレリィィ、マワルゥゥ、たすけてぇぇ」

　嗄かれた声で救難信号を送ってきた。

　下水道で迷子になったと思ったエミナだった。

　エミナを風ふ呂ろに入らせ、キュレリーにエミナの服の洗せん濯たくを頼たのみ、俺は寝ることにした。寝る前に、部屋中に充じゆう満まんしてしまった下水臭を浄化魔ま法ほうで綺麗にした。

　……本当に役に立つなぁ、この魔法。




　　　　※※※




　翌朝。

　窓から差し込んできた光で目を覚ます。

　スマホを確かく認にんすると朝の五時五十九分。

　俺はキッチンに向かい、昨日買っておいた食材をチェック。

　タルトに頼んで用意してもらったおがくず氷ひ室むろ（水をたっぷり含ふくませたおがくずを凍こおらせた箱）の中はひんやりしていて、食材を保存するのにはちょうどいい。といっても、今は山羊やぎ乳とソーセージしか冷やしていないが。

　竈かまどに薪まきをくべて、ファイヤーと魔法で着火。

　ついでにソーセージとプレーンオムレツを焼くことにした。

　卵は、今朝のスロットガチャで手に入れたので早さつ速そく使ってる。

　暫しばらくして玄げん関かんが開く音が聞こえた。

　誰だれか入ってきたのだろうか？

　と思うと、キュレリーがキッチンに入ってきた。

「おぉ、キュレリー、どこかに行ってたのか？」

「はい、朝のミサに……いい香かおりですね」

　あぁ、そういえば朝のミサは働いている人のことを考えて朝の六時から行われているって言ってたな。

　俺は一度も行ったことがないが、女め神がみ様に世話になっているから、一度は行かないといけないと思っている。

「もうすぐできるからな。悪いがタルトとエミナを起こしてきてくれ」

「わかりました」

　見習い料理人だからな。最低限の料理くらいできるようにならないと、と思って朝ごはんは俺が作ることになった。

　キュレリーに起こしてもらったタルトが配はい膳ぜんを手伝いにきてくれた。倉庫から出したサニーレタスとトマトの盛り付けも頼たのみ、できた物は食しよく卓たくに運んでもらう。エミナは手伝いもせずに食卓の席に着き、全員が揃そろうのを待っていた。その間にキュレリーが食卓に花を飾かざり、全員が揃った。

「おいしいわね、このサラダ」

　エミナが興奮して叫さけんだ。たしかに旨うまい。サニーレタスはシャキシャキとしていて、トマトはまるで果物かと思うほど甘い。

　できることなら、俺が作ったオムレツも絶賛してほしいんだが、そちらの味は、自分で食べても普ふ通つうの味だった。

「それにしても、下水道って本当になにもないのね。盗とう賊ぞくのお宝はどこにあるのかしら」

　バカな奴やつだ。下水道にお宝なんてあるわけないのに。

「結局見つけたのはあの花か瓶びんだけだったわ」

　そう言って、エミナが指差したのは、趣しゆ味みの悪い壺つぼだった。悪魔のようなヒトの顏が描えがかれている。

　キュレリーがしたのだろうか、白い花が活いけられていた。

　そして、俺はその壺を細目で見つめる。

【封ふう魔まの壺：悪魔を封印する壺。何かを封印していると壺に描かれた悪魔の口が閉じる】

　……おいおいおい、なんか凄すごい壺じゃないか。

　そういえば、マエヨル男だん爵しやくの部屋から下水道に通じていたってことは、もしかして、マエヨル男爵は研究の成果を一部地下に隠かくしたのかもしれない。

　しかし、壺に描かれた悪魔の口は開いていた。つまり、今は何も封印されていないってことか。

　少し安心しながら、俺は山羊乳を飲み干した。

「今日は午後から、下水道の探たん索さくに行くことになったからな。お前も手伝えよ、エミナ」

「いや……いやぁぁぁ、調査なんてする必要ないわよ！　私ずっといたんだけどネズミしかいなかったし！」

　エミナが取り乱す。下水道がトラウマになっているようだ。

　まぁ、こうなることも予想していたので、俺はエミナにこう言った。

「仕方ないだろ、斡あつ旋せん所じよの所長が、開かい錠じようスキルを持っているお前の力が必要になる依い頼らいだって言ったんだから」

「え？　私の力？」

　エミナはキョトンとした目で俺を見つめる。

「そうだ。なんでも下水道の中には鍵かぎが壊こわれていたり、そもそも鍵が掛かかっているのにその鍵を誰が持っているのかわからずに入れない場所が多いらしくてな、お前の力があれば、いや、お前の開錠の力がないと調査ができないそうなんだよ。じゃなかったら俺も断ってたさ」

　もちろん全部大おお噓うそだ。

　だが、エミナは俺の言葉を信じたのか鼻息を荒あらくし、目を輝かがやかせた。

　そして、エミナは笑えみを浮うかべながらも、やれやれといった口調で言った。

「ふふん、その所長さんって見る目があるじゃない、私がいないと仕事ができないっていうのなら仕方ないわね。いいわ、一流のトレジャーハンターである私の力を見せてあげるわ」

　はい、エミナ陥かん落らく。

　ということで、俺たちはとりあえず午前中は買い物、昼からは下水道の調査をすることになった。








第五回転「奇き妙みような仲間と悪あく魔ま退治」









　午前中に日用雑貨品などを買ってから自宅に戻もどり、お昼ごはんを食べることにした。作るのが面めん倒どうなので、おにぎり弁当を食べることにした。そのまま出すのもどうかと思って、全部お皿に移し替かえた。

　エミナとキュレリーには赤ウインナーが大好評で、どうやって作ったのか聞かれたが、そんなものを俺が知っているわけはない。どんな着色料が使われているのかも知らないよ。

　おにぎりも珍めずらしかったらしいが、フォークを使って食べていた。

「ところで、マワル。下水道にはマワルの部屋から入るの？」

　頰ほおにご飯はん粒つぶをつけたエミナが玉子焼きを食べながら尋たずねる。

「あぁ、そのつもりだ。そっちのほうが楽だろ」

「でも、そうするとマワルさんの部屋が臭くさくなるのでは？」

　キュレリーが心配してくれた。

「んー、それは何とかなると思うから気にしなくていいよ。消しよう臭しゆう剤ざいもあるし」

　それに、昨日覚えた浄じよう化か魔法があれば、室内の空気も浄化できるし、部屋にこびりついた臭いなども除去できたから、そこはあまり気にしない。




　ということで俺の部屋の、床ゆかにある隠し扉とびらから、縄なわ梯子ばしごを下ろして下水道へと降りていく。

　ちなみに、順番はエミナ、タルト、キュレリーと続き、俺が最後に降りることに決まった。そのためパンツが見えてラッキー！　みたいなベタな展開はない。

　相変わらず、下水道の中は薄うす暗ぐらく、そして何より臭い。

「ここは私に任せて！　長い間ここにいたんだから、道案内くらい可能よ！」

「方向音おん痴ちが何を言う。とりあえず、依頼内容は調査なんだ。適当に見て回って、異常なしで報告できたらよし、低級のアンデッド数体撃げき破はできたらなおよしだ。リッチに殺されそうになった時に俺は思ったんだ。冒ぼう険けんなんてする必要はない。命あっての物種だってな。とりあえず、ネズミが逃げ出してきた方角を調査するが、ヤバい魔物がいる雰ふん囲い気きがあれば逃げるぞ」

　バカなことを言うエミナに対して俺は早口でこの仕事の目的を告げた。

「臆おく病びようね、マワルは。ここは町の中の下水道よ。命の危険なんてあるわけないじゃない」

　それ以上言うな。それはフラグに繫つながる絶対に言ってはいけない台詞せりふだ。

　とはいえ、まぁ、エミナの言うことももっともだ。

　ネズミが逃げ出しただけなら、危険なことがある根こん拠きよとしては薄い。

　たしかに危険は少ないだろう。

「じゃあ行きましょ！」

　エミナが先頭を切って走っていこうとするが、

「おい、そっちは入り口だ。逆だぞ」

　お約束はしっかりと守るようだ。

　スマホの光に照らされて、下水道の調査を開始した。

　途と中ちゆうで浄化魔ま法ほうを使いながら進んだので、昨日よりも臭さはだいぶマシだ。

　俺の魔力だと下水道全すべての浄化はできないようだが。

「……あれ？　この扉、鍵が掛かっているみたいです」

　先頭を歩いていたキュレリーが扉のノブを握にぎり、その異変に気付いた。

　扉が開かない、ということはエミナの出番だ。

　本日の見せ場！　とばかりにエミナが腕うでまくりをし、上うわ唇くちびるを舐なめて鍵を見る。

「……これ、ただの鍵じゃないわね。魔法による結界錠じようね」

「それじゃ、開けられないのか？」

「私を誰だと思ってるの？」

「迷子常習犯」

「違ちがう！　開錠スキルの持ち主、全ての鍵の敵、エミナ様よ！」

　エミナはそう言い、鍵かぎ穴あなを見つめた。

「結界も鍵も似たようなものよ。私にかかれば一いつ瞬しゆんよ」

「よくわからんが魔法ならタルトの専門じゃないのか？」

　俺はハイメイジのタルトを見た。

「魔力結界を単純に力だけで破は壊かいするには術者の数百倍の魔力が必要だと言われています。必要なのは結界の弱点を見み極きわめる力と器用さのほうですね」

「そういうものなのか？　エミナ、時間かかりそうか？　それなら、とりあえずここにタルトだけ残して別の場所の調査を──」

「はい、開いたわよ」

「……は？」

　エミナが扉を押すと、錆さびがついているのか、ギーギー音を立てて開いた。

　時間にして一分もかかっていない。

　俺には木の棒をつっこみ、ぶつぶつと呟つぶやいていたようにしか見えない。

　キュレリーもタルトもその手て際ぎわの良さに驚おどろきが隠せないようだ。

「ねぇ、マワル！　もしもお宝があったら貰もらっていいの？」

「あぁ、下水道で見つけたものは自由にしてもいいって言ってたぞ。その代わり、一度全部斡旋所に提出してからな」

　でも、エミナじゃないが、厳重な鍵が掛けられた部屋だ。

　お宝があればいいなと思う。

　だが、スマホのライトに照らされ、そこにあったのは──机と椅い子す、そして一冊の本とランプだけだった。

　この世界は電気の仕組みをまだ理解していないのか、発電所もないし送電線もない。だが街灯のみは存在する。全て魔石を入れて一定の時間になると光り出すシステムだ。他にも時計台の時計や飲み水の浄化施し設せつなどで多くの魔石が使われている。

「うん。でも個人所有できる魔道具ランプってとても貴重なの。これだけでも四〇万マネーはくだらないわ」

「へぇ、そりゃ高値で売れるな……お、こいつは魔石じゃないか。ランプがあるんだから魔石もあるか」

　麻あさ袋ぶくろを見つけて中を覗のぞき込むと、そこには魔石が山のように入っていた。

　リッチのような大きな魔石はないが、ゾンビクラスの魔石の山だ。これだけでも二〇〇万マネーくらいにはなるんじゃないだろうか？

　これでさらに、エミナ達三人は依い頼らい報ほう酬しゆうまで貰えるんだから、冒険者というのも羨うらやましい商売に思えてくる。

　エミナに見習って俺も机の引き出しを開けた。そこにあったのは、万年筆やインクだった。だが、長い間放ほうっておかれたのだろう、ペン先やインク瓶びんの中は黴かびだらけになっていて、正直手に持つのは嫌いやだった。封印することにした。

「結局目ぼしいものは魔石とランプだけだな」

「それだけでも十分よ。じゃあ帰りましょ」

「だな、十分儲もうかった」

　合計二四〇万マネーなら、ひとり頭六〇万マネー。

　リッチを倒たおした時ほどではないが、大金なのはたしかだ。

「マスター、ここに来た目的を見失っています」

「……あ」

　そうだった、俺はここにお宝を探しにきたんじゃなく、ネズミが逃にげ出した原因を探しにきたんだった。

　いけないいけない。つい忘れるところだった。

「……にしても、ここは結局なんの部屋だったんだ？」

「マエヨル男だん爵しやくの部屋だったみたいです」

　答えたのはキュレリーだった。彼女は手に先さき程ほどの本を持っていたが、それをバタンと閉じた。

　もう全部読んだのか？

「ここはマエヨル男爵の執しつ務む室だったそうです。本には、ここで悪魔と出会い、封ふう印いんしたと書いてありました。この本は、封印した悪魔の観察記録みたいです」

「観察記録……キュレリー、もう全部読んだのか？」

「見てみればわかります」

　見てみればって、俺、読むの遅おそいんだよな。

　そう言いながら、本を手に取った。

【マエヨル男爵、五十五歳、悪魔をこの場で封印した。一日目。悪魔を封印した。騙だまし討うちではあったが、封印は完全だ。だが、万が一、この封印が解かれでもすれば、ビナギは悪魔の魔の手に堕おちる。それだけは絶対に避さけなければいけない。たとえ私が死のうとも、この封印の監かん視しを引き継つぐ者が現れると信じ、ノートを取る。何事もなければいいのだが】

　マエヨル男爵……カッコいいな。

　俺にはできそうにない生き方だが、誰だれかのために自分の一生を捧ささげるなんて俺にはできない。

【二日目。変化なし。封ふう魔まの壺つぼに変化はない。封魔の壺は魔力を絶対に外には逃のがさない。だから外から中の悪魔の力を観測することもできない。暇ひまだ。ただじっと壺を見ているのも暇だ。悪魔がいなくなったせいで悪魔から逃げ出していたネズミが戻ってきやがった。うざい。あぁ、ネズミ用の罠わなをメイドに持ってこいと言ったら、こんな臭いところに来たくないとか言いやがった。俺、一応男爵なのに。でも、あいつら親父おやじの愛人だからな、当主の俺でもクビにできない。最悪だ。悪魔の封印を解いて道ずれにしてやろうか】

　……いきなりキャラがぶれ過ぎだ。

　え？　なにこれ、マエヨル男爵ってどっちのキャラが正しいの？

【三日目。変化なし。あぁ、暇だ。何も起きない。何もやる気がしない】

　またキャラが変わってる。なんだ、これ。

　……そして、四日目から何も書かれていなかった。白紙だけが続いた。

　まさか──三日目に悪魔が復活したのか？　そう思ったら、キュレリーは首を横に振ふり、

「マエヨル男爵は八十歳の大往生で亡なくなったそうです。恐おそらく……日記に飽あきたのでしょう」

「……いや、ぶっちゃけ監視もしてないだろ、この男爵。つくづくダメ人間だ」

　俺は本をタルトに渡わたした。一瞬で読み終えたタルトは次にエミナに本を渡す。そして、エミナは、

「そうね、メイドを雇やとって働いてもらいましょ！」

　とトンチンカンな回答をしてきやがった。

　……あれ？

「なぁ、悪魔を封印した壺って、封魔の壺って書いてなかったか？」

「書いてありました」

　タルトが頷うなずく。

「偶ぐう然ぜんか知らないが、エミナが持ち帰った壺の名前も封魔の壺だったんだよな。なぁ、エミナ、その壺に悪魔とか封印されていなかったか？」

「されてないわよ！　だいいち、あの悪魔の壺はこことは違う隠かくし部屋にあったし、さすがに悪魔が封印されていたらわかるわ」

　エミナが怒おこって文句を言う。

　そりゃそうか。さすがにバカにしすぎた。

「あの壺、変に頑がん丈じような蓋ふたがしてあったけど、私にかかればお茶の子さいさいだったわ。中から黒い煙けむりみたいなのが出てきたけど、中身は空っぽだったわよ」

「それだ！　お前、悪魔の封印解きやがったな！　あと、キュレリーは涎よだれを拭ふけ！」

　悪魔の封印が解かれたと聞いて、目が虚うつろになり、キュレリーの口から涎が溢あふれた。

　男も女も好きなバイセクシャルではなく、死者でも悪魔でもいけるバカセクシャルか、お前は！

「だって、悪魔よ、悪魔！　そんな大物滅めつ多たに浄じよう化かできないわ！」

「滅多に浄化できない、じゃねぇ！　退たい却きやくだ退却。そうしないと滅めつ却きやくされちまうわ！」

　俺が叫さけんだ直後、タルトの顔が急速に青ざめていく。

　何だよ、お前、普ふ段だんから無表情なのに、血の気まで失ってどうするんだ！

「……マ、マスター、聞こえませんか？」

「聞こえるって何が？」

　全員で耳を澄すましてみる。





……シ……シク……シクシク……






　聞こえた！

　女の子のすすり泣く声が！

「って幽ゆう霊れいかよ！　幽霊なんてもうこのさいどうでもいいわ！　問題は悪魔だよ、悪魔！　逃げるぞ！　早く！」

　扉とびらを出たとき、俺が見たものは──桃もも色いろの長い髪かみに黒いドレスの、六歳くらいの女の子だった。

　女の子は俯うつむいて目をこすり、すすり泣く声をだしていたが、俺達を見つけると、まるで母親を見つけた迷子のように桃色の瞳ひとみを輝かがやかせて、こちらに近付いてきた。

「なによ、ただの女の子じゃない。迷子になったのかしら？　ほらほら、お姉ちゃんたちはいい人だから安心して」

　エミナが前に出て女の子をあやそうとしたが──

「エミナ──そいつに触さわるな！」

　俺が叫んだ。

　だが、一歩遅かった。

　女の子がエミナの首に手を回すと──少女の手が光った。

　途と端たんに、エミナは糸の切れた操あやつり人形みたいにその場に倒れた。

　そして、少女は不敵な笑えみを浮うかべて俺達を見た。

　俺も目を細めて彼女を見ていた。




　目の前の幼女の姿が大人のそれへと変わっていく。

　腰こしのあたりまで伸のびた桃色の髪をかきあげた。

　黒色のドレスはボンデージ衣い装しようへと変わり、豊満なボディーラインが浮かび上がる。

　なのに、スケベ心が全くときめかない。

　当たり前だ、俺の目の前にいるのは圧あつ倒とう的な強者なのだから。

【ラヴァーナ・オリオン（三百八十三）：上級デーモン・ランクＳ】

　鑑かん定てい結果を俺は凝ぎよう視しする。その表示は、普ふ通つうの魔ま物ものとは違ちがい、まるで人間を見ているかのような表示となっていた。リッチを見た時もこうはならなかった。

　そして、その鑑定結果によって導き出された最悪のシナリオを想像する。

　……おいおいおいおいおいおいおいおい！

　何だこれ、詰つんだんじゃないか？

　どう見み繕つくろっても俺が生き残れる可能性は、目の前の悪魔の采さい配はいしだいだ。

　倒れるエミナ、敵はランクＳの悪魔。ランクＳといえば、その強さはリッチよりも勝まさることになる。

　相手はひとりだというのに、自然と重心が後ろに傾かたむき、足が後ずさる。

　エミナを助けるために前に行かないといけないと思っているが、前に行く選せん択たく肢しがない。選択肢が四つあるとすれば、「左、右、後ろ、上」と前がないどころか、「後ろ、後ろ、後ろ、その他」になってしまうくらいに逃げ出したいと思っている。

　そんな状じよう況きよう下に置かれても逃げ出さないのは、ひとえにエミナへの友情──などではなく、彼女に背を向けたら殺されてしまうのではないかという恐きよう怖ふだった。

　彼女に唯ゆい一いつ対たい抗こうできるとすれば、アンデッドと悪魔に対して絶対的な攻こう撃げき力りよくを持つキュレリーなのだが、詠えい唱しようの時間を必要とするため、彼女がエミナを人ひと質じちに取ることができる現状況では魔ま法ほうを使うことはできない。

　とすれば、俺が唯一できることは──

　俺は彼女から視線を外さないように、ゆっくりと膝ひざを折った。下水道の地面に手をつき、頭をこすりつける。

「どうか、そのエミナを返してください！　お願いします！」

　土下座スキル。レベルを上げに上げた俺は、現在、光速に近い動きで土下座をすることができるのだが、今回は時間をかけてゆっくりと、誠意を込こめて土下座をした。

　すると、悪魔──ラヴァーナの笑い声が聞こえた。土下座をしている俺には彼女の声は聞こえない。

「まさか、この国で伝説のＤＯＧＥＺＡを見ることができるとは思わなかったわ」

　……土下座って、そこまで凄すごい意味のあるものなのか？

「いいわ、あなたたちだけは見み逃のがしてあげる。その子には恩もあることだし。といっても魔力を完全に搾しぼっちゃったから目覚めるまで何日かかかると思うけど」

　喜び、俺が顔を上げると、俺の顔面にエミナのお尻しりが直ちよく撃げきして。仰あお向むけに倒たおれた。

　顔を上げると、すでにラヴァーナはこちらに背を向けて歩き去っていた。と同時に、彼女の背後に淡あわい光の壁かべが現れた。結界だ。

「あの結界──エミナが起きないと悪魔を追えませんね」

「いや、悪魔を追わなくてもいいじゃん。なんでそんな危険なことをしないといけないんだよ」

「彼女は言っていました。私達だけは殺さないでおくと。つまり、放ほうっておけば町の人が殺されてしまいます」

「でも……俺たちが行って何ができる？」

「マワルさん、私の破は邪じや魔法を信じてください。私の魔法さえ決まれば、あの悪魔を浄化してみせます」

「……私もお手伝いします、マスター。幸い、あの悪魔は復活して間がない。倒せるとしたら今だけです」

　倉庫からマナポーションを取り出した。栄養ドリンクサイズの透とう明めいの瓶びんの蓋をとり、エミナの口に流し込んだ。










　スマホの光で道を照らしながら、俺達は出口へと走った。

　途と中ちゆうでゴーストなどの低級アンデッドモンスターがいたが、俺達は見向きもしない。

　キュレリーでさえも、そんなものには興味が無い、といった感じだ。

　今の彼女は悪魔を浄化する時の快感を想像するだけでお腹なかいっぱい状態のようだ。

「マワル、邪気が近付いてきています。すぐそこです」

「よし、キュレリー、ここから魔法の詠唱をしておけ。目め眩くらまし程度にしかならないが、俺のファイヤーで攻撃する」

　キュレリーは頷き、呪じゆ文もんの詠唱を開始する。

「マワル、私は何をしたらいいの？」

「エミナは俺にしっかり抱だきついておけ」

「わかったわ……ぎゅっ……ねぇ、これってなんの意味があるの？」

「俺が少し気持ちいい」

　思いっきり殴なぐられた。

「バカじゃないの！　何やらせるのよ、こんな時に！」

　怒ど鳴なり声をあげるエミナに対し、俺は仕方がないんだと反論した。

「なにせ相手はリッチ以上の悪魔だからな。下手したら死ぬかもしれない。童どう貞ていのまま死ぬのなら、せめてエミナでもいいから胸の感かん触しよくを味わいたかったんだよ」

「マワルは結けつ婚こんしてないんだから童貞なのは仕方のない事でしょ！」

　エミナが怒おこりながら言った。え？　エミナって実はかなり身持ちが固いのか！　キュレリーが言うのならわかるんだが、エミナがそんなことを言うとは思わなかった。

「……あのさぁ、そんなところで痴ち話わ喧げん嘩かしていないで出てきたら？」

　曲がり角の向こうからラヴァーナの声が聞こえた。

「くそっ、気付かれていたか。さすがは悪魔だ」

「本当ね、なんで気付かれたのかしら」

　何故なぜか小声で呪文の詠唱を続けていたキュレリーが不満げに、少し怒った様子で俺を見ていた。

「一応言っておくけれど、あなたたちに気付いたのは大声で喧嘩していたからじゃなくて、魔道具のライトの光が漏もれているからよ」

　……あぁ、確かに、このライトかなり明るいもんな。

　……俺、バカだろ。

「くそっ、こうなったら破れかぶれだ！　ファイヤ！」

　俺はスマホを胸ポケットに入れ、火の魔法を使った。

　だが──そこには誰だれもいなかった。

「ふふふ、どこに撃うっているのかしら？」

　上か！

　悪魔は背中から漆しつ黒こくの──まるで蝙蝠こうもりのような翼つばさを生やし、それを上下に羽ばたかせて空に浮いていた。

「もう、役立たずね！」

　エミナがそう叫ぶと、ナイフを悪魔に対して投げつけた。

　ナイフは真まっ直すぐ悪魔の額へと吸い込まれていく。

「──やったか！」

　額に突つき刺ささったナイフを見て俺は叫さけんだが、考えればそれは失敗フラグだった。

　上級の悪魔は額に刺さったナイフを抜ぬき、

「悪魔に普通の物理攻撃は効かないって学校の先生から習わなかったかしら？」

　そんなことを言った。

　物理攻撃完全耐たい性せいかよ。

「……あいにく、私は貴族でもメイジ見習いでもないから学校には行っていないのよ」

　と、エミナが悪態をつく。

　それならば魔ま法ほうだと思い、ファイヤを唱えた。が、ラヴァーナの魔法により現れた靄もやが俺を包み込む。すると、手から火の玉が出ない。

「本当に話を聞かない子達ね。そんな魔法当たっても火傷もしないんだけど、マエヨルに使う時の練習のために封ふう印いんさせてもらったわ。一カ月ほど待つか、この町から三十キロほど南下したところにある精せい霊れいの泉に行けば治ち療りようできるから──ねぇ、本当にどこかに行ってくれないかしら？　私が壊こわしたいのはマエヨルと彼の愛した町なのだから」

　ラヴァーナが呆あきれた口調で言った。

　マエヨルを壊したい？

　こいつ、マエヨルがもうこの世にいないことを知らないのか？

　そう思った時だ。




「大天使の白光線アークエンジエルライトレーザー！」




　キュレリーの魔法が完成し、ラヴァーナへと襲おそい掛かかった。

　リッチをも浄じよう化かした光線の直撃。

　これなら行けるか？

　そう思ったが──

　光線が消えると、そこで結界を展開させていた悪魔がいた。

「咄とつ嗟さに張った結界だけど……ないよりはマシよ。今の魔法が直撃したら、さすがに危なかったわね」

　ラヴァーナの右みぎ腕うでが赤く焼けただれている。

　だが、致ち命めい傷しようには程ほど遠い。

　失敗だ……。

「…………もう恩人とかそういうのはどうでもいいわ。マエヨルの前に、あなた達から先に葬ほうむってあげる」

　ラヴァーナの赤い瞳ひとみが俺達を凝視した。

「タルト！　臨機応変に防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを展開してくれ！　キュレリーは次の魔法を──」

　そして、俺は小声でエミナに言う。

　異世界に来て死を意識したのは何度目になるだろうか？




　足が震ふるえ、逃にげることすら叶かなわない。

　だが、同時に死にたくないと思った。

　もう、キュレリーの詠唱が終わるのを待ってくれないだろう。




　ラヴァーナが手を前に出す。

　そこから赤い炎ほのおの球──俺のなんちゃって魔法とは絶対に違ちがう、まるで太陽のように明るく、そして熱い炎の玉が十数個現れた。

「……ラヴァーナ、死ぬ前にひとつ、お前に伝えたいことがある」

「何かしら？」

「マエヨル男だん爵しやくのことだ」

　俺の言葉に、ラヴァーナはその瞳を閉じ、腕を下げた。炎の球が消え失うせる。

　寿じゆ命みようが少し延びた気分だ。

「何？　ただの時間稼かせぎかしら？」

　あぁ、時間稼ぎだ。

　ただし、ラヴァーナが知らないことがあるのは事実だ。

「マエヨル男爵を殺したいと言っているが、不可能だ。あいつは今、遠いところにいる」

「遠いところ？　あら、王都にでも呼び出されているのかしら。ならばこの町の皆みなを殺して待てばいいだけの話よ」

「いや、あいつは戻もどってこない」

　俺は小さく息を飲む。

　これを言えばラヴァーナがどう反応するのか、それは全くわからない。

「マエヨルは死んだ。お前を封印してから二十五年後、八十歳で死んでいる。この世界では大往生だったそうだ。もう七十年も前の話だ」

「……そう……あれからもうそんなに時間が経たっていたの……」

　ラヴァーナは少しショックを受けたように、翼を羽ばたかせ、ゆっくりと降下した。

「あのバカ……死んだの。人間なんて脆もろいものね」

　どこか懐なつかしむように、マエヨルのことをバカと呼んだ。

　それは復ふく讐しゆう相手がいなくなったことを悲しむというよりは、まるで──

「……ねぇ、ラヴァーナ、聞きたいんだけど、あなた、マエヨル男爵のことが好きだったの？」

　俺が思っていた疑問をエミナがぶつけた。

　エミナがそう尋たずねると、ラヴァーナは小さく首を振ふった。

「私が好きだったんじゃないわ、マエヨルが私にしつこく迫せまってきただけよ」

　下水道の天てん井じようを見つめた。

「あのバカが渡わたしたいものがあるから目を閉じるように言われて、気が付けば私は封印されていたってわけ……滑こつ稽けいな話よね」

　どうやって封印されたのか、それはわからないってわけか。

　そこが肝かん心じんなんだが、この様子だと、ラヴァーナと戦う必要もないんじゃないだろうか？

　彼女が町を襲う理由もなくなったわけだし。

　いっそのこと、マエヨルのいないこの世界に興味はないと言って、キュレリーに浄化を頼たのんではくれないだろうか？

「あいつがいないのなら、もうこの世界に興味はないわね」

　ラヴァーナが自じ嘲ちよう気味に笑い、そう言った。

　来た！

　俺は内心驚おどろいた。

　ここまで上手うまくいくとは思わなかった。

　悪あく魔まを浄化して、大量徳ポイントＧＥＴもあるんじゃないか？

　キュレリー、相手が自殺志願者だからって浄化したくないなんて駄だ々だをこねるんじゃないぞ。

「この世界に興味がないのならどうするんだ？」

　俺は落ち着いた体ていを装よそおい、ラヴァーナに訊たずねた。

　声に、緊きん張ちようと希望を含ふくんで。

「もう世界なんてどうでもよくなったわ。全部壊しましょう」

　その希望は簡単に崩くずれ落ちた。

　俺の鼓こ動どうが高鳴る。

「そうね、まずはそちらの危ない魔法を使うプリーストから──」

　ラヴァーナの放った火の玉がキュレリーのほうへと向かった。

　だが、

「死霊王の障壁ノーライフキングフイールド」

　杖つえが俺の前に突き出された。

　そこに、ガラスのような障しよう壁へきが現れ、炎の玉を全すべて消し去っていく。

「タルト。ところで、その魔法はリッチが使ってた魔法か!?」

　と、振り向くと、さっきまで少し後ろにいたはずのタルトがいない。どこに行った、と思ったら、その声は思っていたよりも下のほうから聞こえてきた。

「……見て覚えました。領域テリトリー内の守備はお任せください」

　恐おそらくタルトなりにカッコつけてるのだろうが、いろいろと台無しだ。というのも、タルトの体半分が下水に浸つかっていた。ただでさえ低身長なのに、ますますタルトが小さく見える。

「……私の力だけでは足りないので、水の中に流れる聖なる気を使わせてもらいました」

　あぁ、だから下水に半分浸かってしまっているのか。聖なる気というのは、もしかして俺がネズミ避よけに使った聖水のことだろうか？

　そう疑問に思ったら、

「すみません、マスター……時間切れです」

　と目の前の障壁が消え去った。

「早すぎるだろ！」

　タルトの障壁が消えたのを見て、ラヴァーナは邪じや悪あくな笑えみを浮うかべ、先程よりも大きな火の球を作り出した。

　高鳴る鼓動のせいで、死と隣となり合わせになったせいで、まるでスローモーションの中にいるかのようにゆっくりと炎の球が迫りくるのを感じた。

　そして、俺の頭とは無意識に体が動いていた。

　あれほど死を恐れていたのに、タルトとキュレリーを庇かばおうと、俺の体が横に動いた。

　炎の玉が迫る。

　たとえ俺が盾たてになろうとも、球避けにすらならない。タルトとキュレリー、ふたりを一いつ緒しよに吞のみ込んでしまう。

　そんな熱量を感じながらも、俺は手を前に出し、それを振り払はらおうとした。

　そして、俺の手は、炎に触ふれながらも火傷を負うこともなく、炎の玉を右後方へと──受け流した。

　──これが、スキル受け流しか。

　百パーセント成功するものではない。器用さが足りない俺なら成功率は低いはずのそのスキルが、なんとか発動したようだ。

　その時、キュレリーの魔法の詠えい唱しようが終わった。

「大天使の白光線アークエンジエルライトレーザー！」

　彼女の魔法が一直線にラヴァーナへと向かう。

　ラヴァーナは先程と同様、障壁を展開させて防ごうとしたが、キュレリーの魔法が届く前に、一本のナイフが障壁に突つき刺ささった。

「私の事を忘れてるんじゃないわよ！　キュレリーの魔法を防ごうとするのはわかるけど──」

　エミナはキメ顔でそう言った。

「そんな単純な結界なんて、私にとっては紙の壁かべ以下よ！」

　ラヴァーナの障壁が音を立てて砕くだけ散り、無防備となった彼女をキュレリーの魔法が撃うちぬいた。

　倒たおした……のか。

　そんなことを想おもった──その時だった。




　影かげが伸びてきて、俺たちの体に絡からみついた。

「なんだこれ！」

「動けないわっ！」

「闇やみの縛ばく呪じゆ……相手を縛しばり付ける呪のろいの一種よ」

　そう言って光の中から現れたのは、ラヴァーナだった。

「噓うそだろ、あれを喰らって生きているなんて……」

「咄とつ嗟さに結界を張り直したのよ……と言っても間に合わなくてこの様。心臓と頭を守るのが精いっぱい」

　無くなっていた。彼女の腰こしのあたりまで伸びていた髪かみは肩かたのあたりより下は無くなっており、そして右みぎ腕うでは肘ひじの先から、両足に至って言えば太もものあたりから消失していた。

　その痛々しい姿に、俺は言葉を失いそうになるが、状じよう況きようは俺たちのほうが悪い。

「一度、衝しよう撃げきを与あたえたら解ける簡単な呪いだから詠唱の必要もなかったわ」

　簡単な呪いって……口以外は全く動けないのに……いや、タルトとキュレリーは口も動かせないようだ。

「私の最強の魔法であなたたちを葬ほうむってあげるわ。音の速さに勝まさるとも劣おとらぬ強大な闇の消しよう滅めつ魔ま法ほうよ。溜ためる時間に応じて威い力りよくが増すの──そうね、十秒も溜めればあなたたちの上半身を消滅できるくらいにはなるかしら。あ、半分下水に浸かってる彼女だけは今だけ生かしてあげる。私の失った体を取り戻すために彼女の魔力を吸いとらせてもらわないといけないから」

　余命宣告十秒。

　衝撃を与えたら解除されるのなら、倉庫からアイテムを取り出して、俺たちにぶつければ……いや、そんなことをした瞬しゆん間かんに俺たちに闇の魔法が撃たれる。俺たちに衝撃を与えると同時に、ラヴァーナの意識を他に向ける方法はないか？

　くそっ、何かないか。命いのち乞ごい？　でも命乞いをする材料は？

　金か？　金は家を買って大半を失ってしまったが、それでも大分ある。他にも換かん金きんできるアイテムもたくさんある。例えば、胡こ椒しようとかはこの国では貴重な品のはずだ。大航海時代より昔、西洋では胡椒は金と同じ価値があったと言う。それを一キロ渡せば──ってそんなもんで許されるわけがない。

　仮に俺たちが生き延びたとしても町の人は──

　そうだ、その手があったか！　それはつまり、

「……回ってきたってことだよな」

「何が回ったのかしら？　焼きが回ったの？」

「いやいや、俺のターンが回ってきたってこった！」

　俺はそう言うと、倉庫からそれを取り出した。

　僅わずか五グラムの……胡椒を、俺の顏の前に出現させたのだ。当然、そんなもの、ラヴァーナは気付かない。

　だが、俺が鼻で大きく息を吸い込む。そして、そうなると当然、それが出るわけだ。

「ぶわぁくしょんっ！」

　大きなくしゃみが響ひびいた。と同時に、それが落ちてきた。

『がごぉぉぉぉぉんっ』

　五つのタライが、俺たちと、そしてラヴァーナの頭に直撃した。

「どうやって……魔法は使えないはずなのに……」

「いった……でも、ナイスよ、マワル！」

　エミナが頭を押さえながらそう言った。

「これで終わりよ！　闇極球ダークキルボール！」

　ラヴァーナが大おお振ぶりで放った音速の闇の球は、俺たちの上半身を消滅させようと飛んできた。その速度は目にも留まらぬ速さで、確実に死ぬことだろう。

　俺たちが避けなければ。

　だが、俺は咄嗟にエミナとキュレリーの頭を押さえて地面に倒れ込んでいた。

「そ、そんな──どうして、音の速さの攻こう撃げきを避けるなんて」

「簡単なことだ。お前の攻撃が音の速さなら──」

　俺はエミナとキュレリーの頭を押さえたまま言った。




「俺の土下座は音速を超こえる！」




　実際のところ、本当に音速を超えているかどうかなんてわからない。

　ラヴァーナが攻撃を振ふりかぶる瞬間を狙ねらって避けた。彼女は俺たちの胴どう体たいを切り裂さくと言っていたから、土下座をすれば避けられると思ったわけだ。内心ビビっていたが──

　そして、最後の切り札は、既すでにラヴァーナの足あし下もとに迫せまっていた。

「水竜の息吹ウオータードラゴンブレス」

　タルトがそう叫さけぶと、下水の中から竜りゆうが現れた。

　タルトはタライが頭にぶつかると同時に、既に動いていた。下水の中を潜もぐってラヴァーナに接近していたのだ。
















「ここはもう、私の領域テリトリー」

　下水の中から、水の竜とともに現れたタルトはそう宣言した。水竜ウオータードラゴンの口が開き、その口から水撃が放たれた。

　それでも──ラヴァーナは死なない。

「な……何なの……私の結界を一瞬で破は壊かいしたり、超ちよう弩ど級きゆうの破は邪じや魔法や攻撃魔法を使ったり、かと思えば私の攻撃を受け流したり、一瞬で躱かわしたり──」

「ふふふふふふふふ──」

　笑い声が聞こえてきた。この状況で空気を読まずにそんなに嬉うれしそうに笑うのはひとりしかいない。

　キュレリーだ。

「ふふふふふふふふ、その姿が見たかったの！　無様ね、悪魔を名乗っていてもその程度。今のあなたならもう私達に攻撃することも叶かなわないでしょう。安心しなさい、嫌いやがっても私の光の矢が今すぐあなたを撃ちぬいて差し上げます。もっとも、主たる神と敵対するあなたに救いの道などあるわけがありませんが！」

　うわぁ、ドＳモード全開になってる！

　こっちのほうが怖こわい。

「そうかしら？　こんな姿になってもあなたたち四人を殺すくらいの力は残っているわよ！」

　そう言ったラヴァーナの前に、先さき程ほどとは比べものにならないくらい巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりが現れた。

　あんなの喰らったらひとたまりもない。

　唯ゆい一いつの頼たのみの綱つなはタルトの《死霊王の障壁ノーライフキングフイールド》なのだが、彼女の魔法の最大の難点はその範はん囲いの狭せまさだ。

　さっきの炎の玉は一個一個が小さかったため障しよう壁へきで防げたが、あのような巨大な炎──障壁のサイドから漏もれて俺達を焼き尽つくしかねない。

「そうだ、タルト！　水魔法だ！　さっきお前が使っていた水のドラゴンであの炎を──」

「違ちがいます、マスター、あの炎は──」

　タルトが何かに気付いたその瞬間、

「遅おそいわ！」

　ラヴァーナが叫んだと同時に、炎の玉が破は裂れつした。

　うわ、燃える！　死ぬ……ってあれ？

　全然熱くない。

「……マスター、今のはただの目め眩くらましです」

「あれが目眩ましだと！」

　つまりは熱量もなにもない、スカスカの魔力だってことか！

　気が付けば、ラヴァーナの姿は見えない。

「あいつは人間のエネルギーを吸収して回復できる！　逃にげられたら厄やつ介かいだ！」

　俺たちは急いでラヴァーナが逃げたと思われる下水道の上流を目指す。

「キャァァァァァァァァァァっ！」

　前方から女性の──ラヴァーナの悲鳴が聞こえてきた。

　何だ!?

　ならば、一体何が起こったというのか？

　罠わなかもしれない、そんな緊張感が俺達を襲おそったが、果たしてそれは杞き憂ゆうに過ぎなかった。

　なぜなら、ラヴァーナは捕とらわれていたから。

「……まさか、私が逃げることを知って……こんなところに結界を」

　結界、そう、彼女は結界に捕らわれていた。

　結界というよりは聖域といったほうがいいか。

　全く身動きの取れないラヴァーナを見て、俺はキュレリーを見た。

　彼女の顏がまるで悪魔のような笑えみを浮うかべていたのだ。

　そして、破邪魔法の詠えい唱しようを唱える。

　ひとり現状を理解できていないエミナがふしぎそうに、

「ねぇ、マワル。いつの間にこんな結界を張ったの？」

　そうか、エミナはあの時、すでに迷子になっていてこれを設置する瞬間は見ていなかったのか。

「あぁ、エミナ。実はこれ、俺が用意した結界なんだ」

　俺が言うと、ラヴァーナは俺を忌いま々いまし気に睨にらみ付けたあと、どこかふっきれたように笑った。

「恐おそれ入ったわ。これほど強力な結界を用意できるなんて──正直さっきまでの私でもここからは逃げられないわ。最初からこの結界を使われていたら勝負にすらならなかったわね」

　そう言って、観念したように呟つぶやいた。好敵手と戦えたことを喜ぶかのように。

「俺も本当に驚おどろいた……思ってもみなかった」

　俺はエミナと、そしてラヴァーナにも聞こえるように言った。

「まさかネズミ避よけのために使って無む駄だに消費した聖水で悪魔が捕つかまるなんてな」

「ネズミ避け!?」

　ラヴァーナが驚きの声をあげたが、それを遮さえぎるようにキュレリーの魔法がさく裂れつした。




「大天使の白光線アークエンジエルライトレーザー！」




　光がラヴァーナを吞のみ込む。もう結界を張る力も残っていない彼女は、

「ネズミ避けに捕まって滅めつせられるなんていやぁぁぁぁぁ!!」

　そんな最さい期ごの声を残し、跡あと形かたもなく、何も残さずに消え失うせた。








～エピローグ～









「「「「乾かん杯ぱいっ！」」」」

　俺たち四人は、自分たちが無事に生きていること、さらにキュレリーは悪魔を滅することができたことに喜び、風ふ呂ろで下水の臭においと汚よごれを洗い流した後、祝勝会を開くこととなった。俺とタルトのグラスにはブドウジュース、エミナとキュレリーのグラスにはワインが入っている。

　ちなみに、この祝勝会の代金はエミナが売ってきたタライの代金を使わせてもらっている。一個一〇万マネーで売れたからな。一体、何をどう交こう渉しようすればそんな高値で売れたのやら。

「でも、悪魔もしみったれてるわよね。魔ま石せきのひとつも残さないなんて」

「悪魔は邪じや神しんの使徒、古くは我々人間と袂たもとを分かった存在だと言われていますから。討とう伐ばつ記録も残りませんでしたし」

　そう言えば、鑑かん定ていをしてもしっかりと個人名が表示されていたな。

「……悪魔の魔法を見ることができました。研究してみます」

「タルトさん、あまり深く研究しないでくださいね。悪魔に魅み入いられた者は悪魔になるといいますから」

「……ほどほどにします」

「流石さすがに悪魔が元仲間になると、滅しても気持ちいいかどうかわかりませんしね」

「滅するのは確定なんだな」

「それはプリーストですから」

　そこは、ドＳだからの間違いではないだろうか？

　それはともかく、俺も今日は機き嫌げんがいいので、テーブルの上にはエミナが大好きなたこ焼きも山盛りにして提供している。おばちゃんに持ち込みは本当はダメなんだけどね、と言われたが今回ばかりは、と勘かん弁べんしてもらった。

　どうして俺の機嫌がこんなにいいのか？　というのは悪魔を倒たおした時に得た謎なぞの徳ポイントやらを含ふくめ、とうとう２万ポイントに到とう達たつしたからだ。

　そして、悪魔を倒した時メッセージを受信したのだ。

【徳ポイントが２万ポイントを突とつ破ぱしました。アップデートその二が可能です】

　アップデートするか、しないか。悩なやましい選せん択たくだが、幸せな時間だ。

　二百二十連ガチャというのも、やっぱり男なら一度はやってみたいよな。

「それにしても、今回は誰だれかひとりが欠けても勝てなかったわね」

　珍めずらしくエミナがそんないいことを言った。

「私の結界を破る力がなかったらキュレリーの破邪魔法は届かなかったし、タルトの魔法にもかなり助けられたわ」

「……そうですね、キュレリーの破邪魔法は強力でした。水竜の息吹ウオータードラゴンブレスを使った時、下水の中にいたのが私ではなくキュレリーだったら、あの一いち撃げきで勝負は終わっていたでしょう」

「そんなことありませんよ。私は詠唱をしないと魔法が使えませんから、あそこにいたのがタルトさんでよかったです。それに、さっきエミナさんも自分で仰おつしやられていましたが、あの結界をエミナさんが破っていなければ私の攻こう撃げきは届きませんでした」

　お互たがいがお互いを褒ほめ合う光景。

　だが、その中に……俺が入っていないじゃないか。まぁ、俺はそのうち勇者になるとはいえ、今はまだ最弱冒ぼう険けん者しやだからな。この待たい遇ぐうにも甘んじてやるさ。

　……ちょっと悔くやしいけれど。

「マワル、ちょっといいかい？」

　俺が拗すねかけていると、おばちゃんが俺を裏口に呼び出した。

　すると、そこにいたのは──一羽のピンク色のウサギだった。ただし、四本の脚あし、全すべてが焼失している。生きているのが奇き跡せきのようなウサギだ。一体誰がこんなひどい傷を負わせたのだろうか？

「どうしたんですか？　このウサギ……まさか、食べるつもりじゃ」

「食べるつもりならマワルを呼ばないよ。この子、店の裏に倒れていたんだよ……あんたの仲間にプリーストがいただろ？　治ち療りようしてあげられないかい？」

「……キュレリーは回復魔法を使えません。マスター、ヒールをお願いします」

　いつの間にかタルトが俺の前にいた。

「ヒールじゃ無理だろ。他に何か方法はあるのか？」

「……とりあえず名前はピンクファにしましょう」

「飼うことを前提で話を進めてるんじゃないよ……そうだ」

　俺は倉庫からポーションを取り出し、おばちゃんから少し深いお皿を貰もらってそこに流し込んだ。

「これで治ればいいんだが」

　ガチャのハズレとはいえ、女め神がみ様の加護のある薬だ。

　せめて元気にはなってくれ。

　ピンクファと名付けられたウサギはゆっくりと立ち上がり、そのポーションをぺろぺろと小さな口で舐なめると──前のめりになってそのまま皿の中へと入ってしまった。

　すると、ピンクファの消失した脚がポーションを吸い上げ、徐じよ々にだが形を戻もどしていく。もしかしてと、倉庫に残っているポーションを全てお皿に入れたら、ピンクファの脚は綺き麗れいに元通りになった。

「……マスター、ありがとうございます。皆みなにも紹しよう介かいしてきます」

　タルトは礼を言うと、元気になって暴れているピンクファを抱だきかかえて店の中に向かった。

　……ってあれ？　今、ピンクファの治った脚から、小さな炎ほのおの球が一いつ瞬しゆん生まれて、すぐに消えたような気がしたけど……気のせいか？

　気のせいだよな、うん。たぶん気のせいだ。

　それとも、この世界のウサギは魔法を使えるのだろうか？

「店の中に動物は──はぁ、今回は私が頼たのんだことだしね、他の客もいないから大目に見てあげるわ」

　おばちゃんはどこか嬉うれしそうに笑って店の中に入っていく。おばちゃんはピンクファが火の球を作ったところは見えていなかったのだろうか。

　その時、スマホの着信音が鳴った。

　電話はセリーア様からだった。通話ボタンを押すと、さっそく謝罪の一言が。

『すみません、マワルさんですよね、すみません』

　相変わらずだなぁと俺は笑いながら、話を続けるようにセリーア様に尋たずねる。

「セリーア様から電話なんて珍しいですね。どうかしました？」

『あの、先せん輩ぱい女神にマワルさんをそちらの世界に転生させたことがばれてしまってですね……お叱しかりを受けたんです。謝っても許してもらえませんでした』

　その先輩女神様も、セリーア様が普ふ段だんから謝っているから、本当に反省しているのかどうか理解できなかったのではないだろうか？

『それでですね、罰ばつとして暫しばらくの間地上勤務を言い渡わたされまして……おそらくそちらの町に行くと思いますので挨あい拶さつの電話だったんです。すみません』

「そこは謝らなくても……って、え？　セリーア様、こっちに来るんですか？」

　こっちの教会の人は、セリーア様を地上に降臨させるために邪神の再封ふう印いんやら魔物退治やらを頑がん張ばっているって話なのに？

『はい、来週には行くと思いますので、すみませんが宜よろしくお願い致いたします』

　そう言って、電話は切れてしまった。本当に謝ってばかりの電話だった。

　セリーア様が来るなら、町はパニックになるんじゃないか？　とか思いながら、俺が席に戻ると、三人はさっきと同様盛り上がっていた。きっとお互い褒め合っているのだろう。

　俺は「やれやれ」とひとりごち、椅い子すに座った。

「はぁ、今回は本当に三人に助けられてばっかりで役立たずだったが、でも覚えておけよ。俺はもっともっと強くなってだな──ってどうした？」

　俺が言うと、三人はキョトンとした目で俺を見てきた。

　俺が強くなるというのがそんなに意外だったのか？

「今回だけに関して言えば、マワルが役立たずだなんて誰も思ってないわよ。マワルのタライがなかったら、私たち四人、全員あそこで死んでいたし」

「……マスターの聖水がなければ悪魔に逃にげられるところでした」

「それに……悪魔の攻撃から守るために私の前に立ったマワルさんはかっこよかったですよ」

　……え？　意外な高評価に俺は思わずたじろいでしまった。

　特にキュレリー、こいつが俺を見る目はまるで恋こいする瞳ひとみじゃないか？

　まぁ、命を張ってキュレリーを助けたわけだし、好かれるのは当然か。そういえば、キュレリーは不死生物アンデツド相手だとドＳになるが、普段は優やさしいしおしとやかだ。うん、悪い子じゃない。

　俺はどこかの鈍どん感かん系主人公ではない。ここはひとつびしっと言っておこう。

「キュレリー、もしもお前が俺のことを好きになったなら──」

「え？　なってませんよ？」

「……は？　え？　あれで好きにならないのか？」

「あれでって……今回は全員で頑張ったってお話ですよね？　マワルさんも私たちと同じくらい活かつ躍やくなさっていましたよ」

「もしかして、マワル、キュレリーが惚ほれたって勘かん違ちがいしたの？　そんなことあるわけないじゃん」

　エミナが笑いながら言った。

　事実だっただけに、さすがに恥はずかしい。

「結局、俺のことを好きでいてくれているのはタルトだけか」

「……マスターのことは偉い大だいな魔術師として尊敬はしていますが、恋れん愛あい感情はありませんよ？」

　タルトの予想外の発言に、俺は思わず目を見開いた。

　え？　お前って……え？

　思わぬ裏切りにあった気分だ。

　今ならブルータスに裏切られたカエサルの気持ちがよくわかる。

　タルトが抱きかかえているピンクファまで俺を見て笑っていた──そんな幻げん覚かくまで見えてしまった。

　もういいよ。俺の心のよりどころはやはりガチャだけだ。

　さて、バージョンアップするかバージョンアップしないか。

　よし、決めた。今回はバージョンアップは見送り、二百二十連ガチャとしゃれこもうじゃないか。そして、スキルや魔法を山のように覚えて、三人を見返してやる。

　そう決意し、バージョンアップしますか？　の問いにＮＯを押そうとした時だった。

「マワル、そういえばあの戦いで胡こ椒しようとか出してたでしょ？　スープに入れたいから少し貰っていい？」

　とエミナが尋ねてきた。

　俺はスマホに意識を集中していたため、言われるがままに、無意識に胡椒を出してしまった。俺の目と……鼻の先に。

　そして、俺の鼻が胡椒を吸い込んでしまう。

「ふぁ……ふぁ……」

　俺が大きく口を開けた途と端たん、エミナ、キュレリー、タルトは何も言わず、地じ震しんでも来たのかというくらいに綺麗にテーブルの下に隠かくれた。そして──

「ふぁっくしょんっ──ガンっ」

　俺の頭の上と、テーブルの上、計四つのタライが空から降ってきた。

　いつつ……ひどい目に遭あった。

　二百二十連ガチャの前にこれだと、運が悪すぎるだろ。

　そう思ってスマホを見たら──

【アップデートが完かん了りようしました。アプリを再起動します】

　という表示が。

「うがぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　思わず叫さけび出す俺に、

「大変、マワルが失しつ恋れんのショックで切れた！」

「落ち着いてください、マワルさん、私、マワルさんのことは友達としては好きですから」

「……私もマスターへの尊敬の念は忘れていません」

「私は……特にマワルのことなんて何とも思ってないけど、別に嫌きらいじゃない……ことはないと思うから！」
















　フォローになっていないフォローを続けるみんなの声は耳には届いていたが、俺の発はつ狂きよう状態はさらに続いたのだった。
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　この度たびは、『ガチャにゆだねる異世界廃はい人じん生活』の第一巻を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。この物語は、『カクヨム』という小説投とう稿こうサイトで開かい催さいされていた、「第１回カクヨムWeb小説コンテスト」で特別賞を受賞した「マワル廻スロットガチャと異世界物語　～奇き妙みようなメンバーとの冒ぼう険けん譚たん？～」という小説を加筆修正──なんて生なま易やさしいものではないくらいに内容を変えた作品になっています。本当に全然違ちがう話になりました。

　私がラノベ作家としてデビューしたのは去年のことなんですけれども、ラノベ作家を目指したいなと思ったのは、もうかれこれ十五年以上も前のことです。富士見ファンタジア文庫で刊行されている『スレイヤーズ』という皆みなさんご存知であろう神かん坂ざか一はじめ先生の代表作のシリーズを手に取り、ライトノベルというジャンルの小説の素す晴ばらしさを知った時、私はこの道にいつか進みたいと思いました。それからデビューまでに長い年月がかかってしまいましたが、こうして富士見ファンタジア文庫で刊行できるようになったのも、なにかの縁えんだと思ってしまいます。




　この作品は、タイトルの通り、スマホのガチャを題材にした、異世界転移ファンタジーとなっています。ガチャで手に入れるアイテムやスキルを使って、あんなことやこんなことができるようになったらいいなぁ、というコンセプトで書いています。なので、きっとスマホのガチャをしたことがある人は、「あぁ、あるある」と思えるようなネタも話の中に存在すると思いますよ。

　ネタバレになるようなことはあとがきでは書かない主義なので、詳くわしくは本編をお読みください。

　ちなみに、私自身もスマホゲームで課金をしたり、ガチャにドはまりするタイプです。だから、一言、この場で書かせて欲しい。

　同じレア度ＭＡＸでもアイテムの差があり過ぎなのはどういうことなのか？　絶対、あれってレア度ＭＡＸの排はい出しゆつ率を高く表示するために、わざとハズレレア度ＭＡＸを作っていますよね。某ぼう霊れい界かいの探たん偵ていさんが主人公の漫まん画が、アニメで、Ｓ級の敵キャラがいるんですが、そのＳ級というのは霊界側が対処できない敵の強さを示す言葉だから、その強さの程度は大きく異なると言っているのと同じですよね。百以上は、百でも千でも一万でも全部同じと言っているようなものなのか。ちゃんと区分けしろよと言いたくなる気持ちがよくわかります。もちろん、どのゲームのことを言っているのかはここでは書きませんし、そもそもどのゲームでも言えることなのですけど。




　さて、ガチャの愚ぐ痴ちはとどまることを知らないわけですが、文字数にも限りがあるので、そろそろ切り上げて、謝辞を書かせていただきます。

　年末の一番お忙いそがしい時間に素敵なイラストを描えがいて下さった紅べに緒お様、そしてツイッターなどで応おう援えんしてくださった皆みな様さま、誠にありがとうございました。それと、私に小説家を目指すきっかけを下さった富士見ファンタジア文庫様の担当Ｓ様、今作の受賞が決まってから、出版まで、長い時には何時間も電話で打ち合わせをしてくださり、ありがとうございます。でも、あとがきを「今日中に書いて下さい」って、太陽が沈しずんでから電話をしてくるのはやめてくださいね♪

　最後にこの本を手に取ってくださった皆様。本当にありがとうございます。第二巻でも再度、このあとがきでお会いできると信じています。


二〇一六年一二月　時とき野の洋よう輔すけ



















時野洋輔

●ときのようすけ



大阪府は東大阪市生まれの東大阪市育ち、小説投稿サイト「カクヨム」で執筆活動中の物書き。お陰様で本書を出版することができました。ガチャをしている人に言ってはいけない言葉。「形に残るものを買いなよ」です。いいじゃん、こっちは好きでやってるんだから。でも、マワルくんのガチャは形に残るから少し羨ましいなと思ったのはここだけの話です。
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